



























































これはゾンビですか？10




はい、ラブリーでチャーミングだけどあたしは








木村心一





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ「一六年来聞いたことがない音がしてるからだよ！」




第一話「凄く薄いです！　すごーい！　うすーい！」

第二話「どうする？　ア・イ・カ・ワ～」

第三話「波っはー、ジェットコーっスター」

第四話「葉っぱの人！　あんたの出番だ！」




エピローグ「「う～、キングダぁム！」」







　あとがき





























　その日、セラの様子がおかしかった。

　吸血忍にん者じやという不思議な種族の人間で、忍者の里からやってきた黒くろ髪かみポニーテールの美人。

　身長は俺とさほど変わらないぐらいで、スレンダーなくせに出るところはボインバインの卑ひ怯きような体つきをしている。ただ大きいんじゃない。大きすぎないところがポイントなのである。

　いつもだったら、俺が何をするにも「気持ち悪い」と言の葉で一刀両断し、凛りん乎ことした目で冷たく見下ろす彼女の様子が、その日はいつもと変わっていたんだ。

　というのも、女王の呪のろいによって、俺の事がみんなの記き憶おくに残らなくなってしまったせいである。

　出会うときのファーストインプレッションで、こうも態度が違ちがうのかと、びっくりしてしまう。

　さて、どう違うのかをとりあえず見て貰もらおう。

「はい！　アユム入ってこいよな！」

　可愛かわいらしい女の子の元気な声に導かれて、俺は我が家の居間へ顔を出した。

　そこには三人の女の子。

　俺を呼び込んだのは、肩かたまである茶色の髪をした少女、ハルナ。身長一四五センチメートルのアホ毛貧乳娘むすめだ。

　どうしてなのかは分からないが、彼女にだけは、女王の呪いが効かず、俺のことをちゃんと覚えていた。まあ、大先生曰いわく、対女王の切り札の一つである訳だから、きっと理由があるんだろう。

「はい、こいつは誰だれ！」

　俺に手をやって他の二人にクイズ形式で紹しよう介かいする。

「相あい川かわ、歩あゆむ」

　答えたのは、ポニーテールの少女、セラ。身長の高い、可愛らしい女の子だ。あとごっつボイン。

『相川　歩』

　最後の一人は、輝かがやく銀色の髪にプレートアーマーとガントレットをつけた可愛らしい少女。俺をゾンビに変えたネクロマンサー様、ユーだ。

「私の、恋こい人びとですね」

　少し照れくさそうに、セラが続ける。いつも凛り々りしい表情をしているので、こうして頰ほおを染められると──対処に困る。

「ああ、うん。まあ……」

　本当は恋人ではないんだが、数十回、数百回と呪いの性質について検証している内に、俺は否定するのをやめた。

　何回やっても、セラは俺が恋人であると勘かん違ちがいするんだ。ここはもう、否定しない方が話がこじれないことは確かく認にん済みである。

「なるほどなるほど」

　アホ毛の少女は腕うでを組んで、二回頷うなずく。

「どうだ？　ハルナ」

「つまり、アユムを中心に、半径五メートルが記憶を留とどめられる射程圏内だ。そこから外れて一七〇秒経たつと、アユムのことなんか微み塵じんも忘れてしまう。それ以外に条件はない！　これで確定だな！」

　それが、俺に科せられた呪いの正体だった。数百回という根気強い実験により、ハルナが性質を見み抜ぬいたのだ。

　五メートルの距きよ離りを、たった三分弱離はなれてしまうだけで、セラが俺に対して「何者だ」と尋たずねることになる。

　それこそ、汚お物ぶつでも見るような目で。しかし、一度俺が昔からの知り合いであることを説明すると──

「再度お尋ねします。つまり、ヴィリエの女王とやらに呪いを解かせる。それが目的なのですね？」

　優やさしく微笑ほほえみかけてくれる。

　まるで明るい女の子のように喋しやべる姿は、別人を見ているようだった。

「そういうことだ。その手伝いをして欲しいから、五メートルを出来るだけ維い持じして貰えないかな？」

「にわかには信じがたい話ですが──」

　仕方がない。とでも言いたげな表情。

『噓うそではない』

　全くの無表情で、ユーもメモに書き込む。

「そう言って貰えると、助かるよ。で、誠に言いにくいんですが」

　頭をポリポリと搔かきながら、引きつった笑いで話を切り出した。

「何か？」

「お風ふ呂ろに、入りたいなーなんて」

『一いつ緒しよに？』＝『ユー、お兄ちゃんと一緒にお風呂なんて……恥はずかしすぎて死んじゃうよ～』

　ユーのメモが素っ気ないので、頭の中で可愛く変へん換かんしておこう。

「いや、まあ、なんというか……ねえ。さすがにそれは──」

　しどろ、もどろ、上う手まく伝えたいけど絡からまっていく言葉。

「脱だつ衣い所に、私とヘルサイズ殿どのを待たせたいと」

「そういうことになりますね」

　いやあ、セラさんは話が早い。

『もう一度　リセットさせればいい』

　ごもっともでございますお嬢じよう様さま。その方向で行こうかと思っていたら──

「はあっ？　また一からあたしが説明しなきゃなんないの？　分かれよな！」

　ハルナさんがご立腹のご様子。

　呪いの性質を正しく測るため、何百回と数えられないぐらいリセットを繰くり返したんだ。その気持ちは分かる。俺だって二百回前ぐらいから、もうしたくないと思ってたさ。

「私は別に、一緒に入っても構いません。私とあなたは……そういう間あいだ柄がらだったのでしょう？」

　え？　セラの言葉に、俺は目を丸くした。

　まさか、セラの方からこんな事を言い出すなんて。この態度が、『おかしなセラ』なんだ。

　驚おどろきの表情を見せたのは俺だけではない。

　ユーもまた、二回ほどまばたきを見せた。

　ユーが目を瞬またたく瞬しゆん間かんなど、そうそう見れるもんじゃない。

　セラは何回記憶をリセットしても、俺を恋人だと勘違いした。

　不思議なモノだ。記憶がリセットされる前は、気持ち悪いだの反へ吐どが出るだの破れたティッシュだの言っていたのに。どうしてこうなった。

『そう』

　たった一言だったが、それはセラに同意するという旨むねであることは分かっていた。

　そんな二人を、ハルナはじと～っとした目で見ていた。

「一緒に入れとまでは言ってないんだけど──いいのか？　ケダモノだぞ？　バユムは」

　お前は言いたい放題だな。まあ、ハルナがいなければ途と方ほうに暮れていた身としては特に何にも言えないけどさ。

「……不潔でいられるよりはマシです。ただし、条件がありますが」

　当然、何かあるだろうことは分かっていたが、少しの緊きん張ちようと、セラの微び笑しようの美しさに、俺はしばし時間を忘れてしまった。







　こうして俺は、同どう棲せいを始めて初めて、恥はじを忍しのんで弾はじける思いで端はじっこに──えー、はじはじ……まあいいや。一緒に風呂へ入ることとなった。

　ハルナは呪いの対象にならないので、当然一緒ではないが、ユーとセラ。

　全くタイプの異なる体つきの二人が、服を脱ぬぐ──音がする。

　一体どのような素敵な光景が広がっているのかをお伝えできないことが残念でならない。

　俺は目め隠かくしをされた状態で、タオルを腰こしに巻いたまま、浴場へ足を踏ふみ入れた。

　そう、セラが出した条件、それは目隠し。

　見えていなければ、それでいいという考えだ。

　素すっ裸ぱだかに腰タオルの状態になった俺は、足を引きずるようにして冷たい浴場の床ゆかを少し進み、椅い子すを捜さがす。

「少々待って下さい」

　セラがそう言いながら、シャワーの蛇じや口ぐちを捻ひねる音がする。

　どうやら、椅子を温めてくれているようだ。

　なんと気が利きく女の子なのだろう。

　嫁よめにするなら、こういう気配りが出来る女の子がいいもんだね。

　温かい椅子に座り、さて──と手を合わせる。

　視覚を奪うばわれただけで、この不安感はなんと表現すべきか。

「シャンプーどれだ？」

　シャンプーの場所は分かっているが、目隠しをされているため、ボディソープなのかシャンプーなのかが分からない。

　手をキョンシーのように前に突つき出して、シャンプーを捜す。

　俺はゾンビだ。キョンシーも親しん戚せきみたいなもんだから、この仕草にも慣れたモノだ。

「これです」

　セラが取ってくれたようで、手て渡わたしで貰う。ふと触ふれた指先に少しドキドキしてしまった。

「おー、さんきゅー」

　かしゅかしゅかしゅかしゅ……わしゃわしゃわしゃわしゃ……

　目が見えなくても、それなりに頭を洗うことが出来る。慣れというモノは、素す晴ばらしい。

「背中を流せ──とは言わないのですね」

「まあ、自分で出来そ──」

　全すべて言い終わる前に、背中に何かが当たる感かん触しよく。

　それは、ナイロンタオルだった。

「うおう」思わず声が漏もれる。

　何してはるんすか！　何してはるんすかーっ！

　そして、優しく、とてもソフトなタッチで俺の背中を洗っていく。

　人に背中を洗われるなんて、そうそうないことだと気付いた。

　このもどかしさと嬉うれしさ。照れくさくなってくる。

　それにしても、この母親のような優しい洗い方は──

「ユーがやってるのか？」

「いいえ、ヘルサイズ殿にそのような真ま似ねはさせられません」

　え？　俺は少し驚いた。この丁てい寧ねいな洗い方は、ドＳなセラからは考えられなかったからだ。

　てっきり、ユーが洗ってくれているとばかり思っていた。

　きっと、セラだったら鰹かつお節ぶしでも削けずるような荒あらい洗い方をするに違いない。

　粗あら挽びきだ。挽ひき肉にくが出来上がるに違いない。

　やすりとか剣けん山ざんを使うに違いない。

　だが──違った。

「もう少し、強くてもいい」

　なんて注文を出してみる。いつものセラだったら、「ウジ虫がそういう態度を取るなんて、初めて知りました」みたいなことを言ったりするだろうが、今日のセラは──

「分かりました。こうでしょうか？」

　正にその言葉が欲ほしかったのか、嬉しそうな声だった。

　あー、そうそう。気持ちええわあ。

　素す直なおで優しいセラに戸と惑まどいながらも、俺はその優しい手に身を委ゆだねていた。

「なんで、洗ってくれるんだ？」

「さっさと入って、さっさと出て行って欲しいからです」

　そうそう、こういう台詞せりふこそが、セラに相応ふさわしい。ちょっと冗じよう談だんじみた口調だったけど。

「なるほど、お前らしいよ」

「それにしても……」

「ん？」

「確かに、あなたと私の関係は、あなたの言うとおりなのかもしれませんね。この背中に、見覚えがあります」

「背中ねえ」

「ヘルサイズ殿も、『懐なつかしさがある』と。ですが私は──どこか頼たのもしさを感じます」

「お前たちは俺のこと、何にも覚えてないんだよな？」

「ええ。ですが、この背中……色々なモノを背負っている、素す敵てきな背中に見えます。どうやら、私はあなたに守られてきたようですね」

　ぴと……むに……

　………………わおっ！

　わーおっ！　これは！　この感触は！

　セラさん！　セラさん何してはるんすか！　なんて、ナイナイの矢や部べっちみたいなツッコミは出来ない。

　気にしてしまえば、途と端たんに相川歩ジュニア、通つう称しよう『ひろし』が天高くガッツポーズを取ってしまいそうになるだろう。いやもうすでに半ガッツ状態だ。

　ここはスルーすべきだ。

「占うらない師か何かかお前は」

「こうしていると、安心出来る気がします──さて、次は前を洗いますね」

「え？　……ああ、助かるよ」

　魅み惑わくの感触から解き放たれ、ほっと息を吐はく。

　自分で出来る。と言おうか悩なやんだが、まあなんだ。やってくれるならそれに越こしたことはない。

　そっと首筋にナイロンタオルが添そえられる。

　目隠しをされている状態で急所をさらすのが怖こわい。それが剣けんの達人に対してならば、尚なおのこと。

　きゅっきゅっ──蛇口を捻る音が聞こえる。

　しゃああああ──シャワーの音が聞こえる。

　ぎゃぎゃぎゃ──え！　何今の音！

「パーフェクト・ヴィダル・ザ・スーン発動！」

　何今の重低音の響ひびきみたいな声！　誰だれがいるの？　そこに今誰がいるのーっ！　どこのおっさんが侵しん入にゆうしてるんだ！　いや落ち着け。そんなはずはない。だが、なんだ今の──

「ＯＫ！　パーフェクト・ヴィダル・ザ・スーン！」

　誰の声だよだから！　なんで今度は可愛かわいい女性の声なんだよ！

　ギュイイイイイイン！　今度は何ーっ！　さっきから何の音なのか一いつ切さい読者にお届け出来てないんだけど！　くそっ！　視覚を奪われれば聴ちよう覚かくにも相応のダメージがあるのか！

「湯加減はこれでいいですか？」

　えー。ごっつ冷静やん。さっきの音なんか何でもなかったことにする気やーん。

「湯加減どころの話じゃねえよ！　何をする気だ！」

「シャワーですが？」

　なんだ、シャワーか。

　チュインチュイン！　ジジ……ジ……

　確実に溶よう接せつの音がしたよ、今！　今のは溶接タイプだわ。確実に。

「いきますよ？」

「何をっ！」

　ごしごしごしごし……体が泡あわでぬるぬるになっていくのが、感覚でも分かる。

　だんだん下に──らめえ！　それ以上、下にいったららめえ！　クララが立っちゃう！　ジョーが立っちゃうよ！

　くっ！　耐たえるんだひろし！　まだお前は立っちゃいけないんだ！

　ここ一〇年分のひろしが、猫ねこひろしから舘たちひろしになるとです。

　などという、葛かつ藤とうの中──

　ジャキーン！　今絶対鳴ってはいけない音しただろ！

　何の音だよジャキーン！

「では、洗い流しますよ？」

　セラの声だけが優やさしい。だからこそ、他が怖い。

　ジュイイイイイイイイイっ！　ジョボボボボボボっ！

　ごっつ怖い！　俺死んでるけどそれでも怖い！

「あの、セラさん。自分でやりますんで、『我が家』の、シャワーを貸して貰もらえますかね」

「何な故ぜ、『我が家』を強調したのですか？」

「一六年来聞いたことがない音がしてるからだよ！」

「全く、おかしなことを言いますね」

　ふふ──可愛らしく笑うセラ。よっぽどツボに入ったのか、ずっとシャワーがひろしに当てられていた。

「おかしなことになってるからだよ！」

「失礼します」

　しゃああああ……いつものシャワー音ですら、少し恐きよう怖ふを覚える。

　思わず肩かたがすくみ、それを見たセラがくすくすと笑い出した。

　まるで、俺がお湯を嫌いやがる子供のようにでも見えたのだろうか。

　洗い流せたので、俺は湯船に入らず、そそくさと風ふ呂ろから離り脱だつした。

　危うく息子むすこのひろしが五いつ木きひろしの握にぎり拳こぶしみたいにがちがちになりそうだった。

　セラの体つきを知っているからこそ、視覚に頼たよらずとももにゅもにゅしたものが当たれば──いかんいかん。思い出してはいけない。

　目め隠かくしを取って、体をタオルで丹たん念ねんに拭ふいて、瞑めい想そうに入る。

　近所のおじさん風に言うと、ひろし……大きくなったねー。

　そのまま瞑想に入ること数十分。

　二人が、浴場から上がってきた。

　………………目と目が合う～。

　ああ、ユーの白い柔やわ肌はだはなんて綺き麗れいなんだろう。肉付きの少ない、すべすべとした人形のような体。小さな膨ふくらみ。極ごく上じようの太もも。

　セラの瞳ひとみが真しん紅くに染まる前に、俺はくるりと背を向けた。

「すまん！　すぐに出て行く」

　脱だつ衣い所から逃にげ出す俺に、セラは優しく声をかけてきた。

「そう慌あわてずとも良いですよ」

「いやいや。さすがに裸はだかを見るのは──」

「殿との方がたならば、仕方がないことなのでしょう？　恋こい仲なかであったとすれば、さほど気にもなりません」

　セラは勘かん違ちがいをしている。

　何故だかは分からないが、何回説明しても、結論として、俺とセラが恋人だったという方向に話が進むのだ。

　そう、だから、セラの様子がおかしい。

　おかしいにも、ほどがある。

　そりゃあ、悪い気はしないさ。美女に恋心を抱いだかれるなんて、男おとこ冥みよう利りに尽つきるだろう。

　でも、俺はセラを知っている。

　今のセラは、ただの勘違いなんだ。

　だから、少し心が痛んだ。

「ところで、さっきの音はなんだったんだ？　妙みような機械音ばっかり──」

　言葉の途中で、脱衣所からユーがひょっこりと現れる。

　プレートアーマーにガントレットという、お約束の格好だ。

『これのこと？』

　ユーが手に持っていたのは、アヒルのおもちゃだった。

　子供がよく湯船に浮うかべて楽しむあの、どこにでもあるアヒルのおもちゃ。

「え？」

　我が目を疑いそうになったが、ユーはアヒルのお尻しりに付いていたボタンをぽちっと押す。

　ぎゃぎゃぎゃ──

「パーフェクト・ヴィダル・ザ・スーン発動！」

「ＯＫ！　パーフェクト・ヴィダル・ザ・スーン！」

　ギュイイイイイイン！　チュインチュイン！　ジジ……ジ……ジャキーン！

　アヒルのおもちゃは、ロボットへと変形した。

　………………へえ、多機能じゃなーい。


































　ユーは無関心でセラは素す直なおで優やさしい。

　ちょっと違う出会い方をすれば、こんな感じになるのかと分かった。

　これはこれでいいのかもしれない。

　偽いつわりの日常ではないかもしれない。

　でも、あの時が一番好きだった。

　俺は、『今』が欲ほしいんじゃない。

　俺は、『昨日の明日』が欲しいんだ。

　セラと初めて会ったとき、俺は「お兄ちゃんと言ってくれ」と言い、さらにその後メガロが出て魔ま装そう少女の格好になった。

　あの出会い方がなければ、ここにいるセラのように気持ち悪いと言わなかったのだろうか。

　ユーと初めて出会ったとき、ロンダートからの伸しん身しん新月面に失敗したから、お笑い好きのユーは俺に興味を持ってくれた。

　あの出会い方をしなかったら、素っ気ないユーのままだったのだろうか。

　そして、それがなければ、俺が死ぬこともハルナと出会うこともなかった。

　あの時は面めん倒どうくさいとか、孤こ独どくが良いとか、そんな言葉で誤ご魔ま化かしていた。

　だけど、今は違う。

　あのハチャメチャで、訳の分からない日常が、『俺の物語』だったんだ。

　取り返してみせる……全てを。

　といった感じで、決意を新たにした俺は、困っていた。

　風呂から上がって、あとは寝ねるだけなのだが、俺の部屋とユーがいつも生活している居間は五メートル以上離はなれている。

　俺の家って、意外と広いんだなと実感させられるね。親おや父じがどんな事業でこんなに稼かせいでいるのか──謎なぞである。

　話を戻もどして、だ。

　問題は簡単に解決する。

　一いつ緒しよの部屋にいればいい。

　だが、それはさすがに申し訳ないというか俺のひろしがアレなんで、自分の部屋から愛用の枕まくらを持ったまま、二階の廊ろう下かにて──

「じゃあ、俺は廊下で寝るわ」

　とまあ、当然の提案をしたんだが。

「廊下にバカアユムが転がってるなんて邪じや魔まで仕方がないだろ！　これは最後の実験なんだ！　たとえ意識がなくても、五メートルの範はん囲いにいれば呪のろいは発動しないというあたしの説を裏付けるんだ！」

　とハルナに言われ、結局セラの部屋で、ユーと三人ならんで寝ることに。

　ここは元々両親の寝しん室しつで、結構広い。

　埃ほこり一つない、綺き麗れいに掃そう除じの行き届いた和室だ。

　両親はずっと帰ってきていないが、セラが使っている部屋なので、こんなにも清潔感が漂ただよっているのだ。

　布ふ団とんを三つ並べるぐらい、全然余よ裕ゆうがある。

　こうして、髪かみをほどいたセラを右に置いて、いつもの格好のまま横たわるユーを左に置いて──美少女に囲まれて眠ねむれねえ！

　なんで俺が真ん中なんだよ！

　別に隣となりで寝なくてもいいんだよ！　グリーンダヨーっ！

　いかん。色々な感情が……

　御ぎよしきれねえ！

　その豊満なボディに触さわりたい気持ちと、ロリボディに触りたい気持ちを抑おさえるため、俺は両手を頭の上に。

　ちっか、ちっか、ちっか。

　時計が時間を刻む音だけが聞こえる、静かな暗い部屋。

　どれだけの時間が経たっただろうか。

　深夜を回っても、俺はむしろ目がぎんぎらぎんにさりげなかった。

「うーん」

　眠るセラの姿はとても可愛かわいい。

　いつも隙すきを見せない強気な女性の、あられもない姿。

　俺はセラが寝ているところをあまり見たことがない。

　忍にん者じやということもあってか、そういうところはかなり警けい戒かい心が強い。

　そんなセラの、あられもない姿。

　あられもねえ！

　あられの欠片かけらもねえ！

　俺は身もだえたかったが、そうもいかなかった。

　かなりの密着感。少しでも動けば、起こしてしまいそうなほどだ。

　この二人、結構寝ね相ぞうが悪いんだな。

　ごろん。

　また動いた。

　寝ね心地ごこちが悪いのか、もぞもぞと動き、水泳でもやってるように頭の上へ伸のばした俺の腕うでをがっしりと摑つかむ。そして──

　セラは俺の腕を、枕と勘かん違ちがいしたのか、頭の下に。

　ちょっとセラさん！

　頰ほおをすり寄せ、位置を特定する。

「ん」しっくり来たのか、幸せそうな寝顔を見せた。

　可愛い！　寝ているセラは当社比一五〇％可愛くなってやがるぜ！

　ごろん。

　また動き出す。

　しかし、動いたのはセラではない。ユーだ。

　ガントレットに包まれた手が俺の腕を──

　まさか、ユーまでもシンメトリーで同じ事を。

「ん」思わず声が漏もれるぐらいしっくり来てるー。うんうん、と頷うなずきながらがっちり腕を固定する。

　あたかもパワーストーンの効果で億万長者になった人みたいになってしまった！

　両手を腕枕。これほどの状じよう況きようは初めてだ。

　だが、腕枕の良さが分からん。

　男の夢の一つではあるが、これの何がいいんだ？

　ちらりと顔を横に向けると──

　すぐそこに女の子の顔がある。

　シャンプーの匂においが側にある。

　でも、この状態じゃ体に触る事も難しい。

　せいぜい、髪を撫なでる程度だ。

　は！　俺はいつの間にか、二匹ひきの子こ猫ねこちゃんの肢し体たいに興味を抱いだいていた！

　は！　子猫ちゃん！　思わず女性を猫にたとえてしまった！

　これか！　これこそが腕枕の恐おそろしさ！

　くっ！　くそっ！　二人が可愛くて仕方がない！　なんという、なんということだ！

　今すぐ逃にげないと──

　もぞもぞ──セラの足が、俺の太ももに絡からまった。

　絡まれた！　これはどういうことだ！

　さらにユーの足も同じように……




　こ、これが俗ぞくに言う、金かな縛しばりかっ！




　動けぬ！　微み塵じんも動けぬ！

　アナコンダに巻き付かれたらこんな感じだろうか？

　太ももと太ももがアナコンダ！

　今、初めて仮面ノリダーの気持ちが分かった。

「やめろーっ！　ショッカーっ！　ぶぅっとばぁすぞぉうっ！」

　起こすのは失礼なんで、心の中で叫さけぶ。

　手足を拘こう束そくされているというに、これほど不ふ愉ゆ快かいさを感じないとは。

　そう、それはステキな金縛りだった。







　結局俺は、一いつ睡すいも出来なかった。

　セラとユーはほぼ同時に目が覚め、状況を把は握あく。

「すまん。俺、寝相悪かったみたいだわ」

　とりあえず言い訳じみた事を言ってみる。

『そう』

　相変わらず、素っ気ないユー。

　俺はてっきり「気持ち悪い」などと言った罵ば声せいを浴びせられると思ってたのだが、セラはくすっと小さく笑って──

「おはようございます。どうやら、失礼なことをしてしまったようですね。お恥はずかしい限りです」

　と、少し照れくさそうに言う。

　その言葉に、ほっとした。

　どうやら、距きよ離りと時間以外に制限はないらしい。

　寝ればリセットされる可能性もあったのだが。

「怒おこらないのか？　この状況に」

「目の下にクマを作って、寝相が悪いなどと嘯うそぶかれては怒るに怒れません。この状況は、きっと私が招いてしまったのでしょう？　庇かばわずとも良いのですよ」

　満面の笑えみ。

　今までに見たことがないくらい、そう、まるで好感度がＭＡＸの状態のセラが、そこにはいた。

『朝飯』＝『ユー、お兄ちゃんの納なつ豆とうを混ぜ混ぜしたいな～』

　ユーはいつも通りの無表情。いや、メモの内容がどこかしら冷たく感じる。

　俺に興味がないのだろうか。

「おはよう」

　声をかけるが、ユーはただじっと顔を見つめるだけだった。

　いつもの無表情だが、それすらも冷たく感じる。

　とりあえず、顔洗って、歯を磨みがいて、飯を食ってから学校へ──

　あ！　学校は無理だな。

　セラやユーを連れてうろうろする訳にはいかない。

　どうしよう。

　いや、行ったところで無む駄だだ。

　どうせ誰だれも俺を覚えていないんだ。

　今日は──いや、この件が終わるまでは、学校に行っても意味がない。

　仮け病びようを使うまでもなく、休んだとしても誰も気にかけない。

　むなしさと欠席の罪悪感に苛さいなまれながら、とぼとぼと肩かたを落として、セラやユーと洗面所へ向かう。

　洗面台に並んで、朝の支し度たく待ち。

　まずはユー。次にセラ。そしてその後ろに俺が並んで立っている。

「アユムー」

　あくびをしながら、ぼさぼさ頭のハルナがやってきた。

「どうした？　完全に寝起きな顔をして」

　寝ね惚ぼけ眼まなこは、まるでガチャピンのような半月眼。

「寝起きだからにきまってんだろ！」

　にしてはテンション高いな。

　びし。びし。地じ獄ごく突づきを何度も俺の喉のど元もとに突き立てるハルナ。

　一睡もしてないからしんどいので、されるがままでいた。

　俺への攻こう撃げきにも飽あきたのか、ハルナはフランケンシュタインぐらい猫背になって洗面台へ向かう。

「順番は守って下さいね」

　セラに言われて、ハルナはくるりと踵きびすを返し、口に手を当てようともせず、もう一度おっぴろげにあくびをして、俺の前に並ぶ。

　……この野や郎ろう。これほどまでに堂々と割り込む奴やつはオバタリアン（死語）って言われるぞ。

　ユーが終わって、セラが歯磨きと洗顔をするのを見ながら、ハルナはぼそりと呟つぶやいた。

「あー、今日来るから」

「へー」と適当な相づちをしてしまった後に、俺はどうでもいいやと思いながら尋たずねる。

「何が？」

「ヴィリエの女王に決まってんだろ。分かれよな。それくらい」

　……………………………………はあっ？

　眠ねむ気けが一気に消え去った。

　寝耳に水とは正にこのことだろう。

　どうやって？

　俺はずっと女王をおびき寄せる方法を考えていた。

　女王に呪のろいを解かせるしか方法がない。

　相手は一国の長。いや、世界を征せい服ふくしたほどの覇は王おうだ。

　それをどこぞのゾンビの骨とも分からない男が会いたいと言ったところで、会える訳もないだろう。

　どうしようもないなと途と方ほうに暮れていたところだったんだ。

　しかし、ハルナはあっさりと「今日来る」と言った。

　眠気も飛ぶさ。

　たかだか遊園地に行こうと誘さそっただけで、あの女王がのこのこ出向いてくる？

　そんなことはないはずだ。

「ハルナ、何をした？」

「別に。興味がありそうなことを言っただけだ。ちゃんと一人で来いって言っておいた」

　やっぱり遊園地の件だろう。女王は絶ぜつ叫きようマシンとか好きそうだからな。

「本当に、遊園地に行くってだけで来ると言ったのか」

　にわかには信じがたい俺に、ハルナは「何度も同じ事を聞くな」と言った具合にローキックした。

　それにしても女王の奴。遊園地に行きたいだけでやってくるなんて。

　ちょっとバカっぽくて可愛かわいいけど、それだとすぐに敵の罠わなとかにかかりそうな気がするな。

　戦争とか魔ま装そう少女とか妙みような力がなければ、あいつは本当に可愛いただの女の子なんだ。







　さて、女王が夜にやってきて、一いつ泊ぱくした後に遊園地に行くという予定を組んだハルナのお手て柄がらをなんとか生かしたい俺は、必死の接待の準備をするために、近所のスーパーへセラとユーを連れてやってきた。

　ハルナは家で接待の準備をしている。

　いつもあいつに任せると失敗するイメージがあるんだが、それは実は錯さつ覚かくで、あいつがやったことは大体正解なんだ。

　ただ、その過程や設定がハチャメチャで、主に俺が苦労するハメになるだけなんだ。

　だから、俺はハルナを信じる。

　あいつがいなければ、俺は何も出来ないまま、ただふてくされていただろう。

「いいか、今日は接待をするんだ。変なことをしないように」

「分かりました。我が里に伝わる接待忍にん術じゆつを駆く使しして──」

「普ふ通つうのにして貰もらえるかなっ？」

　珍めずらしいセラのジョークを受け流しながら、カゴを取ってスーパーの店内へ。

「さて、どんな料理でもてなそうかな」

『鍋なべ』

　ユーがそう言いながら、肉売り場を指さした。

　そうだな。鍋だったら嫌きらいな食材があっても避よけて食べられるし、みんなでつつくにはちょうど良い。

「そうですね。私も鍋が妥だ当とうと考えます」

「決まりだな。じゃあ何鍋にする？　七しち獄ごく暗黒鍋とか？」

　ユーが目を丸くする。

　そう、それはユーが前に食べたいと言っていたモノだから。

『私も　今それを考えていた』

「ああ、知ってる」

　にっこりと微笑ほほえむ俺に、ユーは少し興味を抱いだいてくれたようで、歩く距離が少しだけ縮まったような気がした。

　さて、いつもなら特売品を買い漁るんだが、今日は接待だ。

「歩あゆむ、どうせならば、高級な肉にしましょうか。金ならば私が出しましょう」

「いや、お前が普ふ段だん日用品とかのために金を入れてくれてることは知ってる。今日は俺の案件なんだし、俺が──」

「いいえ。これくらいさせて下さい。私は、あなたのためになりたいと、そう言っているのです」

　松まつ阪さかの最高級牛肉（しゃぶしゃぶ用）を両手でしっかりと握にぎりしめたユーが、メモを添そえて俺に見せつける。

『私が　払はらう』

　無表情のまま、しかし少し鼻息をむふーっと出して興奮するユー。

　背も低くて、おっぱいも小さいのに、ユーは大食らいなんだ。

　特にお肉は大好物。

　美お味いしいモノを一いつ杯ぱい食べるためなら、金に糸目は付けないと言いたいんだろう。

「しゃぶしゃぶか……うん、そうしよう」

　松阪牛をがっさがっさとカゴに放ほうり込む。

「ちゃんと、野菜も食べましょう」

「どうせハルナはあんまり食べないだろうけどな。あいつ、料理好きなくせにかなり偏へん食しよくだし」

「そうですね」

「セラがいなかったら、我が家の健康バランスは崩ほう壊かいしていたと思うね」

『エネルギー効率』＝『ハルナはよく食べるけど、その分よく動いてるよね～』

「そうだな。ハルナはどんなときでも無駄な動きを入れるから」

「不思議ですね。私の記き憶おくの中では、ハルナとヘルサイズ殿どのしかいないのに、とても共感出来てしまう」

「そりゃあ、だって一いつ緒しよに住んでたんだからな。お前たちの記憶では、夕飯は誰が作ってるんだ？　大体、夕飯担当は俺だったんだが」

「そう言われても、記憶にモヤがかかったようにうろ覚えですね。ハルナが作っていたような気もしますが、言われてみればハルナほど料理が美味しくなかったような」

　そう言われると料理の自信がなくなるが、事実だな。

『鰹かつお節ぶし』

「ええ、買っていきましょうか」

　出だ汁しを取るためか。ユーは鰹節を適当にカゴへ投入する。割と多めに。

「鰹節、そんなに使うのか？　まあ、せっかく来たんだし買いだめしておいてもいいかもなー」

「鰹節の用途を、知らないのですか？」

「ん？」

　セラが少しだけ、不ふ審しんな目を向けていた。

　なんだこの、常識問題を間ま違ちがえた学のない人間を見るような目は。

　どういうことなのだろうと思いつつ、レジへ。

「じゃあ、会計は俺が」

「いえ、私が払います」

「払うって」

「払いますって」

　まるでおばちゃんのようなやりとりだった。

　結局、割り勘かんで支払いを終え、大量のレジ袋ぶくろを手にして、帰路につく。

　途中の路地で、ユーが立ち止まった。

「どうした？」

　声をかけてから、俺は気付いた。

　一匹ぴきの子こ猫ねこがいることに。

　本当に小さな子猫だった。

　声もニャーではなく。にー。

　ロシアンブルー。毛の短い、黒とねずみ色の間みたいな色をした猫だ。

　あら、可愛い。

　ユーはレジ袋から鰹節を取り出し、俺に渡わたした。

　エサをあげると、ここに住み着いてしまうんじゃないだろうか。

　でも、こんな子猫を前にしたら、エサをあげたくもなる。

　ユーから鰹節を受け取り、俺はその子猫に──

　わっさあ。

　鰹節を地面にまぶした刹せつ那な、四方八方から怒ど濤とうの勢いで猫が現れた。

　何十匹というでっかい猫共が、鰹節に群がっていく。

　俺は、可愛い女の子に引っかかって怖こわいスーツのお兄さんに囲まれたような気分だった。

　こうなってしまえば、もはや有り金（鰹節）を全て出すしかない。

「いつも、こうしてエサをあげてるのか？」

「ええ。買い物に行った帰りは。──知らなかったのですか？」

　まるで子供みたいだな。

　どうやら、セラからするとユーがここの猫にエサをあげていることは常識の範はん囲い内の出来事なのだろう。

　それを知らなかった俺に、少し疑う目を向けていた。

「ユーとはあんまり出歩かないからな」

「……まあ良いでしょう」

　とりあえずは信用する。という意味合いのこもった言葉だった。

　俺の事を恋こい人びとだと思っているからこその譲じよう歩ほなのだろうか。いや、セラは元々こんな感じだ。

　子猫の喉のど元もとを指で撫なでるユー。

『この子は　私』

　無表情ながら、少し寂さびしそうに猫を撫でている。

「鎧よろいと色が似てるから？」

　なんて少しジョーク交じりに言ってみる。

『エサを呼び寄せるために　エサになる』

　冥めい界かいにいたときの話か？　今のユーは、なんだかとても悲しそうだった。

　そう、それは俺と出会ったばかりの頃ころ、コンビニの前で一人佇たたずんでいた頃に見せていた、神秘的で、物もの憂うげで、とても可愛い顔。

『いずれ　自分が一人だと気付く』

　俺はユーの頭にぽんと手を置く。

「だったら、こいつにも自分の場所が見つかるだろうさ。ユーも見つけられたんだしな」

　ユーは少し目を大きく開いて、それを悟さとられないようにか、まばたきを一つ。

　そして、小さく頷うなずいた。

「ええ。彼の言うとおりですよ。ヘルサイズ殿」

　優やさしく微笑むセラ。

　猫たちに別れを告げて、俺たちは家へと帰る。

　ユーは、くいっと俺のシャツを摘つまむ。

「ん？　どうした？」

『あなたの　場所は？』

「お前たちと同じさ。それを、これから取り戻もどそうとしているんだ。……あの子猫は、俺でもあるかな」

『心配ない　私があなたを不死者にしたのなら　私は側そばにいるだろう』

　ユーの、何も感じさせない瞳ひとみ。

　その奥に、強い意志が見て取れた。

　その瞳の意味を、何も知らない頃の俺なら、気付くことは出来なかっただろう。

　だが、俺は気付いた。

　ああ、そうだったんだ。

　ユーが俺の家に居座った理由。

　それは、俺が夜の王みたいにゾンビの力を悪用しないよう、悪意に吞のまれないように、監かん視しするためだったんだ。

　出会った頃のユーは、そのために側にいてくれた。

　ネクロマンサーと下僕の関係だったんだ。

　夜の王事件を経て、俺たちは家族になれたと心から思う。

　でも、始まりはそうじゃなかった。

　俺の家に居い候そうろうし始めていた頃は──

　うすうす、そうじゃないかと思っていた。

　だけど、この目を見れば、それが真実だと確信する。ユーの心が分かる今だからこそ。

　ユーは、俺の事を下僕だと言っていた。

　このユーは、俺の事を──

「どうか、しましたか？」

　心配そうに、優しくセラが声をかけてきた。

「ん？　何が？　何でもないさ」




「では……どうして泣いているんです？」




　セラは優しく諭さとすように言いながら、俺の目の端はしを細くて長い人差し指で拭ぬぐう。

「あ」俺は涙なみだを隠かくすため、慌あわてて目を擦こすった。

「さあ、早く帰りましょう。ハルナが待ってますよ」

　涙の訳を答えたくない。慌てて目を擦った俺を見て、セラは瞬しゆん時じにそれを判断したのだろう。それ以上、セラは何も聞かなかった。

　ああ、ユーに好かれていないということが、これほど悲しいとは思わなかった。

　セラの後ろ姿を眺ながめながら、とぼとぼ歩いて行く。

　すると、きゅっと袖そでを摘まれる感覚。

『心配ない』

　ユーはまるで、子供のようにずっと俺の袖を摘んでいた。

　少しだけ、心が晴れた気がした。







　さて、家に帰ってくると、ハルナが何な故ぜか鍋なべセットとロウソクを用意していた。

「あ、おかえんなさい」

　このロウソクはなんだと聞きたい。

　だが、聞くことは出来なかった。

　何故ならば、すでに客人が来ていたから──

「あ、あの……その！　お邪じや魔ましてます！　ごめんなさい」

　もじもじと居い心地ごこちが悪そうに肩かたを竦すくめ、申し訳なさそうな瞳を向けてくる。

　彼女こそ、魔ま法ほうの世界ヴィリエの頂点に立つ人物。

　リリア・リリスだ。

　ハルナに勝るとも劣おとらない身長。ハルナでは勝てそうもないが、小ぶりなおっぱい。細くか弱い手足。短めの髪かみには、ティアラが見える。

　リリアの後ろには、可愛らしいポシェットがあった。

　そのポシェットから、ライオンのぬいぐるみが顔を覗のぞかせている。

　このライオンは、『ふうりんかにゃん』と言い、アホみたいに強い魔装兵器である。

　これさえなければ、ハルナの担任教師、大先生はリリアを倒たおしていたかもしれない。

「で、何買って来たんだ？」

　ちゃぶ台の真ん中で、鍋がぐつぐつと煮にえたぎっていた。
















　ハルナは鰹かつお節ぶしを取り出しながら、こちらを見ずに言う。

「しゃぶしゃぶです。野菜を洗ってきますね」

「おおー。じゃあ片かた栗くり粉こ投入だな！」

「なんでとろみが必要やねん」

　とツッコミを入れつつ席に着く。ユーもキッチンへ向かい、用意をするようなので、ここは二人に任せて、俺は待っていよう。

　キッチンまではそれほど距きよ離りも離はなれてないからな。

「ふふーん。ほんの少し、分からない程度のとろみを付けることで、出だ汁しを絡からめやすくするんだ！　しゃぶしゃぶは初心者には食べるのも難しい料理だかんな！」

「割と理にかなってやがる……」

「ふっふっふ。あたしの出汁で作った鍋なら、たとえ草ぞう履りだろうが美味くなるかんな！」

　ハルナは畏おそれ多おおくも女王様に向かって、偉えらそうな口ぶりで説明する。

「おいハルナ。お前大先生には最初敬語だったろ。相手は女王様なんだから敬語使えよ」

「敬った記き憶おくがないからな！」

「すんませんね。こんな失礼な奴やつで」

「いえ！　これこそ魔装少女って感じですし！　気にしてないです」

　本当に良い子なんだよな。

　女王だってことを鼻に掛けることもせず、いつも申し訳なさそうな顔を見せる。

　彼女はユーと同じで、あまりに魔力が多すぎて、申し訳ないという感情以外を出せない。そのせいで、優しくて可愛かわいい女の子に見えるのかもしれない。

　しかし、こと戦せん闘とうに関してはかなりシビアな考えの持ち主で、目的のために手段を選ばないこともある。一度このＪＡＰＡＮごと吹ふき飛ばそうとしたこともあった。

「ところで、どこかでお会いしたことありましたっけ？」

「よく言われるよ」

「不思議な方です。こう、胸がドキドキするというか……あ、ごめんなさい。初対面なのに変なこと言っちゃって」

　ぺこりと小さく頭を下げる。女王がこうも容易たやすく頭を下げるなんて、なんだかむず痒がゆい気持ちになる。

　何にせよ助かった。リリアは完全に俺の事を覚えていないようだ。

　俺はリリアにキスをしてしまい、その結果として、妙みような呪のろいをかけられた。

　そんな出来事を覚えていたら、きっとこうして鍋を囲むことはなかっただろう。

　記憶がないのは好都合だが、五メートルの範囲内に、三人がいないとダメになってしまったな。

「ごめんなさい。ホントごめんなさい」

　相変わらず、腰こしの低い少女だ。

　他ほかにお付きらしい人はいない。

　それが、どうも気になっていた。

　一国の主が、たった一人で異世界の一いつ軒けん家やにひょこひょこやってくるものかね？

　未いまだに疑わしい。

　何か、きっと裏があるはずだ。

　結けつ婚こん披ひ露ろう宴えんに呼ばれたとか言いながら、俺に呪いをかけた。

　──あの、京きよう子このように。

「用意が出来ましたよ」

　大皿に野菜や肉を豪ごう快かいに盛りつけ、セラがキッチンからやってきた。ネギの横にダイナマイト的なモノも見えたが、さっと俺が机の下に隠す。

　何かを交こう渉しようするときはテーブルを囲むのが最適だ。

　それがみんなでつつける鍋であれば、親密度はさらにあがるはず。

　さらにそれがしゃぶしゃぶだとしたら？

　興奮度は計り知れない。

「うわあ……ごめんなさい。なんですかこれ？　こんなに薄うすいお肉初めてです」

　ハイソサエティな暮らしをしてきたリリアに、この純庶しよ民みんな食しよく卓たくは不思議に映っているようだ。

「凄すごく薄いです！　すごーい！　うすーい！」

　薄さがとても気になっている様子。

　そこはどうでも良いだろうよ。まあ、普ふ段だんからぶっとい肉を食べてるんだろうな。

「タレはどれにいたしますか？」

　肉の薄さに気を取られ、セラの言葉が理解出来ていないようで、目をパチクリさせていたところに、俺がどや顔で言う。

「ユーとセラはおろしポン酢ずだろ？」

　ユーが机を二回叩たたく。

『正解』＝『すごーい！　お兄ちゃん、ユーの食べたいのがどうして分かったのー？』

　こいつらと何回飯を食ってきたか。そのくらい、分かるさ。

「じゃあ、あのごめんなさい。私もそれを」

　何が美お味いしいのかが分からない状態。リリアは分からないながらも、小さく手を挙げる。

「あたしはゴマダレな！」

　ハルナが右手を突つき上げる。

　えらいテンションだな。こいつはリリアを喜ばせるどころか自分が喜んでいる。

「はいよ」

　冷めた目つきのまま、ゴマダレをハルナに渡わたした。

　ちなみに、俺はポン酢とゴマダレ両方だ。

「これは……スープですよね？　メインディッシュが楽しみです」

　にっこりと笑え顔がおを見せて、両手でおろしポン酢の入った小こ鉢ばちを持つリリア。

「いや、これに肉を付けたりして食べるメインの料理なんだよ」

「ふぇー。ごめんなさい何も知らなくて。でもすごいですね！　前菜とスープとメインの肉料理が全部一つの料理になってるなんて」

　にこにこと笑顔を見せるリリア。こうしてみると、ただのホームステイに来た初うい々ういしい少女にしか見えない。

　早さつ速そく──と、セラは菜さい箸ばしで取った、高級なお肉をしゃぶしゃぶする。

「ふわぁああ……」リリアは感心しきっている様子で、色が変わる肉を見ていた。

　それはそれは美味しそうに見えているのだろう。

「ヘルサイズ殿どの、どうぞ」

　セラはその肉を、ユーのおろしポン酢が入った器うつわに移した。

　ユーはそのお肉で大根おろしを包み、こんもり盛られたご飯の上に。

　無口なまま、無表情のまま、それを小さくて可か憐れんな口の中へ搔かき込む。

　相変わらず、見ていて清すが々すがしい食いっぷりだ。

　続いて、ふぐの刺さし身みを豪快に食べるように、肉を一気にかっさらって出汁の中へと投入するハルナ。

　大だい胆たんかつ繊せん細さいな箸はし捌さばきだった。

　俺もさっさっと肉を沸ふつ騰とうした出汁にくぐらせて、ポン酢にちょんちょんと付けたのちに、白飯の上に載のせて、がっと搔き込む。

　………………美う味まっ！　美味すぎんだろ！　これはハルナのうっすらとろみを付けた出汁が絡みついているせいなのだろう。お肉も軟やわらかいし。

　野菜を煮に込こみ始めながら、セラが切り出す。

「あなたは女王だとお聞きしましたが」

　セラさんの直球がたまに怖こわくなる。

「は、はい！　ごめんなさい！」

　リリアはなにか悪いことでもしてしまったように、おどおどしながら返事をした。

「こちらに来られている間、執しつ務むはどうなさっているのですか？」

「はい。私の仕事は、決定を下すことなので、事務次官等々にほとんど任せちゃってます。ごめんなさい」

「法的な事は、どうなってるんです？」

　セラは呪いの事を聞き出そうとしているのだろう。

「それも法務官にお任せです。あ、でも死し刑けいは私が執しつ行こう権を持ってます。ごめんなさい」

「それはつまり、あなたが自ら手を下すことはないということですね」

　セラはちらりとこちらを見る。

　話が違ちがうではないかと、少し疑いを宿した目だ。

　俺だって話が違うと思ってるさ。

『私し怨えんの場合は？』

　ユーの質問に、リリアはにっこりと微笑ほほえみながら言う。

「そのときは、死ぬより苦しい呪いをかけることにしてるんです」

「それは、刑けい罰ばつではないのですか？」

「直接やるのは私じゃないですし、呪いは法じゃないです」

　良かった。呪いという言葉を聞いて、セラは俺の言っていたことを完全に信じたようだった。

　良くねえよ！　呪いなんてシステムやめてくれよ！

　なんて思いながら、黙もく々もくとしゃぶしゃぶする。

「しゃぶしゃぶ……しゃぶしゃぶ……あーん」

　何とも楽しそうに、肉を出汁にくぐらせて、おろしポン酢に付けて食べるリリア。

　頰ほおに手をやり、幸せそうに咀そ嚼しやくする。

「そこで飯をかっ食らえよな！」

　ハルナに上から目線で言われ、リリアは嫌いやな顔一つせずに、白飯をがつがつ食べる。

「美味しいです！　凄く美味しいです！」

　初めて持ったのだろうぎこちなさを残しながら、それでも箸を使いこなしている。魔ま装そう少女ってのは器用なもんだな。

　呪いの存在を本人が容よう認にんした。あとは、それの解き方が重要となる。

　どうやって聞き出そうかと、白しら滝たきを食べながら考えていたら、やはりセラが切り出す。

「死ぬより苦しい呪いとは、例えばどのような？」

「……例えば？」リリアの笑顔に、少し陰かげりが見えた。

　白飯に伸のばした箸がぴたりと止まる。

　その表情に、ハルナも気付いたようで、アホ毛がぴーんと立ち上がる。

「何か？」

　何かまずい事を言ってしまったのかと、セラが眉み間けんにシワを寄せる。

「ううん。まるで呪のろいの効果が複数あることを前提にしてるようだったので──ごめんなさい」

　ざわ。──俺の背筋を、冷たいモノが駆かけ巡めぐる。

　まずい。疑われる原因を作ってしまった。

「いえ、私はただ死ぬより辛つらいと思うのは千差万別、十人十色あると思っただけです」

　リリアの指し摘てきは正にその通りだったが、セラは冷静さを失わない。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ笑顔を消したリリアだったが、すぐにぱあっと花が咲さいたような笑顔に戻もどる。

「そうですか。確かにその通りですよね。ごめんなさい──えっと、種類は一種類だけです。その呪いは『その人にとって最大の悲劇』を生む──ただそれだけなんです。ごめんなさい」

「それは凄いですね」

「で、例えばどんなことになるんだ？」

　ここはあえて俺が聞いておく。呪われてる奴やつが聞くことじゃない。

　こうすることで、俺は呪われてないと思われるはずだ。

　んー。と唇くちびるに指を当てて天を仰あおぎ、記き憶おくを手た繰ぐった結果、良いのを思い出したと、楽しそうに言う。

「ピータンが嫌きらいなのに、ピータン以外喉のどを通らなくなるとか──あれは本当にごめんなさいって思いました」

　それは悲ひ惨さんすぎるだろ！

「水はどうしていたのです？」

　それは不ふ憫びんだという表情のセラ。さっきからセラは肉を食べていなかったので、俺がしゃぶしゃぶした肉をセラの小鉢へ入れる。

　話を切るのは失礼に当たる。セラは言葉にはせず、小さく俺にお辞じ儀ぎをして、優やさしく微笑んだ。少し頰が紅潮していて、とても可愛らしい少女に見える。

　いつものセラじゃない。──けど、たまにはこういうのも良いかな。なんて思えてきた。

「水もダメです。だからごめんなさい」

　きつい！　タマゴだけで生活するのかよ！

　ある意味、俺の方が楽かもな。記憶に残らない事はデメリットばかりじゃないし。

「それでは、どうやって生きていくんですかね？」

『点てん滴てき』

　ユーが興味を示した。いや、しゃぶしゃぶを小休止しただけかな。

　なるほど。水も喉を通らないなら、いっそ殺してくれと思うかもな。

「そろそろお豆とう腐ふも良い感じですよ」

　と、四角く切られて出だ汁しを吸った豆腐をオタマで掬すくい上げるセラ。

「あ、ごめんなさい。それは別にいらないです」

　さすが魔装少女だな。お肉があればそれでいいって考えだろう。

　豆腐は美味いが、ご飯を搔き込むおかずではないし。

「あの……もう一いつ杯ぱい頂いてもいいですか？　ごめんなさい」

　ご飯が空になった茶ちや碗わんを、申し訳なさそうに差し出すリリア。

　ハルナやユーと同じで、よく食べる子のようだ。

　俺はご飯をこんもり山盛りにしてリリアに返す。

　すると、とても満足そうに笑う。

　あら、可愛かわいい。

「さあ！　ご歓かん談だんはこの辺にして！」

　ずっと無口だったハルナが、急にアホ毛をぴーんと張って大声を出した。

　リリアもユーも、目をパチクリさせて何事なのかとハルナを眺ながめる。

「今日は接待なんだ！　今回ゲストを楽しませるためにあたしが企き画かくしたのは！」

　立ち上がり、壁かべに貼はられたシールをべりっと剝はがす。

　人の家をなんだと思ってるんだろう。

　壁にはデカデカと達筆でこう書かれていた。

『あたかも怪かい談だん！』

「これは？」

　首を傾かしげるリリアに、ハルナが腕うでを組んで偉えらそうに言う。

「ルールは根暗マンサー、葉っぱの人、アユムの三人で怪談話をリレーしてあたかもリアルにありそうな怪談話をでっち上げる！　その出来を、あたしとあんたで判断するんだ」

『大喜利』

　だな。座ざ布ぶ団とんの代わりに肉が貰もらえるタイプの大喜利大会。

　それが、ハルナの接待プランなんだろう。

　任せるべきではなかったんじゃね感が俺の脳内に溢あふれていた。

「なんで俺たち三人なんだ？　ハルナもやるべきだろ？」

「あたしは、北町鍋なべ奉ぶ行ぎようだしな！」

　遠とお山やま左さ衛え門もんの尉じよう様！　よく尉様のところをお嬢じよう様さまと勘かん違ちがいされがちなのだが、北町鍋奉行遠山ハルナのお嬢様なら、むしろこっちの言葉が正しいんじゃないかと思えてくるね。

「怪談……ですか？」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔を見せるセラ。確かに面めん倒どうくさそうだが──

「面おも白しろそうですね！」

　リリアが乗り気ならば、やるしかない。

「じゃあ、このロウソクは、バトンタッチをする際に吹ふき消せばいいのか？」

「そういうことだ！　じゃあ、まずは根暗マンサー、アユム、葉っぱの人の順番な！」

　やれやれ。

『今はもう　潰つぶれてしまった病院の話　そこでは夜な夜な車いすを押す看護婦の霊れいが目もく撃げきされていた　ある日、足の骨折で入院していた男が　夜　トイレへ向かうと』

　そこまでメモに書いて、ユーはふっとロウソクを吹き消す。

　意外とガチな始まりに、少し緊きん張ちようしてしまった。

「はわわ。出会っちゃうんでしょうかね～」

　ドキドキの展開を想像し、リリアはメモに釘くぎ付づけだった。

　夜病院パターンか。

　だったら──

「ぎぎ……ぎぎ……男がトイレを済ませ、病室に戻ろうとすると、鉄の軋きしむ音が聞こえてくる。……角からうっっすらと……車いすが見えて、……男は、トイレに逃にげ込んだ。足をケガしている以上、病室に戻るより、隠かくれた方が良いと思ったからだ。──だが、その女は」

「ど、どうなっちゃうんですかね」

　リリアの期待はさらに膨ふくらむ。

　ヴィリエではこの手の話はあまりないのだろうか？　個人的には聞き飽あきたレベルの話だ。

　トイレの奥、個室に隠れたのはいいけど、幽ゆう霊れいがやってきて、手前から個室の扉とびらを開けていく。

　そして、とうとう自分の入っている個室の番になったら、しんと静まり返って、ぬうっと上から顔を覗のぞかせる。

　定番中の定番。これで喜んで貰えるならそれで──

「その女は………………今、ＯＬとして頑がん張ばっているようです」

　おふぃすれでぃいーっ！　俺の知らない話だったーっ！

　病院潰れたもんね！　再就職先は必要だもんね！

「怪談だっつってんだろ！」

　べしべしとちゃぶ台を叩たたくハルナ。

「仕事熱心なお話ですね。お肉をえっと──」

「セラフィムです」

「セラフィムさんにあげましょう」

　ぱちぱちぱちぱち。リリアは満足げに拍はく手しゆをする。

「納なつ得とく出来ねー」

　俺は首を捻ひねりながら、テンポの悪い拍手をした。

「じゃあ、アユムさんでしたっけ？　にもお肉を」

「お前は優しいな」

　貰ったお肉をゴマダレで頂く。

「もう一回やれよな！」

　ロウソクに火を灯し、ユーがメモに文字を書く。

『美男美女のカップルがいた　その二人の子供は当然　美男美女だろうと噂うわさされていた

　しかし──』

　そこでふっとロウソクを消す。

　なるほど、あれだな。

「生まれた子供は醜みにくい顔をしていた。我が慢まん出来ずに、母親はその子供を捨ててしまう。数年経たったあるとき、……その母親はうずくまって泣いている子供を見つける。──どうしたの？　問いかけても子供は泣いたまま。──お母さんは？　その子供はぴたりと泣き止んでこう答えた」

　ここまで行けばもう「お前だー」しかないだろう。やれやれ。セラにも困ったもんだ。なんて、ため息いきでロウソクを吹き消す。

　セラはくわっと目を見開いて、間かん髪はつを入れずに台詞せりふを続けた。ここは間を長くとらない方がいいからな。

「犯人はお前だーっ！」

　どこの探たん偵ていだよ！　メガネの子供じゃねえよ！

　大きな声に、リリアはびくんと体を強こわばらせる。

「もしかして──新一？」

　ハルナがモノマネを始めちゃったよ！　その子の名前が新一かどうかは誰だれにも分からないけども！

「セラ。お前もしかして、怪談が苦手なのか？」

　んっんー。喉を整えるだけで何も答えない。

　セラは性格上、噓うそを吐つけない。かといって、苦手だとは恥はずかしくて言いたくない。

　そんな照れくさい表情のセラをニヤニヤ見つめていたら──

「そんなに見ないで下さい。──もう」

　なんだこのセラは！　まるで可愛い女の子じゃないか！　照れ隠しならそこは「気持ち悪いです。この排はい水すい口こうの汚よごれ！」じゃないのか？

「葉っぱの人、怖こわいのかぁ？」

　弱点見つけたり。ハルナがニヤついてセラを見る。

「今の話怖いですねー。皆みなさんにお肉を」

　リリアは分かっていないようで、普ふ通つうに話として楽しんでいた。

　良かった。楽しんで貰えているようだ。

　リリアを喜ばせる会だから、ここはリリアが喜んでくれるならそれで良いだろう。

「じゃあちょっと葉っぱの人が一番手で、根暗マンサー、アユムの順に変えてやってみろよな！」

「分かりました」

　ロウソクに火を灯すセラ。

　このロウソク意味なくない？　まあいいや。こういうのは雰ふん囲い気きだしな。

「王子様とお姫ひめ様さまが今日もお花畑を散歩していました。そこで、小人と出会い──」

　メルヘ──────────ンっ！

　恐おそろしいわっ！　恐ろしいまでにメルヘンだわっ！

　ふーっとロウソクを吹き消すセラ。

「のんびりしてて楽しそうですね～」

　リリアが好こう感かん触しよくなら何でもいいや。

　ただ、これだけは言っておきたい。

　メルヘ──────────ンっ！

　続いてユーがメモに書く。

『小人が出た　お姫様の悲鳴が夜の闇やみを裂さき　王子様は腰こし砕くだけになってしまう

　そう　王子様とお姫様は　肝きも試だめしをしていたのです

　二人は必死にトンネルから逃げました

　アクセルを目め一いつ杯ぱい踏ふみ込み　山道を下りていく

　王子様ははっと我に返り　ブレーキを踏んだ　なんとか崖がけから落ちずに済んだのです

　もしかしたら　あの小人たちは　危険だよと言ってくれていたのかもしれない』

　普通に怖っ！　小人は幽霊かよ！　そして王子様車乗ってんのっ？　そのシチュエーションだと普通は大学生とかだろ！

　ユーはそこで俺に話を振ふってきた。

「もしかしたら、小人が注意してくれたのかもね。そう言ってお姫様に笑いかける王子様。そのとき、お姫様が──落ちろおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　決まった。実は共に行動していた人物が悪あく霊りよう系の怪談。

「きゃあっ！」

　耳を塞ふさぐセラ。突とつ然ぜんの俺の言葉に、服が乱れるほどに怯おびえて、倒たおれてしまう。

　その悩なやましげなボディラインは、思わず唾つばが出てくるほどだった。

　……セラはたまに脅おどかした方が素す敵てきかもしれない。

「びっくりしたぁ～」

　ほっと胸を撫なで下ろすリリア。

　ああ。この優ゆう越えつ感。これだから怪談はやめられないね。

「う、うっさい！　いきなり大声出すなよな！　このメガネ無しがっ！」

　ええー。あたかもメガネを掛かけていないことが悪いことのように罵ば倒とうされたー。

「アユムはもう肉抜ぬきな！」

「ちょっと待て！　怪談をするって企画じゃないのかよ」

「お肉無しですね。ごめんなさい」

　どうして企画通りに怪談話をした俺がこんな目に遭あうのか──

　今日の白菜は少ししょっぱい気がした。

























　呪のろいの存在は分かった。

　あとは、その解除法だ。

　服のどこかに忍しのばせてあるか、または魔ま装そう兵器『ふうりんかにゃん』を使うのか。

　それを探るため、次に向かったのは──

　銭湯だった。

　ばばんば、ばんばんばん。と言う奴やつだ。

　以前、エロ、スケベ、変態という三つの名前を持つ男『織おり戸と』が誇ほこらしげに話していた。

　脱だつ衣い所を自由に出入りすることが可能な銭湯があると。

　その銭湯の主人は多た忙ぼうで、番台も券売機もない。

　ただ、ロッカーの使用料が五〇〇円かかるのだ。

　風ふ呂ろに入るときに顔を見られたくないという意見がよく見受けられるように、番台のいないこの銭湯は、それなりに若い人間にも人気があるという。

　ロッカーを使わなければ、タダで入ることも可能という点も見み逃のがせない。

　貴重品は家に置いて、ロッカーを使わず入浴する人間もちらほらいるらしい。

　そこに必要なモノはたった一つ──『勇気』だ。

　俺は『女湯』と描かかれたのれんの前で、その『勇気』と戦っていた。

　銭湯にやってきたのは、リリアの服を漁あさるのが目的。

　今、正に脱衣所でハルナやセラ、ユーやリリアが衣類を脱ぬぎ脱ぎしていることだろう。

　そして、番頭はいない。

　音もなくさっと入ってしまえば、バレないだろう。

　入っても大だい丈じよう夫ぶ。入っても大丈夫。

　そう何度も頭の中で繰くり返し、勇気を絞しぼりだそうと躍やつ起きになっていた。

　むしろ、早く入らないと、もう五メートル離はなれているかもしれない。仮に、知らない人に見つかってもすぐに忘れられる。

　そう、俺の記き憶おくがリセットされる呪いが、ここに来てメリットに働くんだ。

　それでも、俺は躊躇ためらった。

　これは、道徳の問題だ。

　人生が懸かっている状態。切せつ羽ぱ詰つまった、緊きん張ちようの状態。

　それでも、俺は躊躇わざるを得なかった。

　ここに入れば、人として、ゾンビとしてもダメな気がする。

　胸が高鳴るのは、期待している訳ではなく、ただただ怖かったのだ。

　だが、行くしかない。

　のれんに手の甲こうを当て、中へと押し出すそのとき──

「おいバカ！　何をやってるんだ！」

　男が声をかけてきた。

　しまった。緊張のあまり、周りを見てなかった。

　これで、全すべての計画はおじゃんだ。

　このままユーやセラ、リリアと五メートル以上離れた状態で三分という呪い発動条件を満たしてしまうだろう。

　どう釈しやく明めいしようかと顔を上げると、そこにいたのは──ツンツン頭がトレードマークの男だった。

　そのウザいメガネは、今日も妖あやしく光っている。

「お前は──」

「兄ちゃん、バカやっちゃいけないなぁ」

　そう言いながら、ニヤニヤな笑え顔がおでゆっくり首を横に振るその男、『織戸』は俺を『男湯』と描かれた隣となりののれんへと連れて行く。

　以前昼休みに、この銭湯の存在を俺に熱く語っていたクラスメイトが、そこにはいた。

　いや、こいつの事などどうでも良い。

　もう残り時間は一分もないだろう。どうする？

　ここは織戸の腹なりうなじなりを強打して「うっ」なんて呻うめき声を上げさせながら気絶させるのが正しい行動か？　どうせ俺のことなんか忘れてしまうのだから。

　よし──

「あんな正面から乗り込んでも意味がない。ここから入るんだ」

　ごっつ男前な表情で織戸は男湯脱衣所の壁かべに羅ら列れつするロッカーを指さした。

　ここから？

　織戸は大きなロッカーの横を歩き、端はしまで行くと、隙すき間まに入った。

　ついて行くと、ロッカーの裏手に壁。この壁の向こうが女湯の脱衣所なのだが──

　壁の一部に、四角い穴が開いていた。

　しゃがんで進むには十分な大きさの穴。

　……最低だな。こいつ。

　覗のぞくための穴を作りやがったのか？　人として、ゾンビとして軽けい蔑べつしながらも、その小さなトンネルを抜ける。

　トンネルの向こうは、花園でした。

　そっとロッカーの端から、女湯の脱衣所を覗き込む。

　ポスターの貼はられた壁。ずらりと並ぶロッカー。ベンチに自じ販はん機き。

　銭湯の独特な匂においが、なんとも清々しく鼻び腔こうをくすぐった。

　思わず、ぐっと息をのむ。

「うっきゃあああ！　早く入ろう！」

　たったったった。

　素すっ裸ぱだかおっぴろげの少女が、アホ毛を揺ゆらしながら走っている。肝かん心じんな部分は不思議な白い光で、何故か見えない。

「ハルナ、転びますよ」

　すたすたと、髪かみを結んだ少女が後に続く。見事なまでのナイスバディ。ブラに支えられずとも、その胸は形を保っている。

　だがしかし──不可思議な白い光で大事なところは見えなかった。

「ごめんなさい。胸、小さくて」

『無問題モウマンタイ』＝『気にしなくてもいいよぉ。お姉ちゃん』

　タオルを手に、少女が二人ゆっくりと歩いて行く。

　一人は銀ぎん髪ぱつ少女。服を脱いでも籠こ手ては外さないようだ。タオルで体を隠かくすこともせず、すーっと足音も立てずに歩いて行く。

　小さな膨ふくらみの先っぽは、白い光が頑がん張ばっていた。

　一人はブロンドの少女。ショートボブぐらいの髪で、どこか高貴な雰ふん囲い気きを持っている。

　タオルのせいで胸が見えないが、お尻しりの部分が──白い光で見えなかった。

　そして、ちっこいライオンのぬいぐるみは──完全に全ぜん裸らなために真っ白に。




　光の白はく刃じん放ち過ぎだろ！




　どっからだよ！　どの方向から差し込んでるんだよ！　日差しだったらその窓から覗きたいわ！　でも密室だよ！　全部鏡張りの部屋でもこんな乱反射しねえよ！　むしろ光で見えなくなるのは俺の目だろ！　なんでピンポイントで見えないんだよ！

　なんて声を出せば、全員からぼこぼこにされて色々な意味で死ぬところだろう。さらにリリアから別の呪いをかけられそうだ。

　この事は、胸の内に納めておこう。

　それにしても、この銭湯大丈夫なのか？

　人気はあるって聞いたけど、他に客がいないように見受けられるが。

　──まあ、ちょうどいいか。

　待てよ？

　このド変態こと織戸は何な故ぜここにいるんだ？　人っ子一人いないような銭湯に。

　俺は忘れてもセラのことは覚えていたから？　いや、さすがにそこまでストーカーではないだろうし、セラなら尾び行こうに気付く。

　こいつが普ふ通つうに銭湯を楽しみに来た？　あり得ない。

　確実に女性を見に来たはずだ。

「まさかここでセラさんに会えるとはなぁ」

　へっへっへ。下品な笑みで涎よだれを拭ぬぐう。

　この言いぐさ──やはり、狙ねらいはセラではないというのか。

　ならば一体、この男は何を──

　ごくり。俺は思わず唾つばを飲む。

「んー。今日も空いてるわねー」

「この時間は穴場だって言ったろ？　大きい風呂が使えるんだし、オレは満足だぜ！」

「ごめんね……毎日付き合わせちゃって」

　聞き慣れた声が三つ。

　ちらりと覗いてみると、そこには同級生たちがいた。

　短髪の少女と、メイクばっちりな茶髪少女、そしてお下げ髪の少女。

　いつも一いつ緒しよに連つるんでる三人組だ。

　なるほど。織戸が覗きに来たのは、こいつらか。

　織戸が俺の服をぐいっと摑つかんで引っ張る。

　その顔は「バカ慌あわてるんじゃねえよこれだからド素人しろうとは物事にはタイミングってものがあるんだ確かに早いほうが良いときもあるだろうだが今は違ちがう本来の目的は別にあるのだここで無茶してバレてみろ逃したおっぱいは大きいぜ？」と語っていた。

　語るなよウゼえ。なんて思っていたが、先せん駆く者として尊敬の念も抱いだいていた。

　服を脱ぐ音が聞こえる。

　………………あれ？　なんだろうこの圧あつ倒とう的なまでの好こう奇き心。

　胸の奥底から活火山のマグマが如ごとくふつふつと湧わき上がる「見たい」という欲望。

　居い候そうろう三人娘むすめの時には感じなかったモノだ。

　三み原はらや平ひら松まつのような一いつ般ぱん的女子高生の体つきなんか、セラや友紀等々の吸血忍にん者じやに比べればお粗そ末まつなモノだろう。

　しかし、俺はそれを見たいと思ってしまった。

　いや、だがしかし──

　俺は変態じゃない。犯罪者でもない。

　ちゃんとした理性あるゾンビとして、見るわけにはいかない。

　ちら。

　見えてしまった。

　見たのではなく見えてしまった。ここ、重要。

　白い光ではなく、タオルによって重要なところを隠されていたが、そこには黒髪の少女。

　学校で会うとき、外で偶ぐう然ぜん会うとき、その全てに於おいて、お下げ髪の少女だったが、今は髪を縛しばっていない。

　少し恥はずかしそうな表情をした『平松妙たえ子こ』の悩なやましい肢し体たいが、すぐそこに。

　まるで芸術品のようだった。

　セラのようにダイナマイトではない。

『素人感』というべきか。

　素そ朴ぼくで、一般的で、平均的で、綺き麗れいだった。

「妙ちゃん、いつ見ても肌はだ綺麗だよねー」

　健康的な体つきの少女『三原かなみ』が、タオルで前を隠しつつ後に続く。

　バスケ部で鍛きたえられた体つき。タオルで隠しているにもかかわらず、どこからか漏もれている白い光でシャットアウトされていた。

　白い光の編集技術の進歩は目まぐるしすぎるな。

「そんなこと……ないよ」

　顔を真っ赤に染めて、小さく否定する平松。

「よーし、今日も頑張るぜ！」

　何故か意気込みを語りながら、タオルをぶるんぶるんぶん回して、スキップ気味なステップで歩く短髪の少女がいた。

　彼女の名前はトモノリｏｒユキ。さて、皆みなさんは『友紀』にどんなルビを振ふるのだろうか？　まあ、俺は友紀と呼んでいるがね。

　本名はメイル・シュトロームと言って、セラと同じく吸血忍者の一人。

　全く、分かりにくい名前を付けたもんだよ。十そ河ごう一かず存まさぐらい読み間違えそうだ。

　背が低く、少年的な笑顔の元気少女。しかしてその実体は、学校でも随ずい一いちのエロボディを持つ。

　吸血忍者という種族は、みんな美しい容姿をしているのだ。

　普ふ段だんは動きやすさを重視するためにぎゅっと押さえ込まれた隠れ巨きよ乳にゆうは、ぼいん──とその存在感を遺い憾かんなく発揮し、たゆんと揺れる。

　色、大きさ、形。どれをとっても一級品であろうことは、隣となりのメガネがお墨すみ付つきを与あたえている事でよく分かる。

　俺は本来貧乳派で、ロリコン疑ぎ惑わくすら持たれていたが、セラと友紀に出会い、大きいモノは良いモノだと気付かされた。

「ユキちゃん……ちゃんと隠していこうよ」

　おっぴろげな友紀に、平松が困った顔で声をかける。

　まるで母親のような、優やさしい諭さとし方だが、ガキな友紀には届かない。

「いいじゃねえかよ。どうせ女しかいねぇんだしさ！　かなみたちもタオルなんて取っちまおうぜ！」

　悪戯いたずらっ子特有の口角を上げる笑え顔がお。思わずこっちも微笑ほほえんでしまいそうな、元気印の満面の笑みに、三原もタオルを取る。

「ふふーん。妙ちゃんも取っちゃいなよ」

「かなみちゃんまで……そんな……恥ずかしいよ……もう……あっ！」

　唯ゆい一いつ体を隠していたタオルを三原に奪うばわれ、一いつ瞬しゆんだけ大事なところが見えそうだったが、白い光先生の匠たくみの技わざによって、ちゃんと遮さえぎられていた。

「あははははは！　お腹痛いてぇ！」

　三原のバスケ部特有のスティールでタオルを奪われた平松の図──は友紀のツボに入ったようで、おっぱいがたゆんたゆんするぐらい大爆ばく笑しようしていた。

「ほら、行くよー？」

　茶色の髪をふわりと浮うかし、奪い返そうとする平松の手からバスケ部特有のディフェンスをしながらぴょんぴょん飛び回る。

「もぅ……返してよー」

　お下げ髪ではない新しん鮮せんな平松の、新鮮な動き。

　困ってはいたが、少し楽しそうだった。

　はいここでクエッション。裸はだかでジャンプ──この組み合わせによって、もたらされる興奮度抜ばつ群ぐんのモノは？

　……………………はいそこまで！　恐おそらく、正解率は一〇〇％だろう。俺もスーパーひとしくんをＢＥＴしたはずだ。

　そう、おっぱいである。

　そこはもはや、おっぱい祭りだった。おっぱい祇ぎ園おん。おっぱいねぶた。ケンカ御み輿こしが如く大きく揺れて、ぶつかり合うおっぱい。

　……だがしかし、白い光で大事なところは『絶っっっっ対』に見えない。

　もっと身を乗り出せば、きっと見えるだろう。

　もしかしたら、白い光も外れるかも──

　少し体を動かすと、織戸が俺の肩かたをがっしり摑む。

　織戸はしきりに首を横へ振っていた。

　その表情はこう語っている。「まあそう慌てるな確かに攻せめるときは神速を尊ぶがそれは今ではないきっと好機が訪れるその時までエネルギーを温存しておくべきなのだ」と。

　分かったよ。変態に入りては変態に従えという言葉もある。

　早まってしまうところだったよ。ありがとう、変態メガネ。

　学園三人娘が居候三人娘＋女王のいる浴場へ入っていくのを見届け、俺ははあっと息を吐はいた。

　きゃっきゃうふふの声と着き替がえの音が、甘く耳に残っている。

「行ったか。全く、兄ちゃんは無茶するな。危あやうく逃にがしたおっぱいは大きいところだったぜ？」

　そのフレーズ言いたいだけちゃうんか。ちょっと文脈がおかしくても言いたかったのだろう。

　どや顔が半はん端ぱない。

　大だい丈じよう夫ぶだ織戸よ。分かってるさ。お前の顔を見るだけで、そのフレーズが浮かんできたさ。いつものお前なら、俺が分かってることもアイコンタクトできただろう。

　もどかしいな。言葉って奴やつあ。

　なんて言ってられない。

　あいつらが湯船に入る前に、俺も男湯へいかなくては、五メートル以上離はなれてしまうだろう。

　急がなければ──

「おー師し匠しよう！　奇き遇ぐうだなーっ！」

　友紀の喜びの声。ハルナたちと合流したようだな。

「あれー？　ハルナ先生も来てたの？」

　三原の声とシャワーの音。

「おーユキノリーっ！　あたしの背中洗えよな！」

「おうっ！　最近かなみから洗い方を教わってるところなんだぜ！　ちょっと待ってくれ！　先にオレの体洗ってからな！」

　よし。もう脱だつ衣い所には帰ってこないだろう。今の内だ。

　セラやハルナには、リリアの服をチェックするためにロッカーを使用しないよう言ってある。

　タダで銭湯を利用出来るという大義名分もあるし、リリアも疑ったりはしないだろう。

　このチャンスは、必ずモノにしなければならない。

「で、君は何をしたいんだい？」

　兄ちゃんから君になった。まるで自分が主導権を握にぎっているかのようだ。

　メガネが白い光で遮られ、表情は読めない。

　こいつのメガネは別に大事なところじゃないだろ！　アニメ界の白い光の中の人は自重すべきだと社会に訴うつたえておこう。

「ちょっと、調べ物をな」

　そう言うと、織戸は右手を出しながら男前な表情で──

「私もだよ」

　握あく手しゆを求めてきた。……そんな織戸を無視して、俺はロッカーの裏からそそくさと移動し、服を漁あさる。

　えー、これがハルナので、これがユーの鎧よろいで……あー、あったあった。

　すべすべで、柔やわらかくて、良い匂においのする、知らない素材で出来た服。

　ポケットには、何も入ってないな。

　だったら、『ふうりんかにゃん』が入っていた可愛らしいポシェットの中身を物色しよう。

　……………………何にもねえ。

　もしかしたら、服の中に仕込んでいたりするのか？

　丹たん念ねんに丹念に、服を漁る。

　すると──純白のパンツィーが目に入った。

　じゅるり。

　俺の心の中の何かが、涎よだれを垂らした気がした。だが、俺は首を横に振って邪じや念ねんを振り払はらう。

　理性との葛かつ藤とうに尽じん力りよくしていたら、メガネの男が偉えらそうに話しかけてきた。

「ちみ、名前は？」

　なんでちょっとコントの部長風なんだよ。

「相あい川かわ歩あゆむだ」

「相川。アイカワ……はて、どこかで聞いたことがあるような」

　ああ、お前は俺を知ってたんだよ。それはもう小さい頃ころからずっとな。

　眉まゆを八の字にして何やら考えたが、すぐにどうでも良くなったのか、またチョビヒゲの部長のような口調に戻もどる。

「やり方が分からないのかね？　んー？」

「やり方……？」

　嫌いやな予感しかしないね。

　こいつはきっと、女性なら誰だれもが引いてしまう行動に出るだろう。

　俺は行動に出るより前に、すでに顔を引きつらせていた。

「見ていたまえ。童どう貞ていくん」

　お前もだろうが。何ちょっと経験者みたいな言い方を──

　いかんいかん。構っていては時間がもったいない。

　俺は織戸を無視して、リリアの服を梱こん包ぽうに使うプチプチを全部潰つぶす感覚で余すところなく弄いじりまくる。

　しかし、やっぱり織戸が気になってしまった。

　何な故ぜなら──

「すはー。すはー。たまんねえぇぇ」

　隣では服を顔に押しつけている変態がいるからだ。




　へえ。そうやるんだ。




　正しい使い方が分かったところで、織戸のボディに一発をぶち込む。

　こんな犯罪を許容出来るほど、俺は人間が出来ていない。

「ぐふっ」と軽く気絶させて、ロッカーの裏を経由し、男湯へ。

　一体どうして腹部を強打することで脳の機能を一時的に停止させられるのか、甚はなはだ謎なぞではあるが、まあ、達人の業わざってことにしておこうじゃないか。

　こいつは最低な行いをした。

　それ相応の、「ぐふっ」が相応ふさわしいんだ。

　待てよ。

　俺はどうなんだ？

　脱衣所に潜せん入にゆうし、着替えを漁っていたのは、俺も同じじゃないか。

　どんな犯罪でも、それ相応の報むくいを受けるべきではないだろうか？

　いや、むしろ呪のろいという相応の報いを受けているから、それに見合ったご褒ほう美びを貰もらうべきなのか。

　なんて、自分の犯した最低な行こう為いに猛もう省せいしながら、男湯の脱衣所で織戸の頰ほおをぺちぺちと叩たたく。すると、すぐに意識を取り戻した。

「はっ！　君ぃ！　さっき殴なぐらなかったかね？」

　まるで重役のような口ぶり。

「気のせいだ」

「なんだ気のせいか。悪い悪い」

　俺に殴られた腹を押さえながら、こきこきと首を回して体を解す。

　アホでよかった。

　それにしても、解毒薬はどこにあるんだ？

　リリアの服にもポシェットにも、それらしいモノは見当たらなかった。

　服を脱ぬぎ、タオルを腰こしに巻かず、大事なところの保護は白い光に任せて俺たち二人は浴場へと向かう。

　体を洗うことが目的ではない。

　俺は女湯との境にそびえるベルリンの如ごとき壁かべに耳を当てる。

　奴らの位置を正確に把は握あくしなければならないからだ。

　シャワーの音が聞こえるな。まだ体を洗っているんだろう。

　どうする？　もう一度戻るか？　いや、危険過ぎる。

　ここはセラたちに任せてしまおう。

　呪いを解く術は、風ふ呂ろに入るときでも身につけているのかもしれないし、モノでないならば、やはりご機き嫌げん取りに終始し、仲良くなったところで呪いを解いてくれるよう懇こん願がんするしか方法がないんだ。

　そのために、わざわざ一いつ緒しよに寝ねてまで、ユーやセラの記き憶おくを繫つなぎ止めていたんだ。

　俺はその時が来るのを、ずっと待っているしかない。

　自じ慢まんの居候連中を信じて──

　一応壁沿いのシャワーを使うようにと、セラとの事前の打ち合わせもしてある。

　このまま壁沿いにいれば、五メートルの距きよ離りを保つことが出来るだろう。

　なんて不便なんだ。

　べ、別に盗ぬすみ聞きがしたい訳じゃないんだからね！　仕方ないんだからね！

　織戸も当然のように同じく耳を当てた。

「ふっふっふ。兄ちゃんも良い趣しゆ味みしてるねえ」

　重役からおっさんに戻った。

「お前ほどじゃねえよ」

「ほら、聞こえてくるぞ～。女子たちのエロトークが」

　鼻の下が伸のびきり、口がニヤけて地図記号の港みたいになっていた。

『うわあ大きいですねぇ』

　この声はリリアだろうか。ニヤニヤ顔の織戸は恍こう惚こつな表情を浮うかべていた。その表情は「恐おそらく友紀かセラのおっぱいについて話をしているのだろう」と語っている。

　まあ、当然そうだろう。

『富士山がね』

　平松の声。

　……………………なにこのがっかり感。

　そのときの織戸の何とも言えない表情は、今後も忘れることはないだろう。

　壁に描えがかれた富士山は──まあ、確かに大きい。

　だけど、そこは胸の大きさ談義だろ～？　銭湯と言えば……だろ～？

　多分、俺も織戸と同じ顔だったかもしれない。

『ちょっとハルナ。変なところ触さわらないで下さい』

　セラの声に、織戸はペコちゃんの如く舌を出す。

　織戸は小さく頷うなずきながらニヤリと笑えみを作る。

　その表情は、セラの裸はだかに絡からみつく悪戯いたずらなハルナを思い描いているようだった。

　ハルナらしいっちゃあらしいな。

　どうせ、セラのナイスボインを後ろからがっしり摑つかんだりして、怒おこられたんだろうな。

『うわあ！　師し匠しようそれ水！　水の方だって！　冷っ！　冷たっ！』

『ほえ？　ああ、たまにはいいじゃん』

『よくねえよ！』

　……………………なにこのがっかり感。

　そこはいちゃいちゃするところでしょうよ～？　水とお湯を間ま違ちがえるところじゃないでしょう～？

　そのときの織戸のがっかり具合といえば、北海道の時計台を見に行った時以来だった。

『さあて、誰が一番なのかな～』

　三原の声に、織戸のメガネも期待に膨ふくらむ。

　まあ、メガネが膨らんでいる訳じゃないんだけど、そんな雰ふん囲い気きが伝わればいいな。気持ち的な？

　このフリは完全におっぱい大きさ比べでしょう。

『やっぱり、セラフィムじゃねえの？』

『ユキちゃん、何の話をしてるのかなぁ？』

　ニヤニヤ。三原がチキチキマシンの犬みたいに口に手を当てて笑っている姿が容易に想像出来るな。

『え？』

『誰が一番早く湯船に浸つかるのかなって』

『そ、そうなんだ』

『胸の大きさの話だと思っちゃったのー？』

　ニヤニヤ。

　三原と織戸の表情は今、ばっちりリンクしている事だろう。

　元々はがっかり談話であったろうモノが、友紀のアホさ加減によって結果オーライ。我々が待ち望んでいたニヤニヤおっぱい話に進化したのだ。

　はっ！　我々と言ってしまった！

『当然あたしが一番だな！』

『え？　なさが？』

『ユキノリふざけんな！　この『約束された将来のＦカップ』の異名を持つハルナちゃんをバカにすんなよな！』

　まあ、ハルナはワースト一位の座を誰かに譲ゆずることはないだろうな。

『ごめんなさい。私も気になります！』

　興味津しん々しんと言ったリリアの声。

『トップバストは何センチなのかと、ヘルサイズ殿どのが聞いてますが』

『オレ？　確か──八六だっけかな？』

　ハチロクっ！

　秋名の下り最速的な！

　みんなが笑っていたこのおっぱいの本当の限界を、今から見せてやるから的な！

　曲がれ、曲がってくれハチロク！　的な！

　友紀は背が低いからな。アンダーバストもそれなりに小さいだろう。八六でもあの存在感を十分説得出来る。

『ユキちゃん……前計ったとき八五じゃなかった？』

　平松の静かな驚おどろき。

『妙ちゃん。ユキちゃんのプリン型決戦兵器は日々強大になっていくのよ』

『まるであたしみたいだな』

　はいはい。八六と聞いて、織戸もユーロビートのリズムで壁に耳を当てながらヘッドバンギングを始めていた。

『で、そっちは？』

『もし、隣となりにいる歩が聞き耳を立てていると考えれば、あまり答えたくはありませんね。たとえ恋こい人びとであろうとも……』

　どきゅーん。言い当てられて、俺は心臓が飛び出る思いだった。

　なんという嗅きゆう覚かく。すいません、本当にすいません。

『え！　セラフィムに男が出来たのか！　すげえ！　スープだぜ！』

『スクープね』

　アホの友紀にちゃんと言葉を訂てい正せいしてくれる友達がいてくれてよかった。

『さすがのバユムでも、そこまで変態じゃないって。言えよな！』

　すまんハルナ。正にその通りなんだ。でもー。これはー。呪いが悪いっていうかー。

　……盗み聞きなんて、質たちが悪いな。ここまでにしておこう。

　俺は壁から耳を外し、体を洗おうと──

『仕方がありませんね。ヘルサイズ殿も興味がおありのようなので』

　………………やっぱり、これだけ聞いておこうと、もう一度壁に耳を当てる。

『九一のＦです』

『デカっ！　よもやハルナちゃんと同じとは！　よもや！』

　Ｆ91っ！

　なんとおおおお────っ！

　質量を持ったおっぱいだというのか！

　だってよ……おっぱいなんだぜ？

　頭の中をＦ91の名言が駆かけ巡めぐる。

　思わず放心状態になっていたその時だった。

『あれ？』

　友紀が何かに気付いたような声をだす。続いて平松が──

『チワワ……だね』

『可愛かわいいーっ！』

　三原の声がとたんに大きくなり、俺はちょっと壁から耳を離はなしてしまった。

　チワワ？　こんな大衆浴場に？

『お前はＡＡＡ級メガロ、コマンドー州知事っ！　アーノルド・チュワワルツネッガーっ！』

　言いづらい！　チュワワルツがとっても言いづらい！

　ハルナの分かりにくい大声で、俺は目を丸くした。

　メガロだと？

　そこで俺は、「はっ」とあることに気付いてしまった。

　リリアの口くち癖ぐせ「ごめんなさい」には、理由がある。強大すぎる魔ま力りよくのために、感情が動くと周りの運命を悪い方へ変えてしまうから。

　だから、リリアやユーは、申し訳ないという気持ち以外を出してはいけない。

　リリアを喜ばせるということは即すなわち──

　運命を大きく動かしてしまうということ。

　ユーの時もそうだったが、楽しい感情が動いてしまい、メガロの発生に繫がったと考えることは十分に出来る。

『まさかこんなところに、斉さい藤とうチワワがいるなんて』

　ちょっとなんたら権を侵しん害がいしてそうな雰囲気が出てきてるよ！　前からだけど！

　リリアの声も警けい戒かいしていた。

　まずいぞ。リリアが戦せん闘とうするってことは、島国一つ破は壊かいするってことにも繫がる可能性がある。『ふうりんかにゃん』だって、単調だが、一回攻こう撃げきするだけで銭湯の壁かべを破壊するだろう。

　銭湯での戦闘は、避さけなければならない。

　ダジャレじゃなくて、マジで。

　鏡があれば、顔色が悪くなった自分を確認出来ただろう。死人だからなおさらだ。

　そんな俺に、織戸は女湯に聞こえないよう、小声で言う。

「なあに、奴やつは味方さ」

　何を言ってるんだ？　相手はメガロだぞ？

　まあ、織戸はメガロの存在なんて知らないだろうし、ただのコスプレに見えるかもな。

　次の瞬しゆん間かん──

「危なかったわー。デラックスやばかった」

　ふー。深いため息を吐つきながら、目の前に学ランを着たチワワがいた。

　俺は驚きよう愕がくに目を見開く。

　いつの間に、ここにいたんだ？　ほんの一瞬の間に、目の前で突とつ如じよ一メートルを過ぎたぐらいの大きさをしたチワワが額の汗あせを拭ぬぐう。

　犬はそんなところに汗をかかないだろ。

　四本の足で風ふ呂ろのタイルをしっかりと踏ふみしめ、腰こしを下ろしてため息を吐く。

『あれ？　どこいった？』

　壁の向こうから三原の声。

　こいつ、もしかして女湯から来たのか？　どうやって──

「今日もあざーっす」

　あの織戸がまるで舎しや弟ていのように！　まさかの重役から小物へ転落人生！

「まさか女王がいるなんて──危なかったわー。ぎりぎりバレずにすんだわ」

　バレてたけどね。

　学ランを着たチワワ。ここで倒たおしてしまうべきか悩なやんだが、今は女王の身体検査が最重要。

　ここで騒さわぎ立てて、セラやハルナが『ふうりんかにゃん』や女王から呪のろいの解除法を探るのを邪じや魔ますることは出来ない。

「んじゃ、いつも通りやりますか」

「はい！　あざーっす！」

　チワワは二足歩行になると、タイル張りの壁に手をかけた。

　するとどうだろう。みるみるうちに壁が透すけていく。

「この人はな。この銭湯にある隠かくしマジックミラーを探す天才なんだ。俺がどんだけ頑がん張ばっても見つけられないのに、こうも容た易やすく──勉強になります」

　いや、そうじゃない。

　これはメガロの能力だ。

　恐おそらく、触ふれているモノを透とう明めい化させるといった能力だろう。

　だから、壁をすり抜ぬけてこっちへやってきた。

　向こう側が完全に見えているというわけではない。

　薄うす皮かわ一枚のように、見える壁が残っているんだ。

　女風ぶ呂ろからも、目を凝こらせばこちらを見ることが出来るだろう。

　しかし、こちらとあちらでは根本的に違ちがうことが一つある。

　それは、こちらは覗のぞく気で、あちらは覗く気がないということ。

　目を凝らして見るという行こう為い自体を、あちら側がする意味がないのだ。

「見える！　見えるぞ！」

「デラ素す敵てきだわ」

　チワワもエロい目で壁をじっと見ている。

　こいつ、女王がいると知った上で、それでもセクハラ行為に及およぶのか！　なんと大だい胆たんな！

　俺は──

　目を凝らせばそこにある楽園の風景。

　その据すえ膳ぜんを前に、俺は──

　チワワがこちらをちらりと見る。

　うるうるとした、可愛い瞳ひとみ。

　さらに、隣にいた曇くもりメガネの男が言う。

「どうする？　ア・イ・カ・ワ～」

　まるで消費者金きん融ゆうのＣＭを彷ほう彿ふつとさせるフレーズで投げかけてきた。

　まあ、奴らがどこにいるかは正確に把は握あくする必要があるしな。

　やましい気持ちでやる訳じゃないんだ。

　いや、しかしそれはしてはいけない行為。

　ふう。欲望に耐たえきった！　俺は覗かないぞーっ！

『師し匠しようー。お待たせ！』

『よーしユキノリ！　ちゃんと洗えよな！』

　覗くものか！　気になるけど！

『うわっ！　ユキノリ！　ちょっ！　にゃーっ！　なんだそれ！』

『え？　なんかおかしいか？』

　覗くものかよ！　気になるけど！

『ハルナ先生どうですかー？　ユキちゃんのテクは』

『まあ……気持ちいいけどにゃ』

　片目だけ開けてほんの少しだけ見てみると──ハルナの背中に抱だきつく形になって泡あわだらけになった八六をぎゅっと押しつけている友紀の姿があった。

『おう！　最近かなみに教わったんだ！　嫁よめとしてこの洗い方をマスターしておかないと……あれ？』

『どったの？』

『オレ、どうして花嫁修業なんてやってたんだろう』

『ユキちゃんが良いお嫁さんになるんだ！　って言ってたからで──あれ？　なんでだっけ？』

『んー。まあいいや！　いずれ必要になることもあるんだしさ！』

　俺だ。俺なんだよ友紀。

　ずっとお前の気持ちに応こたえてきてなかった俺に、そんなことを言える義理はない。

　もっと、あいつらの気持ちに応えてやるべきだった。

　人間関係ってのは失ってからじゃ遅おそいんだ。

　優ゆう柔じゆう不断で八方美人のまま、そのままじゃ、呪いがなくてもいずれこんな日が来ていたかもしれない。

『ふふ。私もお背中をお流ししましょう』

『え？　ふええ？　私ですか？』

　ハルナと友紀とは別のところで、セラがリリアの背中から抱きついていた。

　あー、あれ俺もされたわ。

　やばいぐらい気持ちいいんだよな。うんうん。

　セラはハルナと違い、ちゃんと目的を覚えていてくれたようだ。

　リリアの接待が、今回の任務。

　今は、セラに任せるしかない。

　そして、俺はそれを見届けるしか……

　………………あっ！　覗いてもうてた！

　ダメだダメだ。リリアとセラが組んず解ほぐれつしているところをじっくり観賞している場合じゃない！

　これは犯罪行為だ。

「相川……何な故ぜ目を背ける？」

「いや、だってこれは犯罪だし……」

「なるほど。確かに、これは覗きと呼ばれる犯罪行為だ。だが──それは恋こい人びとならば無効となる！　俺とセラさんはすでに恋人！」

　なんというとんでも理論だ！　だが、俺はそのバカげた説得に、稲いな妻ずまが走ったような衝しよう撃げきを受けていた。

　さらに──

「デラックス事件ってのはな。認にん識しきしなければデラックス事件にならないんだなー。これが」

　メガロが悪の囁ささやきをする。

　この二人は、本当に最低な奴らだと、正直引くわー。

　この二人を止めなければならないが──

『あははは！　くすぐったいですよ～』

『しっかり洗わないと』

　気になって仕方がない。

『妙ちゃん。何一人で洗ってるのかなぁ？』

『え？　……普ふ通つう、一人じゃないかな……？　……ひゃっ！　ちょっと……かなみちゃん！』

『よーし！　ユキノリ！　あたしたちもいくぞ！』

『おう！　覚かく悟ごしろ平松！』

『私たちも、参加しましょうか』

『そうですね！　面おも白しろそうです……あ、ごめんなさい』

『ちょっと……みんなして』

　俺は、我が慢まん出来なかった。

　平松がどうなっていくのか。その行く末を見てみたくなったのだ。

　見れば、床ゆかに倒された平松に、少女たちが殺さつ到とうしていた。

『全身ぬるぬるにしてあげるねー』

『うりうり～』

『ちょっと……かなみちゃん！　ユキちゃんまで……くすぐった……あはははははっ！　もう！　あははははっ！』

　平松があんなに笑ってるのは初めてだ。

　もっと近寄らないと、周りを囲まれていて表情までは見て取れないが。

　俺はどうしても見たかった。

　その白くて美しい体ではなく、大人しい少女が強制的にとは言え、大笑いしている顔を。

『ごめんなさい……ごめんなさい……』
















　満面の笑えみで謝りながら、リリアはシャンプーをぶちまける。実に楽しそうだ。

　必死に手を突つっ張って逃にげようとする平松。

『にゃはははは！　鳥が羽ばたくほどの速度でこちょこちょ出来るハルナちゃんをなめるなよ！』

　ハルナの手が残像を残して、平松の全身を満まん遍べんなくこちょこちょする。

　セラが逃げる平松の足を押さえ、友紀や三原がさらに攻こう撃げきを加えた。

「あの子いいわー。ピュアやわー。デラピュアだわー」

　チワワがじっと眺ながめているのは、平松だった。さっきからずっと、平松の動きに合わせて視線を動かしている。

　まあ、その辺の女子とは一線を画してるわな。清せい楚そで、優やさしくて、どこか物もの憂うげで、時に母性を感じさせる。

　そんな彼女が、今、いじられ続けているのが微笑ほほえましい姿なのは言うまでもないだろう。

「もっとよく見たいな」

「こうなったら、向こうへいくか？」

「いや、さすがにそれは俺が止める」

「バカ野や郎ろう！　まだそんなことを言ってやがんのか！」

「さっきからずっとデラックスくどいしウザい」

　そんなことを言われてもだな。犯罪は犯罪だ。

　だが、確かに、俺の中のデビルが囁いている。

　どうせ記き憶おくに残らないんだ。

　読者のみんなは生々しい描びよう写しやを求めているんだ。いつものふわっとした表現じゃなく、頭の先から足の先まで、キューティクルの質感から踵かかとのかさかさ具合まで、余すことなくお届けして欲しいはずなんだ。

　そう、この犯罪には、大義がある！

　そんな歩デビルの囁きを、ずっと「いやいや、言ってる意味分かんねえ」と退しりぞけてきた。

　ずっと心の中では葛かつ藤とうがあった。

　だが、最悪バレて白い目を向けられても、警察を呼ばれても、今ならば、呪のろいの効果で問題ない。

　──今しか出来ない。

　そんな思いがない訳ではない。

「いこうぜ？　な？」

　織戸──お前は俺の事を忘れていて、初対面だってのに、まるで戦友を見るような目で──

「さあ、今こそデラックス勇気を示す時だ！」

　うるうるした瞳ひとみのチワワなのに、なんて男前なんだ。

『あたしが一番だーっ！』

『何をーっ！　オレが一番だぜーっ！』

　元気印の二人が湯船へと向かう。

「ちっ……タイミングを逃のがしたか。相川君。君の決断が遅おくれたせいでな」

　曇くもったメガネをくいっと上げ、織戸はチワワと共に湯船へと向かう。

　穴が開いたように透とう明めい化した壁かべは、チワワの移動に合わせて、まるでルパンを追いかけるサーチライトのように動く。

　ざっぷーん。

　女湯から水の音。続いて──

『熱っ！　あっつーいっ！』

　ハルナの叫さけび。銭湯の湯は結構熱めだからなー。飛び込んだら痛い目に遭あいやすい。

　即そく座ざに上がったのだろう。もう一度ざっぷーんと水の音が聞こえた。

『あっはははは！　師し匠しよう、風ふ呂ろは熱いのが当たり前なんだぜ？』

　ざっぱーん。

『冷っ！　冷てーえっ！』

『あははははは！　ユキちゃんそっちは水風呂だよ？』

　三原に爆ばく笑しようされている。

　すぐさま友紀は水風呂から脱だつ出しゆつしたのだろう。もう一度ざっぱーんが聞こえた。

　蛇じや口ぐちを捻ひねって水を足したハルナ。

『はい、じゃあみんな並んで浸つかれよな！』

　ざぱー。湯が湯船から溢あふれて、排はい水すい口こうに殺到する音が聞こえてくる。

『はー。ちょうどいい温度になってるねー』

　うっとり。髪かみをアップにして湯船に入る三原。

『オレはもっと熱いのがいいぜ』

　口を窄つぼめる友紀。あいつは『江え戸どっ娘こ』だからな。

『次は何をするんですか？』

　興味津しん々しんのリリア。

『普通なら、肩かたまで浸かって一〇秒とかでしょうね』

『水中息止め大会～っ！　言い訳とかありそうだから三回勝負な！』

『おお！　望むところだぜ！』

『じゃあ一いつ斉せいにー、よーいっ！　スターっツ！』

　息を一気に吸い込んで、水面に顔を付ける一同。

「相川。今がチャンスだ。決断の時が来たのだよ」

「何が？」

「いいか。女風呂にも死角がある。みんなが下を向いた瞬しゆん間かん──駆かけ抜ぬけるんだ」

「デラックスラストチャンス」

　ラとかクとかスとか左払ばらいの文字が羅ら列れつして分かりにくい！

「そうは言ってもだな……」

「この期ごに及およんでまだそんなことを……言葉で分かんねぇようじゃあ、拳こぶしを突き出して語るしかねえなぁ……それがぁ、男ってもんだろう？」

　織戸は湯気で曇ったメガネのレンズを指で拭ぬぐって、拳をぎゅっと握にぎる。

「手っ取り早くて分かりやすいが、お前じゃ俺には勝てねえよ」

　俺は薄うすく笑みを浮うかべて、同じく拳を握った。

　織戸よ。俺はお前を誰だれよりも知っている。だが、お前は俺のことを知らない。

　さらに、俺はゾンビで、お前はただの人間。

　負けることなど──ない！

　拳を構えた二人の男。

　裸はだかで風呂場ではあったが、

　それはまるで、荒こう野やのガンマンだった。

　たった一秒程度だったろう。だが、俺と織戸は一時間分程度の濃のう密みつな会話をしていた。

　全ては、一撃で決まる。

　はああああ……

　温かい風呂の湯気が、一息に冷たく、濡ぬれた肌はだにかかる。

「最初はグーっ！　じゃんけんぽん！」

　電光石火。勝負は正に稲いな妻ずまのごとき速さで終しゆう了りようした。

　くっ！　ゾンビの動体視力でも見切れなかった。

　まさかグー、チョキ、パーと変えた後にもう一度グーに握り直すとは。

「ターゲットはさっき、『三回戦』と言っていたな。この一回戦はあえてスルーして、次が勝負だ。いいな？」

「デラックス了りよう解かい！」

「やれやれ。変なことをしたらすぐに止めるからな」

　じっと壁に張り付いて、その時を待つ。

『ぷはあ！　師匠強すぎるだろ！』

『まさか、吸血忍にん者じやである我々より息が続くとは──正直驚おどろきを隠かくせませんね』

『にゃはははは！　マグロを飼いたいハルナちゃんをなめんなよな！』

『いやいや、絶対ズルしたでしょ』

『そう言うのは想定内だ！　だからもう一回戦いくぞ！』

『おーっ！　今度は負けねえぜ！』

『せーの！』

　ざぷーん。

　全員が水面に顔を付けたそのとき、俺たち三人はチワワを先頭にして、一列に並んだ。

　覗のぞく時はピーカブースタイル。

　∞を描えがきながら、まるでチューチュートレインを踊おどるようにして、壁を通過──

　俺たちは女湯に潜せん入にゆうした。

　そして、二秒後に正座することとなった。


































　タイルの冷たさが染みるようだ。

「やはり、あなたを信用したのは間ま違ちがいのようですね」

　だが、セラの視線の方がさらに冷たさがあった。

　タオル姿の少女たちに見下ろされ、俺と織おり戸とはあたかも機き嫌げんの悪い時の太たい閤こうに呼び出された弱小大名のように体を縮ませていた。

　タオルで体を隠した女子たちに見下ろされるのは、色んな精神に来るモノがある。

「俺はむしろ織戸を止めようとして、むしろ巻き込まれた──むしろ被ひ害がい者なんだ」

　目を見て弁解できない。男同士の拳を突つき合わせた勝負で負けたけど、覗きをしたのは確かだ。

　だから、言い訳もしどろもどろだった。

「こんの変態！　我が輩はいが男おとこ塾じゆく塾長エロ島じま平へい八はちであーるって言ってみろほら！」

　ゲシゲシとハルナに踏ふみつけられる。

「まさか織戸に友達がいたなんてねー」

　唾つばでも吐はき捨てそうな顔の三み原はら。覗かれることは織戸で慣れているのか、注目すべき場所が他とは違っていた。

「おいお前！　どこ中だよ！　織戸と同じで最低な奴やつだな！」

　友ゆ紀きは両手を突き出してぷんすかぷんすか怒おこっている。

　手を挙げた事によってタオルが落ちそうになったのを、平ひら松まつが必死に押さえていた。

「ごめんなさい……あの……メガロはどこに？」

「え？」

　リリアの言葉に、俺はきょろきょろと浴場を見み渡わたした。だが、チワワはいない。

　……あの野や郎ろう、いつの間にかいなくなってやがる！

「こいつは、悪くないんだ。全部、俺がそうなるように仕向けただけ」

　神しん妙みような面おも持もちで、織戸は言う。

　お前──俺の罪も、全すべて被かぶるつもりか？

　織戸は声高に続ける──

「だから……俺だけは見み逃のがして下さい！」

　なんでそうなったのーっ！

　そして、なんて見事な土下座なんだ！　こいつ、本気だ……本気で許して貰もらおうとしている。

「理り屈くつがおかしくない？　あ？」

　織戸を擁よう護ご出来る唯ゆい一いつの存在である三原さんが切れ気味だーっ！

　もはや、助け船はない。

「あっれー？　ほら、全ての罪を被って、潔いさぎよく名乗り出たら逆にヒーローになれる説ってあるじゃない？」

　織戸……お前って奴は……

「つまり、メガロと呼ばれるチワワの妖よう怪かいと、この外見から心の奥まで腐くさりきっている男を止めようとした。それで間違いないですね？」

「ああ……」セラのまとめに、ただ頷うなずくしか出来なかった。

「ならば、仕方がありませんね」

「え？」

「何言ってんだ葉っぱの人！」

「これは不ふ可か抗こう力りよくだということを、私は信じる──そう言ってるのです」

「おいおいセラフィム！　こんなどこの馬ば刺さしなのか分かんねえ奴の言うことを信じんのかよ！　てめえらしくねえよ！」

　アホの友紀は恐おそらく馬の骨のことを言いたかったんだろうが、美お味いしそうなお肉になっていた。

　馬刺しじゃねえよ！　とツッコんであげたいが、何も言えなかった。今の俺は、言える立場ではなかったのだ。

「彼は私と風ふ呂ろに入ったときにも、このような欲望を出したりはしませんでしたから」

　セラの言葉に、友紀と友紀のタオルを押さえていた平松がショックを受けていた。

　なんでそんな顔を見せたのか分からないが──

　平松は今にも泣き出しそうな顔を見せている。

「……あれ？　……おかしいな……どうしてだろう」

　うっすら浮うかべた涙なみだを指で掬すくい取り、平松は笑え顔がおを見せる。

　普ふ段だんは見せない、作り笑いだった。

「い、一いつ緒しよに風呂なんて！　なんていうかその……なんていうかそのだぞ！　セラフィム！」

　顔を真っ赤にさせて両手を突き上げる友紀。

　落ちそうになったタオルは、三原に守られた。

「二人ともどうしたのよ。変に動どう揺ようしちゃって」

「なんだか……胸がきゅんって」

　平松が、自分の感情に少し怯おびえているようだった。

「あの、一つ提案なんですけど」

　リリアが体を隠かくすように持っていた『ふうりんかにゃん』の手を持って挙げさせる。

「なんです？」

「とりあえず、湯冷めしちゃうかなーって……ごめんなさい」

「そだな。じゃあそこのメガネは熱々の風呂に一時間、歩あゆむは一〇分の刑けいだ！」

「はい……」

「もうしません」

　猛もう省せいする俺と織戸。怒いかりを露あらわにする三原とハルナ。どこか悲しげな友紀と平松。仕方がないという表情のセラとリリア。

　そんな中で、ユーだけがずーっと湯に浸つかってのんびり銭湯を楽しんでいた。







　その後、俺と織戸は熱湯コマーシャルのような風呂に浸からせられた。

　痛覚を失った俺だが、熱さは本当に辛つらい。

　的確な罰ばつであったろう。今思えば、俺ってよく熱湯刑に処しよせられる気がする。ハルナは知っているのだ。俺が熱さに弱いことを。

　刑けい期きを終えた俺は、織戸を残して服に着き替がえ、『女湯』と描かかれたのれんの前でぼーっとのぼせた頭を冷やしていると、中から声が聞こえてきた。

「ぷはぁっ！　くーっ！　また負けたぜ～」

「根暗マンサーにこんな特技があったなんてな」

「それにしてもコーヒー牛乳のくせに美味しいですね。……あ、くせになんて……ごめんなさい」

「風呂上がりの一いつ杯ぱいは格別ですから」

「今度こそ根暗マンサーを倒ーっす！」

　なるほど。脱だつ衣い所の中は全く見えないが、恐らく飲み競くらべをしているんだろう。

　そう言えば、どうして自じ販はん機きには普ふ通つうの牛乳がないんだろうな。どうでもいいけど。

「ぷはぁっ！　また負けたーっ！」

「ハルナ先生の息止めにも驚おどろいたけどねー」

「では、そろそろ帰りましょうか」

「そだなー」

「あ、そうだ師し匠しよう！　明日あしたなんだけどさ。暇ひまか？」

「明日は、遊園地ってところへ行く予定だ！」

「そっかぁ。残念だぜ。実は明日サラス──じゃねえや、星ほし川かわに誘さそわれててさ。出来たばかりのアクアなんたらーってのに行く予定なんだ」

「私らも行きたいところなんだけどねー」

「ごめんね……ユキちゃん」

「しょうがねえって。まあ、他ほかにも里の仲間がいたりするからいいんだけど、やっぱり人が多い方が楽しいじゃねえか」

「海の中を走るジェットコースター、乗ってみたかったなー」

　なんて羨うらやましそうな声で言いながら、三原が脱衣所から現れた。

　まあ、女湯に侵しん入にゆうしたって前科がある以上、俺を睨にらみ付けるのは当然だと言えるな。

　ぞろぞろとみんなが出てきては、俺の顔を睨み付ける。

「アユム！　明日はアクアなんたらーへ行くぞ！　予定はキャンセルだ！」

「俺は構わないが、リリアは？」

「ごめんなさい。楽しければどこでもいいですー」

「じゃあ、決まりだな」

「やったぜ！　じゃあ明日な！　と、当然そいつも来るんだろ？」

　ちらり。細めた目で俺を見る友紀に、俺は怪け訝げんな顔で軽く返した。

「ん？　ああ、まあな」

「そか」どこかほっとしたような表情だった。

「何か、気になるのですか？」

　友紀の表情の変化に、セラが少し不ふ機き嫌げんそうな声で聞く。

「お、おう。なんかこう、にゅーってしたモノががーってなるんだ」

「ユキちゃん。全くもって意味分かんないから」

　三原に完全に同感だ。

　友紀は俺の存在を覚えていない。だけど、出会ったという事実、嫁よめだったという事実は存在するんだ。

　頭が理解出来ていないだけ。だから、どこか初対面だと感じないところがあるのだろう。

　そんな感情を、アホだから上手く表現出来ないんだ。

　その気持ちがなんなのか、アホのお前でも分かるときが来るさ。

　そう、俺の事を思い出せれば──







　さて、食事も風呂も終わって、あとは寝ねるだけだと帰宅した俺たちは、寝る支し度たくを簡単に済ませ、セラの部屋に集合した。

　結局、リリアは解呪するためのワクチン的なモノを持ち合わせてはいなかった。

　普段から持ち歩いている訳ではないのか。

　だとすれば、やはり『ふうりんかにゃん』の機能として備わっているか、ヴィリエにあるのだろうか。

　あるいは、リリアが魔ま法ほうみたいな手法を使うことで、治るのだろうか？

　どれが正解にしても、当初の目的通り、遊園地で接待を進めよう。

　リリアの機き嫌げんを窺うかがって、機を見計らって告白するしかない。

　失敗しても大だい丈じよう夫ぶ。

　記き憶おくのリセットが出来る。これが、呪いのデメリットであり、メリットなのだ。

「ごめんなさい……みんなで寝るんですか？」

　少し不安げな表情で枕まくらをぎゅっと抱だきしめるリリア。『ふうりんかにゃん』は部屋の隅すみで仰あお向むけになって寝ね転ころんでいる。

　あいつ、猫ねことは思えない寝方だな。ライオンだけどさ。

　やはり、ネコ科というよりぬいぐるみ科の兵器なのだろう。

「今日はハルナも一緒に寝るのか？」

「こんのバユムがっ！　寝ないに決まってるだろ！　……アユムと一緒になんて」

　俺とが嫌いやなんだな。まあ、何でもいいけどさ。

「ベッドじゃないんですね」

「まあな。やっぱり女王様はベッドがいいか？」

「べ、別に大丈夫です！　ごめんなさい」

「リリアは優しいな。女王って、もっと高こう慢まんちきかと思ってたよ」

「そんな……ごめんなさい」

　ぽっと頰ほおを染めて、両手で照れてしまった顔を隠す。ぎゅっと体に押しつけられた枕が少し羨ましく思うね。

『冥めい界かいは　布ふ団とん派』

　そう言えば、ユーはお茶とか和風のモノを好むよな。もしかしたら、冥界は日本と同じような文化を持っているのだろうか？　だから、この町にいたとか。

「では、消灯しましょうか。明日が楽しみですね」

　にっこりと微笑ほほえむセラは、まるで幼よう稚ち園えん児じを寝かしつける保育士のようだった。

　布団に入って、電気が消される。

　部屋の入り口から、セラ、俺、ユー、リリアの順番だ。

　単純に考えると、入り口から遠い場所が上座。立場が上であればあるほど奥へと行く訳で、まあ、状じよう況きようや景観によって変わったりする事もあるだろうが、そういう礼節を考こう慮りよした結果がこの並びなのだろう。

　セラらしい。きっと呪いにかかる前の記憶が残っていれば、俺は入り口に最も近い、外の廊ろう下かに寝ることになったろうね。

　昨日は全然寝られなかった。今日こそはぐっすり寝ようと思う。

　いかんいかん。こんな事を考えては、前フリになってしまって逆の事が起きかねない。

　電気が消えて、一時間ほど経たっただろうか。

　女子が横に寝ているというだけで、何故か眠ねむれなかった。興奮してしまう自分が情けないね。

　昨日はここで手を頭の上にしてしまったから、失敗した。

　今日はもうびしっと、気をつけの状態で両手を下げておこう。これなら、昨日の様には──

　あーっ！

　がっしりと！　両手を同時にがっしりと摑つかまれてる！

　そして……そして……あーっと！　瞬またたく間に昨日と同じ金かな縛しばり状態にーっ！

　セラさん。腕うで枕まくらなんてその──いいんすか？

　ダメだ。セラもユーも、それはそれは幸せそうな顔で寝ている。

　完全に熟じゆく睡すい状態！　ノンレム睡すい眠みん！

　言えない。心が弱いゾンビ高校生の俺には、こんな二人を起こしてまで注意など出来ない！

　だけど……この密着感！　絡からめ取られた足に擦こすれる太ももの柔やわらかさ！

　寝れぬ！　もはや寝れぬ！

　ん？

　ずっと頭の中が騒さわがしかったせいで気付かなかったが、何やら小さな声が聞こえる。

　金縛り──声──

　その組み合わせは、まさか──幽ゆう霊れい！　ゾンビや吸きゆう血けつ鬼き的なモノに加えて、とうとう出ちまったか？

　見たいけど見たくない。

　そんな思いで、恐おそる恐る目を薄うすく開ける。

　そこには、リリアの姿があった。

　俺の頭の上、枕元に正座して、ぬっと俺の顔を覗のぞき込んでいたのだ。

　ぼんやりとしたその光景から、俺はすぐに目を閉じた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったから、リリアにもバレていないようだ。

「ミャーン」というのは、『ふうりんかにゃん』の鳴き声だな。

「そうですね……確かに会ったことはなさそうなんですけど……ごめんなさい」

「ミャーン？」

「うーん……殺すのはまだちょっと……ここはいつも通り、刃は向むかってきたら呪いをかけて、二度刃向かうようなら……ごめんなさいってことで」

　何やら物ぶつ騒そうな話をしている。

「ミャーン」

「この唇くちびるを見ると──不思議な気持ちになるんです。胸がドキドキして……もどかしくて」

　リリアの指がそっと唇に触ふれる。

　思わず唾つばを飲み込みそうになったが、必死に耐たえ続けた。

　するとリリアは俺の額に手を置いて、さらに髪かみ。

　頭を撫なで撫でしたあと──

「不思議な気持ちになります」

　ともう一度言った。

　その声は少し、笑っていた。







　次の日。当初予定していた遊園地ではなく、友紀に誘われたアクアなんたらーへとやってきた。

　思ったより遠くて苦労したが、海上に作られた水のレジャーランドに、俺は心を躍おどらせていた。

　ここもそういう意味では、夢の国だと言えるだろう。

　チケット売り場で当日券を買うのだが──

　ふと見ると、一角にこんな立て看板。

『コスプレ希望の方はこちら』

　ほう。遊園地でコスプレイベントなんてやってるんだ。

　これは好都合だ。魔ま力りよくや能力を抑おさえる役目から、ユーは鎧よろいを脱ぬげないし、リリアも傍はたから見ればコスプレだからな。

　友紀に感謝しねえとな。

　リリアとユーはコスプレということで別の入り口から。

　ユーはコスプレと言っても、鎧姿だからなー。銀色の髪も地毛だし、もしかしたら、入場をお断りされる可能性もある。

　ゲートを抜ぬけた先で、五メートルの距きよ離りを意識して、ユーを心配しながらそわそわと待ち受けていると、二人がゲートを抜けてきた。

「大丈夫だった？」

　こくりとユーは小さくアゴを引く。

　ほとんど感情を見せない、無表情。メモに何か書く動作すらしない。

「あの、ごめんなさい……大丈夫でした」

　どこか恥はずかしそうにもじもじしながら、リリアが答える。

　良かった。これで懸けん案あん事じ項こうはなくなったな。

　あとはリリアをいかに楽しませるかが問題だ。

　入り口を抜けると、長いストレート。海の上に作ったことをアピールするため、道の真ん中は開けてあり、海になっている。

　左右に木々が植えてあり、壮そう大だいに広がっているところを見ると、まるで世界遺産のタージ・マハルの入り口みたいだ。

「思ったより綺き麗れいじゃん！」

　ハルナがアホ毛をピコピコさせる。

「出来たばかりの一大アミューズメントパークですからね」

　楽しそうな笑みを浮うかべるセラ。

『神秘的』

　とメモを出すユーの方が神秘的だけどさ。

　奥へ奥へと歩いて行くと、上から霧きりが吹ふきかけられて出来た白いモヤが待っていた。

　まるで、プールに入る前の通つう称しよう『地じ獄ごくのシャワー』を思わせる。

「ごめんなさい。これはなんですか？」

「現実世界と乖かい離りしたことを表現したいのでしょうね」

　リリアの素そ朴ぼくな質問に、セラが答える。

「なるほど、霧の向こうはもう別世界だと」

　俺は感心して頷うなずいた。

　夢の国の表現方法に、こんな手法があったのか。色々考えてるんだな。

「べ、別世界なんですか？」

　リリアは少し怖こわがっていた。可愛いけど、こっちが怖いね。

　もし恐きよう怖ふを感じるようなら、さっさとヴィリエに帰ったり、最悪この広大なレジャーランドと日本列島がセットで大爆ばく発はつする可能性もなくはない。

「いやあ、そういう気持ちだけの問題で、実際は何にも変わらないさ」

　先に霧のシャワーの中に入り、リリアに手を伸のばす。

　リリアは少し照れたように笑い、俺の手を取った。

　そんな俺たちの横を──

「行くぞ！　根暗マンサーっ！」

　ハルナが駆かけ抜ける。なんとも楽しそうな笑え顔がお。子供かお前は。

　霧の中を通り、晴れやかな世界が現れた。

　賑にぎやかなＢＧＭ。楽しげな親子やカップル。そこら中で写真を撮とるコスプレイヤー。

　開園とほぼ同時に入ったのに、もう人が溢あふれかえっていた。

　一望するだけで、高いところから一気に落とされるフリーフォールやジェットコースターも二つほど。観覧車も見えるな。

「ここからどうするんですか？」

　目を輝かがやかせているリリア。ちょっと子供っぽい。

　どうやら、お気に召めしたご様子で一安心。

　だけど、そんなリリアよりさらに一層ガキっぽい奴やつがいた。

「片かたっ端ぱしから全部やる！　そうだろ！　アユム！」

　飛び跳はねるほどの勢いで、ユーのガントレットに包まれた手を引いて進むハルナを先頭に、とりあえず近場のアトラクションへ。

　そこにあったのは、振ふり子のように左右に振られるタイプの、船を模したモノだった。

　アトラクションの名前は『パイレーツ』と至ってシンプル。

　海かい賊ぞく船のような乗り物が、ただ振り子のように大きく揺ゆれるだけの簡単なアトラクションだ。

　リリアにストレスを感じさせてはいけないと、並ばなくても乗れる優先フリーパスにしたがそれでも人がたくさん並んでいた。待ち時間はおよそ、一〇分といったところか。

　みんなで並んで、順番を待つ。

　笑顔のハルナ、セラ、リリア。無表情のユー。そして──

　俺は、緊きん張ちようしていた。

　実は、小学校の遠足などで遊園地に来たことはあるが、何かに乗ったことがないのだ。

　なんというかこう、うろたえるところを他人に見られたくないというか。

　別に怖くないんだが、声を上げてしまったときに、怖いんだと勘かん違ちがいされてからかわれるのがいやだった。

　だから、遊園地に来たときは「俺はいいから楽しんで来いよ」と頑かたくなに絶ぜつ叫きようマシンを拒こばんできた。

　胸がドキドキしている。

「ドキドキしてきました」

　胸に両手を当て、ポシェットにいる『ふうりんかにゃん』へ声をかけるリリア。

「ふふ、私もです」

　微笑ほほえましい姿に、セラがそう言いながら自分の胸にリリアの手を載のせた。

　んー。別の意味でドキドキしてくるね。

　さて、謙けん虚きよなゾンビである俺は、パイレーツの一番奥に乗り込む。

　べ、別にビビってる訳じゃないんだからね！

　初めての絶叫マシン。ここまで乗り込んでしまっては、もはや今いま更さら降りるなんて言い出せない俺は、安全バーを腰こしまで下げる。

　隣となりに座っているリリアも、頰ほおを赤く染めて、楽しそうな表情──だがしかし、緊張が表れていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　声をかけてはいたが、その実、自分に言い聞かせていた。

「はい。ごめんなさい。大丈夫です！　いざとなったら木こっ端ぱ微み塵じんにしますから！」

　大丈夫じゃねえ！　微塵も大丈夫じゃねえよ！

　させる訳にはいかない。この『だっちゅーの』──じゃないや、『パイレーツ』を守らなければ。

　ぐーん。と振り子が動く。

　別に大きな声を出すこともないだろう。

　別に怖いと思うこともないだろう。

　何な故ぜなら、俺はすでに死んでいるのだから。

　恐怖とは、死に近づけば近づくほどに増していく。つまり俺には──

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ！」

　ぶうん。

「うわ、わ、ぎゃあああああああああああああああああああ！」

　ぶうん。

「のわああああああああああああああああああああああああ！」

　ぶうん。

「無理いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　右へ左へ何度も振られて、ついつい一切の描びよう写しやを忘れてしまった。

　恐怖とは、死に近づくほどに大きくなる。

　そんなの関係ねえ！　怖いモノは怖いんだよ！

　腰がふわふわした気持ちのまま、みんなと合流する。

「アユムうるさすぎ」

　ニヤニヤ顔のハルナ。お前も楽しそうにきゃーきゃー言ってたろ。うるさいという点では同じだ。くそ、この完全にバカにした顔が憎にくたらしい。

「ふふ、見かけによらず、ユニークな方なのですね」

　まるで子供でも見るような母性に満ちた目でセラが俺を見ていた。

『もう一回』

　ユーは意外とお気に入りだーっ！　今すぐ、もう一回ってのはちょっと……

「えー。とりあえず全部回ってから、時間があればもう一回乗りたいモノに乗っていくことにしようか」

　すぐそこに見えるアトラクションを指さして、俺は引きつった笑いのまま、ふわふわした気持ちとふわふわした腰のまま歩く。

　歩き方がおかしいのを、みんなに笑われていた。

「次は、ジェットコースターですね」

　セラがしてやったりと言わんばかりの顔で言う。

　まるで小こ悪あく魔まのようだった。

「はっ！　ジェットコースターっ！」

　ハルナのアホ毛がぴこんと立つ。知ってるのか？

「ヴィリエにはこんな歌がある」

　腕うでを組んで、目を瞑つぶり、思いに耽ふける。

「ほう、どんな歌だ？」

　俺はジェットコースターから気を逸そらすために、どんな歌なのかを聞いてみた。

「波っはー、ジェットコーっスター」

「あるよ！　この国にもあるよ！　かぶっちゃったよ！」

　聞くんじゃなかった！　もうこれ以上詳しよう細さいについては聞かない方がいいんだが、セラがぼそりと呟つぶやく。

「どういう、意味なのですか？」

　確かに意味が気になるところだけども。それ以上は危ないんじゃないかな。

「走り出したら止まらないって意味じゃない？」

「やっぱり聞くんじゃなかったよ！」

　なんて話している内に、ジェットコースターのところへやってきた。『ジェットサイクロン』という、あたかも掃そう除じ機きの種類かと思わせる名前が付いている。

　さっきのパイレーツだっちゅーのよりも階段を上るときのドキドキが増している。おっと、少し名前を間違えたかな？

　もし、昨晩の深夜にラーメン餃子ギヨウザ定食を食べていたら確実に胸焼けするだろうと安易に想像出来るレベルのもやっと感。

　まあ、別に昨晩餃子とか食べてないけどもね。

　ここは、パイレーツほど人がいないな。

　入り口すぐのアトラクションはみんながとりあえず乗るところで、そこから先は選せん択たく肢しが一気に広がるからな。

　きゃーきゃーと可愛かわいい悲鳴を聞きながら、ジェットコースターを待ち受ける。

「おおーっ！　楽しそうだなーっ！」

「そうですね！　ごめんなさい……はしゃいじゃって」

　お前たち魔ま装そう少女には楽しそうに聞こえるのか。

　俺には断末魔にしか聞こえない。

　ぷっしゅー。ついにそのときがやってきた。

　さっきちらっとコースが見えたけど、確か捻ねじれたり、逆さになったりと、実に激しいジェットコースターだった。

　今目の前にあるこの乗り物が、あのコースをどう走るのか──想像に易やすい。

「なあ、ここまで来てなんだが」

　俺は笑顔でハルナに言う。

「何？」

　面めん倒どうくさそうに、たった一言で返事をした。

「乗らなきゃダメかな」

　笑顔の俺に、ハルナはぐいっと顔を寄せる。

「はあ？　あんた今の状じよう況きよう分かってないの？　乗らなきゃ一から全部やり直しになんだろ！　そんくらい分かれよな！」

　そうだった。

　もしリリアが乗って俺が乗らなかったら、五メートル離はなれて三分の条件を満たしてしまう。

　もしこのアトラクションが三分以上だったら──

　なんてことを考えている内に、ハルナ、ユーが先頭に。セラは二列目に乗り込んだ。

「行きましょう」

　にっこり。可愛らしい笑え顔がおで手を取るリリア。

　乗り込んで、しまった。

　安全バーが下がり、がっしりと固定される。

　安心感よりも、不安感が増す。

　その不安感を表すなら、インディ・ジョーンズのトロッコやカプコンのヘリコプターのようだ。

　なあに、たった三分ほどで終わるはず。

　上っていく。どんどん上っていく。

　この最初の上っていくのが怖こわいんだよな。なんとかならないのか、レールがカタカタ言うの。

「楽しみですねー」

　ニコニコしているリリアを見る余よ裕ゆうはあまりないが、ちらりと視線を向ける。

　ポシェットがパンパンになるように入っているライオンのぬいぐるみ『ふうりんかにゃん』が、口をあんぐりと開けてカタカタと震ふるえていた。

　レールのカタカタ音に呼応するように。

　お前……もしかして……俺と一いつ緒しよで……怖いのか。

　こんなところに、仲間がいたなんて。

　ん？　あれ？

　こいつ、兵器なのに怖いのか？

　っていうか──あれ？




　弱点、発見じゃね？




　でも、ジェットコースターが弱点だって分かったところで何にも出来ないけ──

「きゃあああああああああああああああああああっ！」

　黄色い悲鳴が轟とどろく。

　俺の。

　きりもみ回転したり、横向きになったり。

　落ちる！　この安全バーっ！　隙すき間まっ！　隙間空いてるって！　腰こし浮ういてるってーっ！

「あはっ！」小さく笑うリリア。

「にゃははははっ！　にゃはははは！」

　カーブがある毎に大きな声を上げていたハルナが、少し羨うらやましい。

　ぷっしゅー。

　戻もどってきたとき、俺はもう『あしたのジョー最終回』になっていた。

　良かった。なんとか生きて帰って来られた。死んでるけど。

　安全バーが上がり、俺はリリアに手を引かれる。

「ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ。全然大丈夫さ」

　全く、ゾンビがジェットコースターを怖がるとは変な話だ。

　そうでなくても、今までもっと色々な事を体感したというのに。

　あしたのジョーみたいになっていたのは、俺だけではなかった。

　リリアのポシェットに入っていた『ふうりんかにゃん』が口をあんぐりと開けて、力なく首をかくんと落としていた。

『もう一回』

「そうだな！　これはもう一回乗ろうなっ！」

　ハルナとユーはとてもお気に入りだそうだ。二人とも少し興奮気味だ。

　まるで仲良し姉妹のように、寄り添そって前を歩く。

「大丈夫ですか？　気分がすぐれないように見受けますが」

　心配そうに声をかけてくるセラ。

「ああ」

　乾かわいた笑いで返しながら、ふわふわした足取りで次のアトラクションへ。

　次は──コーヒーカップ。

　これは大丈夫だ。危険性はほぼないだろうし。

　五人が一つのコーヒーカップに乗り込むと窮きゆう屈くつそうなので、二手に分かれる。

　ユーとセラが乗り込んだコーヒーカップの隣となりで、ハルナ、リリアと一緒に乗り込んだ。

「ごめんなさい。これはどういうモノなんですか？」

「このハンドルを回すんだよ。すると、このカップがくるくる回る」

　リリアの質問に、素直に答えたのだが、ハルナの目がキュピーンと光り輝かがやく。

　あれ？　何この嫌いやな予感。

　し、しまった！　これは答えるべきじゃなかった！

　ＢＧＭと共に回転を始めるコーヒーカップ。

「だああああらっしゃああああああああああああっ！」

　がっしりと真ん中のハンドルを握にぎったハルナは、それを勢いよく回した。

　俺は叫さけばなかった。

　凄すさまじい遠心力によって、息が出来なかったのだ。

　上半身が横に向かって直角に曲がり、投げ出されそうな勢いで俺は布のようにはためく唇くちびると、なびく髪かみを押さえることも出来ず、がっしりとコーヒーカップにしがみついていた。

　脳内でＢＧＭが中島みゆきさんの『時代』に変わっていく感覚。

　速すぎて逆に遅おそくすら感じる。

　これほどまでのアトラクションが存在していたとは──

　ジェットコースターの比ではない！

　きっとこれにも『ふうりんかにゃん』は……

　きりっとしてるーっ！　我関せずみたいな顔でポシェットから顔を出していた。

　これは大丈夫なんだ。

　もはや、気持ち悪さが逆流性食道炎えんの如ごとく。

　こんなにも長いのか。──これがコーヒーカップというモノなのか。

「にゃはははははは！」

　ハルナの高笑いが憎にくたらしい。だが──

「あははははは」

　楽しそうに声を出して笑うリリアを見ていると、これで良かったのかと思うね。

　次第に回転が遅くなり、竜たつ巻まきのようだったコーヒーカップは無事に終わった。

　もうこりごりだ。もっと爽さわやかなタイプのアトラクションはないのか？　そうだ。観覧車ならばスピードはないはず。

「あっちの奴やつに乗ろうか？」

　この意見に、反対する奴はいないだろう。こいつらの目的は『全てのアトラクションを制せい覇はする』ことなのだから。

「分かった！　早さつ速そく行くぞ！　すぐ行くぞ！」

　満面の笑みを浮かべるハルナに手を引かれ、俺はふわふわした足腰のまま、足あし下もとが覚おぼ束つかないままに、走らされた。

　そうしてやってきたのは、汽車のアトラクション。

　…………観覧車じゃねえ！

　何この世界の車窓からって感じの奴！

　子供が喜びそうな真っ赤な汽車。

　それがぐるっと一周するだけの単純なモノだが、そこら中に人形が立っていて、それぞれがコスプレをしていた。

　そのコスプレが、世界各国の民族衣装であることは一目で分かる。

　つまるところ、この汽車は世界を一周するという趣おもむきのモノなのだろう。

　まあ、観覧車じゃなくても、これだったら何の問題もないな。

　早速乗り込んで、アメリカ大陸を南に向かう。

　気分は世界の車窓からのような清々しく晴れやかなモノだった。

「これ、全然進まないんだけど」

「面白くないです……ごめんなさい」

「まあまあ。これは子供向けのモノですし、風情があって良いではないですか」

『嫌きらいじゃない』

「いいか？　ハルナ。エンターテイメントというものはハイスピードなモノが一番良いって訳じゃないんだよ。歌で言うならばだな。ロックなのも結構だが、バラードも良いモンさ」

「アユムが高説垂れると鬱うつ陶とうしい」

　不ふ機き嫌げんそうなハルナは、手すりにぐでーっと体を預けた。

　確かに、こいつはロックミュージックしか認めなさそうだな。

　いいじゃねえか。こんなゆったりと時間が流れるモノがあってもさ。

　アメリカ大陸を縦断し、続いてヨーロッパ諸国へ。凱がい旋せん門もんのミニチュアやエッフェル塔とうなんかを良く出来てるなーなんて眺ながめていたら──

　尻尾しつぽが稲いな妻ずまのようにギザギザの黄色いハムスターと、それに向かってボールを投げつけようとするコスプレイヤーの姿が……

　ロックだったーっ！　いきなりカントー地方に来ちゃったよっ！

　見れば、丸い木のテーブルと椅い子すが設置されている休きゆう憩けい所があるみたいで、入り込んでも別に問題ない様子。

　なるほど、木々や世界遺産や民族衣装の人形等々を見ながら食事が出来るようになってるのか。

　カントー地方を越こえると、次に待っていたのは、アジアなんだが──

　そこに山脈の如く堂々と聳そびえ立つ、ひらひら衣い装しようのアイドルがいた。

　足を大きく開き、腰こしに手を当て、強く気高き瞳ひとみでじっと前を見み据すえている。

　俺は、彼女を知っていた。

「何やってんだよ！」

　思わず叫んでしまった。

　なんで人形の一部と化してんだよ。

「む？　貴様何者だ？　私のファンか？」

　きりっとした目で、俺を睨にらみ付ける。彼女の名はサラスバティ。

「サラス……あなたはこんなところで何をしているんですか？　来ていることはメイル・シュトロームから聞いていましたが」

「撮さつ影えいだよ。ＣＤジャケットのな」

　話が出来たのは、そこまでだった。

　何な故ぜなら、俺たちは汽車に乗っていたからだ。

　まるでアニメのオープニング映像でも見ているように、次から次へとアニメっぽいコスチュームの人間がフェードインしてきてはフェードアウトしていく。

　最後の日本には、特とく撮さつヒーローに倒たおされそうなイカ男とか、クモ男とかの姿もあった。

　なんだこのアトラクション。

　こうして、汽車は出発点に戻ってきた。

「おおーっ！　怪かい人じんが一いつ杯ぱいだったな！」

「思ったより楽しかったですねぇ……ごめんなさい。思ったよりなんて」

　そうだったな。これはリリアを楽しませるためのイベントなんだ。

　俺の人生を懸かけた──
















　怖こわいとかイヤだとか言ってられない。

「次はあれにしよう！」

　ハルナが指したのは──フリーフォール。

　ただの垂直落下ではなく、海面に落とされるという、海上レジャーランドならではの恐きよう怖ふを体験出来るようだ。

「あ、あれか……」

　俺は顔が引きつっていた。

「師し匠しようー」

　たったったった……ぶるんぶるんぶるん。

　この冬の寒空の下、胸むな元もとが開いたへそだしルックに短パン、テンガロンハット姿の友紀が現れた。

　一歩毎に大きく揺ゆれる胸は──まさか、ブラ的なモノがないのか！

「おーうユキノリぃっ！　こっちこっちーっ！」

　ハルナに手招きされて、手を振ふりながら走る友紀。

「その格好、コスプレ喫きつ茶さの時に着てたカウガール衣装だな。あの時はビキニだったが、まあさすがにそれは寒すぎるか」

「なんだよお前、どこ中だ！」

　お前は初対面の男には絶対にそれを言うのか？　それとも、俺が馴なれ馴れしすぎたのがいけないのか。

　やってきた友紀は、むっとした顔で俺を見上げていた。

　ちょっと下手に出てみよう。

「いやあ、ユキさんが可愛かわいすぎてつい話をしてみたくなりましてね」

　ぼふん。友紀の頭が軽く爆ばく発はつした。

「か、可愛いなんて……オレ、男にそんなこと言われたの初めてだ」

　いや、多分一度ぐらいは言われたことあるんじゃないかな。絶対誰だれか言ってるって。親しん戚せきのおじさんとか。

　真っ赤に染まった頰ほおを両手で隠かくして目を逸そらしてしまった。露ろ骨こつに恥はずかしがっているようだ。

「あたしの方が可愛いけどな！」

　ハルナさんはスルーしといて、と。

「足も速いし、頭もいいし、ホント尊敬してますわー」

「えー。オレなんてバカだよぅ」

　いやんいやん。恥ずかしさに体をくねらせている。本当にバカな奴だなと思った。

「お前、良い奴だな！　よし、オレん家に来てモリオカートしていいぜ！」

　ちょっと褒ほめただけで友達になってしまった。

　誰とでも友達になれるタイプって、人生楽しそうだな。

　そんなアホｏｒバカな少女を引き連れて、フリーフォールへとやってきた。

　ここはやっぱり好き嫌いがはっきり分かれるアトラクションなのだろう。すんなりと乗り込むことが出来た。

　靴くつが飛ぶかもしれないので脱ぬいで、まるでチャイルドシートのようにＴ字の安全バーに下半身を守られる。

　足が宙ぶらりんの状態だ。この不安感は堪たまらないな。

　分かった。どうしてゾンビで死んでいる俺が恐怖を感じるのか──

　守られているからだ。

　これは自うぬ惚ぼれに近い感覚だろう。

　がっしりと固定されているからこそ、身動きが出来ないからこそ、怖いんだ。

　ゾンビになって、色んな命を懸けた戦いをしてきた。

　魔ま装そう少女になって、空を飛んだりもした。

　何でも出来るという自惚れた考えが、この恐怖の元なんだ。

　とまあそんなことを考えながら、俺は地上何十メートルという高さまで上げられ──

　一気に落とされる。

　これだ。これが俺の腰をふわっふわにした原因──

　パイレーツの時は余よ裕ゆうがなくて何にもお伝え出来なかったが、高い位置から一気に落とされるときに感じるこの無重力感。

　がっしりと固定されているが、それでも空く僅わずかな隙すき間ま分腰こしが浮く感じ。

　何回感じても、恐怖を生んでくれる。タマヒュンともチンサムとも言われる、この無重力独特の感覚。

　俺は、これが苦手なんだ。

「っきゃああああっ！」

　ハルナの黄色い叫さけび。それはまるで、マイケル・ジャクソンのライブにでも来ているような、熱ねつ狂きよう的な叫びだった。

　一いつ瞬しゆんだけ得られる無重力状態。そしてそこからの超ちようスピードによる息も出来ないほどの風。それらが全すべて、ハルナにとっては気持ちいいのだろう。

「あっははははは！」

　楽しそうな笑え顔がお。リリアはなんでも楽しめるようだな。

　だが、ポシェットにいる『ふうりんかにゃん』は口を大きく開けて小刻みに頭を左右に振っていた。その表情は「無理無理無理無理……」と語っている。

　ほんの一秒足らずで地面すれすれにまで急降下したが、このフリーフォールはそれだけでは終わらない。

　Ｊの文字をなぞるように、そのままぐわっと海面まで移動するのだ。

　すぐ足下に、青い海が広がっていた。

　冬のせいなのか、それとも気持ちのせいなのか、足の裏がひんやりしている。

　早く……早く下ろして……いや、今じゃなくて、早く元の位置に戻もどって──

　そんな俺の願いが神に通じたのか、ゆっくりと元の位置へ戻り、足あし腰こしがふわふわしたままにフリーフォールを降りる。

「えー。こんだけー？　もっかい乗るぞ！」

「師匠！　あれはもう乗ったのか？」

「あれって？」

「海底を走るジェットコースターだぜ！」

「ここの目玉のようですね。確かに、一度乗っておきたいところかと」

　セラがパンフレットを開いている。こちらを見る目は、どこか楽しげだった。

　俺がげんなりしているのが、そんなに楽しいのだろうかね。

「じゃあ、次はそれだ！」

　手を突つき上げるハルナ。さっきまでこのフリーフォールに乗りたいと言っていたのに。彼女はいつも、新しい未来を優先するんだ。

　一番興味を示していたのはユーのようで、すでに歩き始めていた。

「ちょっと待ってくれ」

　ユーに続こうと背中を向けた少女たち全員に、俺は切実な思いで声をかけた。

「どうしました？」

「トイレ行きたい」

　俺には今、休憩が必要だった。







　気分が悪くなった俺は、とりあえずトイレへやってきていた。トイレはコスプレイベントの参加者が着き替がえに使っていたので、結構並んで待つことに。

　まさか、トイレが一番並ぶ必要のあるアトラクションだとは思わなかった。

　しかしながら、女子ばかりだ。二列に並んで、ずっと続いている。

　全く、男子トイレも女子トイレもお構いなしか。個室だし構わないということなのだろう。

　自分がここに並んでいるのが間ま違ちがっているのではないかと思えてくる。

　そのまま俺は──女子トイレに……

　本当に間違えてた！

「すいません。列を間違えました」

　頭をぺこぺこ下げながら、トイレを後にしようとした正にそのとき。

　俺は発見した。

　コマンドー州知事『アーノルド・チュワワルツネッガー』こと、斉さい藤とう。

　分かりにくいからやっぱりチワワでいいや。

　──奴やつが、立っていたのだ。

　いや、それを目に出来た人物はいない。

　俺も、そこにいることは分からなかった。だが──

「やべー。デラックスやべーわ。デラやべー」

　この口くち癖ぐせ。そうそう忘れることはない。

　個室の中から、そんな声が聞こえてくる。

　恐おそらく、メガロの能力で透とう明めい化し、ここへ侵しん入にゆうしたのだろう。

　全く、スケベや変態に特とく殊しゆ能のう力りよくや超ちよう能力を持たせてはいけないな。そういう用よう途とにばかり使おうとしやがる。

「おい」

　俺は声をかける。

　すると、周りのコスプレ美女たちが俺へ不ふ審しんの目を向ける。

　あれ？　チワワの声は聞こえてないのか？　いや違う。個室の中にいるのは女性と判断してもいいが、俺は明らかにこの場にいてはいけない人間だ。それが個室に向かって声をかけるなんて、そりゃあ不審者に見えるだろう。

　チワワを捕つかまえて外へ出したいところだが、あいつは壁をすり抜ぬけるからな。

　それこそ、幽ゆう霊れいのように。

　とりあえず今はトイレを済まそう。

　コスプレ美女たちには悪いが、あとで必ずボコるんで今のところは──ごめんなさい。

　なんて心の中で謝罪しつつ、男子トイレへと軌き道どう修正して用を済ました俺は、ハルナたちと合流する。

　あー、五メートルって厄やつ介かいだわホント。トイレ一つとっても気を遣つかう。

「次は、どこにするんだっけ？」

「そうですね、この先に目玉のアクアジェットサイクロンというアトラクションがあるそうです」

　パンフレットを広げていたセラの言葉に、ユーが小さく頷うなずく。

『決まり』

　小さくガッツポーズをするユー。しかし、それがガッツポーズであると気付いたのは俺だけだろう。

　ただ立っていただけのユーが、小さく拳こぶしを握にぎるだけ。

　そんなユーを見たら、イヤだなんて言えねえな。

　って、ジェットサイクロン！　さっきあっただろ！　名前かぶりかよ！

「よーし！　アユムっ！　いくぞ！」

　ハルナ、お前は今回リリアを接待するという前提条件を満たす気がないだろう。

　一人で楽しみやがって。

　さすがに目玉ということで、大量の人がいる。

　優先パスを持っていても二〇分待ちの状態。普ふ通つうに乗ろうものなら二時間待ちだそうだ。

　このコースターは、建物の中へ入って水族館のような水すい槽そうのトンネルを通るロマンに溢あふれた絶ぜつ叫きようマシン。

「──ということだそうです」

　俺と同じタイミングで、パンフレットを見ていたセラが言う。

「それは楽しみですね！　ごめんなさい。はしゃいじゃって」

　楽しそうに両手でガッツポーズをして、満面の笑みを浮うかべるリリア。

　そして、自分が申し訳ないという感情以外を表していることに気付いて、ぺこぺこと頭を下げた。

　リリアは今、楽しんでいる。それは俺たちの計画通りだが──

　さて、やってきたドキドキわくわくのアトラクション。

　俺は緊きん張ちようのあまり、もう一度トイレに行きたい気分だった。

　並びに並んで、ついに出番。

「いやあああああああ！　わ！　きゃあああああ！　あ、綺き麗れい……のわあああああ！　ああん！　いやん！」

　それが、このアトラクションの感想だった。

　ジェットコースターとなんら変わらない。

　ただ一つ違ったのは、なんと言ってもやはり水中トンネルだろう。

　少しだけ速度が落ちる演出はなかなか良かったが、正直、その前後が激しすぎて全然楽しめなかった。

　こういう目玉のコースターはお子さんでも女性でも楽しめるようにちょっと軽いタイプの奴にするだろ！　何全力出してんだよ！

　お兄さんあれをちびりそうだったよ！　あれをちびりそうだったよおっ！

　なんて心の叫びをしていたら、セラが真しん剣けんな顔でこちらを見た。

「歩、気付きましたか？」

「何を？」

「例の魔ま法ほう爆ばく弾だんが、あったことに」

　魔法爆弾？　………………あ、あれか！

　夏のある日、ユーの知り合いで冥めい界かいから来たセブンスアビスの一人、『夜の王』が大先生に作らせた、半径一キロ圏内を吹ふっ飛ばす時限爆弾。

　あれが、今ここにあると言うのか。

「それは全然気付かなかったな」

「……魔法爆弾の件は、記き憶おくを共有してないのですか？」

「あ、いや。あれだろ？　お前が龍りゆう牙が雷らい神じん衝しようで処理できる──」

　俺の言葉に満足そうな笑みを浮かべたセラのおっぱいが、いつもより大きく感じた。

「ええ。吸血忍にん者じやのＡ級優先任務の中に、あれの処分回収があるのです」

　あー、吸血忍者の頭領は魔法爆弾を作った大先生と仲が良い。

　後処理を任されてるんだろうな。

「だったら、お前のためにも処分しないとな。でも、どこにあったのか──」

　俺の言葉に、セラは薄うすく笑みを浮かべる。それはそれは、綺麗な笑顔だった。

「うん。あたしも確かく認にんした」

「えー」

「ふむ。ではもう一度乗りましょうか」

「えー」

「オレも分かんなかったぜ。よーし、もう一回だ！」

「えー」

「ユキノリはバカだなー」

『海底を走っていた辺り』

「えー」

「ごめんなさい。もう一回乗るんですか？　わーい」

　わーい。……じゃねえ！　マジか。

　あれに、もう一度乗れと言うのか？

　仕方がないのでもう一周……




　ぷっしゅうう……

　いやあああああああ！

　お、おおおおおおお！

　あ、綺麗。

　じゃねえよ！

　どこだ！　どこのことを言ってたんだあいつらは。

　のああああああああああああああああ！

　ああああああああああああああああん！

　いやああああああああああああああん！

　ぷっしゅうう……




　完全に心を折られたわ。

　確認出来たことと言えば、まずそこらにあるジェットコースターと一いつ緒しよでまずはカタカタカタカタと不安げな音を奏でながらゆっくりと上じよう昇しようし、上り切ってからまずは急降下。そして右に左にカーブがあって、横になった状態でぐるんぐるんと、渦うずを描えがくように回りながら地上近くへ。

　そこから速度が落ちて、海底へ続くトンネルに入り、アーチ状というかかまぼこ状というか、透明な屋根の海中を散歩。

　ここには魚が躍おどっている。

　速度を落とすのには、眺ながめる余よ裕ゆうと魚を逃にがさないという二つの理由があるのだろう。

　そしてまたカタカタカタカタ……がありまして、後半はそりゃあもう恐ろしい縦回転やブラッディースクライド回転が何度も訪れる。

　そりゃあ、後半ちょっとオカマにもなるわ！　なるわよ！

「な！　あっただろ？」

　足あし腰こしがヘナヘナになっている俺に、ハルナが笑顔を向ける。

　楽しそうだな、おい。

　俺はそんなハルナの顔も見られずに、その場に頽くずおれた。

「分からん。皆かい目もく分からん」

「よーし。もう一回だ！」

「えー」

　友紀さん、あんた絶叫系苦手じゃなかったっすか？

「メイル・シュトローム。あなたは平気なのですか？　先ほど歩と同じぐらいぎゃーぎゃー言ってましたが」

「おう！　怖こわいのが楽しいんじゃねえか！」

「えー」

　お前はこっち側の人間だと思ってたのにー。

　もう一回チャレンジ──

　いやあああああああ！

　見え……ねええええ！

　のああああああああ！

　ぷっしゅうう……

　はあはあはあはあはあ……あかん。これ、俺には向いてない。

　度たび重なるハイスピード攻こう撃げきに、俺は降りてすぐ四よつん這ばいになった。

　らめえ。立ってられないよお。びくんびくん。……状態だ。

「で、どうだった？」

「ああ、確認したよ」

　ハルナの言葉に、俺は俯うつむいて答えた。その答えは噓うそだったが、もう噓を答えるしかなかったのだ。

　もう確認するためにあれに乗るのは勘かん弁べん願いたいんだ。

「あれをどうやって手に入れるかだな」

「その対策も含ふくめて、もう一度乗りましょうか？」

「私は何回でも大だい丈じよう夫ぶです！　ごめんなさい出しゃばってしまって」

　……みんながやる気だったら行くしかない。

　呪のろいがここまでキツイものだとは──思いもしなかった。

　俺は頭を抱かかえながらも、列に並ぶのだった。

























　地じ獄ごくのコースターは六回目で無事に終しゆう了りようした。

　俺は吐はき気を抑おさえつつ、トイレへ駆かけ込む。

　もうダメだ。もう限界だ。

　そう思っていたら、ふとチワワの姿を発見する。

　あいつ、まだエロいことやってやがるな。

　いい加減、懲こらしめてやらないと。

「デンジャラス」

　激しい息づかいと、妙みようなカタカナ英語。

　あれ？　こいつの口くち癖ぐせってデラックスじゃなかったか？

　まあいいや。

　そんなことよりも、なんで男便所の個室から声がするのだろうか。

　まあ、壁かべを透とう明めい化出来る訳だから、そっから女便所を覗のぞいているのだろう。

　いや待て。隣りん接せつしている箇か所しよが違ちがう。

　一番奥のトイレに入っていないと、隣となりは覗けない。

　こいつ──男便所を覗いてるのかよ！　正にデンジャラスっ！　思わずノッチでーすって言ってしまうぐらいデンジャラス！

　と言うわけで、みんなに相談してみることに。

　ユーと友ゆ紀きはトイレに行っているようで、リリア、ハルナ、セラの三名しかいなかったが、まあ待たなくてもいいだろう。

　まずセラが嫌けん悪お感を露あらわにする。

「あの破は廉れん恥ち極きわまりない、歩あゆむのような妖よう怪かいがここに来ているというのですか？」

　ああ……その目が懐なつかしい。

「そこそこ語ご弊へいのある言い方だが、まあその通りだ」

「メガロは皆みな殺ごろしです！　ごめんなさい」

　張り切るようにぐっと拳こぶしを握にぎるリリア。

　恐おそろしい事も平気で言うのが彼女らしいね。

　だが──

「むー」いつもは威い勢せいが良いアホ毛がしおれて、腕うでを組んで唸うなっている。

「どうしたハルナ？」

　いつもならこいつが、一番メガロを倒たおしたがるんだが、今日は違うのか？

「チュワワルツネッガーは、大先生が倒せなかったメガロなんだ」

　その言葉に、俺とセラが眉み間けんにシワを寄せる。

　大先生が倒せなかった？　あの人より強い奴やつは、ネネさんぐらいしか思いつかない。

　セラも同じ気持ちなのだろう。

　一度戦った事があるからな。あの化け物じみた強さを体験すれば、誰だれも敵かなわないと思う。

　そう、今ここにいるヴィリエの女王、リリアでさえも。

「だい……ごめんなさい。誰の事ですか？」

「確か──本名はアリエルだったかな」

「ああ～。ごめんなさい……思い出しました。確かメガロ退治の最多記録保持者ですよね」

「最多記録？」

「大先生が大先生と言われる所以ゆえんだな！　大先生はな！　一度の戦いで三〇〇〇〇匹びきのメガロを倒した伝説の人物なんだ！　そんくらい知ってろよな！　このバユムがっ！」

　ハルナはいつも自分の常識を他人に押しつける。

　三〇〇〇〇匹のメガロ……とんでもない数だ。

　ホント、あのツインテールは化け物かと思うね。

「凄すごいですよね～。私なんて、三匹出てきたら逃にげちゃいます」

　その言葉には、尊敬の念が込められていた。

　なんだ。リリアって、ちゃんと評価出来る良い子じゃないか。大先生は、どうしてこんな可愛らしい女王を、あれほどまでに倒したがっているんだろう。

「それほど凶きよう悪あくなのであれば、野放しには出来ませんね」

「だったら、サーチアンドデストロイだな！　なんだっけ？　熱血必中だっけ？」

「見敵必殺と言いたいのですか？」

「ベトナム戦争時に行われた索さく敵てき殲せん滅めつ作戦ですね！　素す敵てきです！」

　今までで一番リリアの目が輝かがやいていた。戦争大好き幼女め。

「じゃあ、トイレに行ってさくっと攻撃するかね」

「さすがに、混雑しているトイレを戦場には出来かねます」

「ハルナ。魔ま装そう錬れん器きは持ってきてるのか？」

「当たり前だ！　魔装少女の外出時はティッシュにハンカチに魔装錬器がセットだかんな！」

　一つだけポケットに収まらねえよ！

　とりあえず、ハルナは入り口にある荷物預かり所へ向かう。

　その間に、俺とセラは、男子便所へと向かった。

　リリアはお留守番。女王を危険な目には遭あわせられないし、ユーや友紀を待つ人間が必要だからな。

　セラが入ってきたことで、男子便所は騒そう然ぜんとなった。

　そりゃあ、絶世の美女がいきなり入ってきたら、ある意味でタマヒュンだ。

　一つ目の個室をノックする。

「入ってます」

　普ふ通つうの返し。さっきまでここにいたのに、今はいない。

　二つ目の個室をノックする。

「入ってます」

　ここにもいないか。

　三つ目──

「デンジャラス入ってます」

　いた──────っ！

「下がってください」

　セラは瞳ひとみを真しん紅くに染め、黒いマントを出現させる。

　辺りに木の葉が舞まい飛び、次の瞬しゆん間かん、扉とびらが切り裂さかれていた。

　中には──

　誰もいなかった。

　取り逃がしたのだ。

　危険を察知し、すぐに撤てつ退たいする。そう言えば、銭湯の時もそうだった。

　エロとは常に危険と隣となり合わせ。

　警けい戒かい心と緊きん張ちよう感がなければ、痴ち漢かん行こう為いは出来ないのだ。

　やるじゃねえか。変態──

「逃のがしましたか」

「ああ、仕方がないさ。園内を捜さがそう」

「ええ。この扉は──あとでサラスに言って直して貰もらいます」

「吸血忍にん者じやも大変だな」

　トイレを出ると、そこにはユーと友紀、リリアが待っていた。

「セラフィム、どうだった？　妖怪はいたのか？」

　友紀の言葉に、セラは首を横に振ふる。

「逃しました。なかなか厄やつ介かいな相手のようです」

「ごめんなさい……チワワの斉さい藤とうは、透すき通る力を持ってます。どんな魔法も、衝しよう撃げきも、重力さえも、全てをスルー出来る」

　最強の、スルースキルということか。物理攻こう撃げき、魔法攻撃、それどころか自然現象ですら無意味──

「それってつえーなー」

　友紀が珍めずらしく何かを考える素そ振ぶりを見せていた。こいつも一応吸血忍者だ。戦いに関しては真しん剣けんなのだろう。

「仮にこの島国を吹ふき飛ばしても、平然と立っていられる──それが斉藤の強みなんです」

「そんな奴、どうやって倒せばいいんだろう」

「どんな敵であろうと、臆おくすることなく戦うべし。それが我々、吸血忍者です」

「そうだな。戦ってみないことにはどうしようもない。今はとにかく、捜すことに専念しようか」

『居場所』

　ユーが指を向けた先にあったのは、『ミステリーの館』というところだった。

　壁には恐きよう竜りゆうの絵が描えがいてあり、館と言っても、まるで映画館のような佇たたずまい。

　そうか。ユーはメガロの位置が分かるんだ。

「リリアは、メガロの位置が分からないのか？」

「ごめんなさい……私は、サーチよりデストロイが好きです」

　ぺこり。頭を下げるのがまた可愛い。言ってることは恐ろしいけども。

「アユム！　持ってきたぞ！」

　大きなカバンを手に、ハルナが戻もどってきた。

　心なしか、いつもより大きい気がする。

　全員集合したので、ミステリーの館へと入った俺たち。

　暗い。

　中はとても暗かった。

　さらに、『あの』音が流れていく。

　ひゅ～どろどろどろどろ……

　お化け屋や敷しき！　これお化け屋敷じゃん！

　どこがミステリーやねん！　入り口の恐竜はなんやねん！

「ここは……資料館ですかね？」

　リリアが割と興味津しん々しんだった。

　狭せまくて暗い道を歩いていると、いきなり赤い照明が点ついて、横から白装しよう束ぞくの女性が──

　あ──っ！　なんて声と共に飛び出してきた。

「きゃっ」

　小さな悲鳴。そして、腕に柔やわらかい感かん触しよく。

　見れば、セラが俺の腕をがっしりと摑つかんでいた。

　どうした？　怖こわいのか？　なんてことは聞かない。

　鍋なべの時からそうだった。こいつは、幽ゆう霊れいの類たぐいが苦手なんだ。

「足下が暗いからな。気をつけろよ。セラ」

　セラは俺の言葉にきょとんとした。まあ、セラにはずっと「ジェットコースターが怖いのですか？」とガキ扱あつかいされていたからな。

　てっきり、自分も同じように言われるんだと思っていたんだろう。

　分かってるさ。お前の性格ぐらいな。

　人に弱みを見せたくない。からかわれたくない。セラはそういう奴さ。だから、俺は無視をしておく。

「歩……きゃあっ！」

　次々と飛び出してくる幽霊に、セラは怯おびえていた。

　凜とした表情と態度。それがセラの基本的な姿だ。

　だが、今は可愛かわいい悲鳴を上げている。

　それが、とても面白かった。

「もう！　さっきから音とかで脅おどかすのやめろーっ！」

　前を歩いていた友紀は、耐たえられず、幽霊の人形に怒ど鳴なり散らしていた。

「ぬふははははは」

「きゃあっ！」

　妙みような笑い声に、セラは俺の背中に隠かくれた。

「あっははははは」

　続いて、ハルナの甲かん高だかい声。さっきの妙な笑い声は、ハルナが仕し掛かけたものだな？　全く、こいつらしいと言えばらしいが──

「うきゅっ！」

　どてん。急にハルナが転んだ。はしゃぎすぎだ。ざまあみろ。急に振り返ったり、飛び跳はねたりするから、飛び出てくる人形に激げき突とつしたりするんだよ。

　大人しくなったハルナを放っておいて、腰こしが引けている──いや、魅み力りよく的なヒップが引けているセラは、少し涙なみだ目めになりながら、ぎゅっと俺の腕を抱だいて、辺りを見回していた。

　怖い。

　見たくない。

　でも、チワワを捜すため、注意深く見なければならない。

　怖い。

　そんな繰くり返しに、セラは悲鳴すら出なくなっていた。

　だが、こういうときっていつも捜そうとすれば見つからない。どうでもいいときにばったり出会うことは多いのにな。

　なんて思っていたら……さらに、もう一つの手が俺に触ふれた。

　優しく、そっと添そえられた手。さわさわと形を確かめるように動く手は、女性のモノだろうと分かっていた。

　その手は──俺の尻しりを──

「誰だれだ！」

「きゃあああっ！」

　俺の言葉に、セラがまた悲鳴を上げる。

　俺の後ろには、セラしかいなかった。他のお客さんが入ってきたとしても、他人。

　他人に尻を撫なでられる覚えはねえ。

　後ろを見ると──そこにはアイドルがいた。

　……何やってんだよ。

「良い尻だ──おい貴様」

　そこにいたのは、サラス。黒くろ髪かみの美女だった。

　ピンク色の衣い装しように、ミニミニのスカートからすらりと伸のびた脚あしには黒のストッキング。

　お化け屋敷の暗さがあっても、その美しさは十二分に理解出来た。

「なんだよ」

「一ひと目め惚ぼれした。私のモノにならぬか？」

「…………はあ？」

　頭が痛くなるような台詞せりふだった。

「サラス……あなたは何を言っているのですか？　この歩は、私の恋こい人びとなのですよ」

　頭が痛くなるような台詞２だった。

「いや、すまない。……この私が、これほどまでに心を奪うばわれたのは初めてなのだ。気が動転してしまった事を詫わびよう」

　すっと頭を下げる。そんなサラスに、セラは怖がっている自分を見せたくないのか、背筋を伸ばした。

「気持ちだけ、受け取っておくよ」

「……体だけの関係でも、私は構わないのだが？」

　頭を下げたまま、顔だけ向けるサラス。どうにも諦あきらめられない。と言った表情だった。

「私が困ります！」

「セラフィム。何も貴様の恋人を盗とろうと言っている訳ではない。ただ、このマイダーリンを時折貸してくれと言っているのだ」

　早い！　サラスは失った時間を埋うめるのがすっごく早いっ！　こいつ、本当に俺に対して欲情しか抱いてないんだろうか？　なんて思ってしまう。

　いや、このサラスはまだ、俺の知っているサラスじゃない。色々な愛の形を知り、取捨選せん択たくして、真の愛を追求する──そんなサラスには、ほど遠いじゃないか。

　今はただ、子供のように欲しいおもちゃを見つけた。そんな薄うすっぺらい愛情なんだ。

「行きましょう。歩」

　サラスを無視して、先を歩くセラ。

　天てん井じようから首くび吊つり死体風の人形が落ちてきて、倒たおれそうになったセラの背中を押して、俺は先を急いだ。

　外の光を遮さえぎる黒いのれんのようなモノが見えてきた。

　出口だな。セラも安心して、俺から離はなれる。

　だが、ぴたりと足を止めてしまった。

「ひゃ……全く。今度は私ですか？　サラス」

　呆あきれた声を出すセラ。何かあったのかと聞く前に、また尻を撫でられる感覚。

　おいおい。サラス。さっきの腹いせに、セラの尻まで触さわったのか？　困った奴やつだな。まるでハルナみたいだ。

「デンジャラス素す敵てきやん」

　声が聞こえ、俺はすぐさま振ふり返る。

　そこには、学ランを着たチワワがいた。

　捜さがしていた相手が向こうから、やってきたのだ。

「歩っ！」

　セラの声と、真紅の瞳ひとみに合わせて、俺はチワワに殴なぐりかかる。

「デンジャラスっ！」

　俺の拳こぶしは、チワワのうるうるとした目のある顔面を──すり抜ぬけた。

　感触は何もない。

　ただ、空くうを切ったのだ。

　いきなり攻撃を受け、チワワはミステリーとはほど遠いお化け屋敷から逃にげ出した。

「いた！」ハルナの声。嬉うれしそうな元気な声だ。

「こいつかあ！」友紀の声。分かってなかったのか──こいつは。

「ハルナ。魔ま装そう錬れん器きを！」

「分かってるに決まってるだろっ！」

　カバンから、ハルナがチェーンソウを取り出して投げる。

　それを受け取りながら、俺は呪じゆ文もんを──

「デンジャラスっ！」

　チワワが俺のアゴを思いっきり蹴けり上げた。

　本気の蹴り。首の骨が折れてしまうほどの一いち撃げきに、俺は呪文なんて唱えられる状態にはなかった。

　そのチワワの背後から──

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえしっ！」

　木の葉の剣が、チワワの体を突つき刺さした。

「後ろに回るのは、デンジャラス見えていたよ」

　ニヤリと笑うチワワ。

　──今だっ！

「ノモ……」

　ごす。

　剣に刺されながら、もう一度蹴り飛ばされる。蹴られた場所は──手。

　地面を滑すべるチェーンソウ。

「──『ふうりんかにゃん』っ！」

　リリアの声に、ポシェットからぽーんと抜け出したライオンが、みるみるうちに大きくなる。

「疾はやきこと猫ねこの如ごとく──ミャーン」

『ふうりんかにゃん』の凶きよう悪あくな右手が、チワワに襲おそいかかる。

　──が、やはり雲を摑むかのように、すーっとすり抜けてしまった。

　何でも透とう明めい化してしまうメガロ。

　強い……

　だが、さすがに魔装兵器『ふうりんかにゃん』の出現には不利と感じたのだろう。そそくさと逃げ出した。

　ジェットコースターのレールに飛び乗り、お化け屋や敷しきの屋根に上る。

　今の内だな。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　みるみるうちに、変態と変身していく。

　こればっかりは何回やっても慣れないモノだ。そもそも、ピンクが似合う男なんて、カメラとダジャレが好きな芸能人ぐらいだろう。

「私の……恋人……」

　セラさんの血の気がーっ！　ごっつ引いてるーっ！

「気持ち悪いか？」

「……とてもユニークですね」

　セラは噓うそを言わない性格。気持ち悪いって言ってくれても良かったのに、俺を傷つけない程度の言葉を探し、それを口にした。

　目を、背けながら。

　まあ、別にいいさ。

　……でも、気持ち悪いって言葉が聞きたかったな。

　俺がドＭになった訳でもない。

　気持ち悪いって言ってくれるのが、それがセラだから。

　俺の知っている、セラだと認識できるから。

　だから、気持ち悪いって言って欲しかった。

「よーし！　追い詰つめるぜ！」

　友紀がぐっと拳を握にぎる。

「いや、お前はサラスと客の避ひ難なんを頼たのむ。ハルナとユーも安全なところへ行ってくれ。あいつは、魔装少女じゃないと倒せない。それは確かだ」

「私も参ります」

「セラ……気持ちは嬉しいが──リリア。一いつ緒しよに戦ってくれるか？」

「ごめんなさい。イヤです。気持ち悪いです……ごめんなさい」

　さっとポシェットに戻もどった『ふうりんかにゃん』を庇かばうような仕草。

　俺はあることに気付き、チワワが上った屋根を見上げた。

　──分かった。『ふうりんかにゃん』の弱点──それは『高所恐きよう怖ふ症しよう』なんだ。

　絶ぜつ叫きようマシンが怖こわかったんじゃない。

　高いところがダメなんだ。

　リリアは、その『ふうりんかにゃん』の弱点を隠かくしたい。だから、メガロと戦うのを嫌いやがった。

　どんな兵器なんだよ！

　そもそも、リリアに危険が及およべば、ヴィリエまで帰ってしまうだろう。

「こうなったら奥の手だな！」

「あるのか？」

「こんなこともあろうかと、ハルナちゃんはちゃんと用意してきてるんだからな！」

　いつものカバンより大きなカバン。

　そこからハルナは、何やら大層な剣を取り出したのだ。

　嫌な予感しかしないタイプの武器。

　ハルナには似合わない、鞘さやに覆おおわれた剣。男なら誰だれしも一度は握ってみたいモノだ。

「ハルナ。それは──」

　何なのかと尋たずねようとしたら、先にリリアが感かん嘆たんの声をあげる。

「ふわぁ。それが例のヤツですね！」

　今まで見た中で、一番目が輝かがやいていた。

　もう、きらっきらだ。その表情一つに歌を作ってしまいたいぐらい。

「例の？」

　聞いていない話なので、ついつい反復してしまった。

「これこそ、ハルナちゃん特製魔装錬器『エクスカリバーマサムネ』だ！」

　欲張ったなー。かなり欲張ったネーミングにしたなー。ハルナらしいけども。

「はい。私は、これを見に来たんです！　学生でありながら、魔装錬器を作り出すなんて凄すごいじゃないですか！」

　なるほど。

　リリアが何な故ぜ一人でのこのこやってきたのか。

　その裏には、ハルナが作り出した魔装錬器が関かかわっていたのか。

　大方、見たかったら一人で来るんだな！　みたいな上から目線で言い出したのだろう。

　リリアが魔装錬器に興味があったから。という理由なら、確かに納なつ得とく出来る。

　全くハルナにも困ったもんだ。

　一言声をかけてくれれば良いのに。

　聞かなかった俺も悪いけども。

「要は、魔装少女一人じゃ無理だということだ！　つまり──もう一人いれば問題ない！」

「でも、お前はまだ裸はだかになるだろうし──まさか、ユーか？」

「ダメだ。根暗マンサーじゃ弱すぎる」

「じゃあ──」

　ハルナは、持っていた剣『エクスカリバーマサムネ』をセラに向けた。




「葉っぱの人！　あんたの出番だ！」




　その目は、いつも通り自信に満ちあふれている。

「私……ですか？」

　いきなりのご指名に、セラは目をパチクリさせていた。

「そう。ハルナちゃんの天才的な頭脳が弾はじき出した答えによれば、あんたは魔装少女に変身できる！」

　そうか。俺が魔装少女に変身できるのは、ユーがハルナから奪うばってしまった魔ま力りよくを、誤って貰もらっていたから。ユーと近いところにずっといたから、ハルナに返すはずの魔力を受け取ってしまっていた。

　ハルナはあんまりユーと一緒にいないし、ユーはその強大すぎる魔力を上う手まく使い切れない。だから、魔力が俺へと漏もれて、変身することが可能になった。

　詳くわしくは知らないが、大体そんな感じだと聞いている。

　しかし、それらのどれが原因であろうと、これだけは言えるんだ。




　その条件に当てはまる人物は俺の他にもう一人いる。




　その人物は吸血忍にん者じやの中で、唯ゆい一いつ魔装少女の血を吸った人物。

「そうだな。セラ！　変身だ」

「変身……ですか？　どうにも少々不安が残りますが」

「俺を、ハルナを信じてくれ。お前ならきっと出来る」

　俺はセラに突きつけられていた剣の鞘を摑つかみ、セラに授けるように差し出す。

「あなたがそう言うのであれば──信じましょう。私が愛した、男の言葉を」

　ふふ。っと、優しく微笑ほほえみながら、剣を取る。

　多分俺も、同じ表情をしていたんだろうね。

「俺に続いて呪文を唱えろ」

「分かりました」

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　セラの衣い装しようがみるみるそこらにいるコスプレイヤーのように変化する。

　どんな衣装だって？　それは表紙を見て貰うのが一番早いさ。

「これは……」

　俺が変身したときは嫌けん悪お感しかなかったが、セラは嬉うれしそうな顔で自分の衣装を眺ながめていた。ハルナ仕様だったモノを使っているせいか、どうにもサイズが小さいように見える。

「本当に出来るなんてな」

「変身ではなく、着き替がえでは？」

　言っちゃった！　言ってはいけないことをいとも容易たやすく！

「一いつ般ぱん的には変身って言うんだよ」

「それにしても……なるほど、あなたが気持ち悪い格好になりたがるのも頷うなずけますね」

「ん？」

「力が溢あふれるのが分かります。体も軽くなったようで、こうして立っているだけでも、まるで浮ういているかのよう」

　とーん、とーん。ブルース・リーのようにステップを踏ふむセラ。そのたびに──ぷるん、と強大な力を得た強大なおっぱいが揺ゆれる。

　そうか。

　魔装少女に変身したら、ブラはなくなるんだ。

　それは、変身したことがある俺だからこそ分かる。

　パンツはちゃんと替かわるのにな。

　………………何色になってるんだろう。

　ミニスカートの中身が凄い気になる。

「じゃあ友紀、この一帯から客を遠ざけるの、任せたぞ」

「おう！　任せろ！　……死ぬなよ？　お前は良い奴やつだかんな」

　ぐっと親指を立てて、小さくウインクする。

「さっさと倒たおして、あたしを英えい雄ゆうに仕立て上げろよな」

「はいはい」

「頑がん張ばって下さい！　お手伝い出来なくてごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げるリリア。

　チェーンソウを持って、屋根まで飛ぶ。

「やっぱり、女王と魔装兵器は来られないんだ。デンジャラスヒントを手に入れた」

　俺とセラを見て、チワワはその愛くるしい目をイヤらしく歪ゆがめる。

「魔装少女を二人も相手にして──余よ裕ゆうの発言だな」

　しかも、ただの魔装少女じゃない。ゾンビ魔装少女と吸血忍にん者じや魔装少女だ。分かりにくいけどな。

　全身ピンク色の俺は、きりっと顔を引き締しめて、チワワにチェーンソウを向けた。

「デンジャラス素す敵てきやん」

　むっふー。紫むらさき色いろの鼻息を荒あらく噴ふき出した。

「なん……だと……？」

　こいつ、俺のこの姿を見てそんなことが言えるのか！

　ぽっと頰ほおを染めるチワワ。

「しましまパンツ……デンジャラ興奮する」

　ぞわぞわぞわぞわ……背筋を何かが通る。こいつ──見てやがる！　透とう明めいにする能力で、俺のスカートの中を──

「男でも女でも、何でもいいというのか？」

　っていうか、セラのスカートの中を見ろよ！　そして読者や俺に余すことなくお届けしてよ！

「君がデンジャラス可愛い。──ただそれだけだ」

　あかん！　こいつはあかんで！

「特にお尻しりが堪たまらない」

　変態だ──っ！　これまで数々の変態を見てきたが、二刀流！　ここまでとは──

　チワワの顔は可愛かわいいのに……

　可愛いのは顔だけって小悪魔系じゃあるまいし、こういうときに使う言葉じゃなかったはずだが、何故か当てはまった。

「行きます──」

　相手をしていられないと思ったのだろう。セラが屋根を砕くだくほどに飛び出した。

「デジャラやべえ」

　チワワも興奮しているようだった。

　セラの速度は、これまでとは比べものにならないほどだった。

　まるで、暗くら闇やみに懐かい中ちゆう電灯の光を乱らん舞ぶさせたように、光の残像が出来る。

　光の筋だけを残して、高速移動するセラ。

　そして──

　ばしん。

　大きな音と共に吹っ飛ぶチワワ。

　何をしたんだ……？

　魔装少女な俺の目にも、映らない速度の攻こう撃げきだった。

　いや、それより驚おどろいたのは、チワワにダメージがあったことだ。

　がががが……屋根がセラの足で削けずれる。

　あまりの速さに、セラ自身が慣れてないんだろう。すぐには止まれないようだ。

　俺も攻撃を加えよう。

　三〇〇％……五〇〇％……

　うおおおおおおおおおっ！

　正面から、チェーンソウを振ふり下ろす。

　脳天から股またの下まで、一気に一刀両断する。

　だが──チワワには傷一つ付かず、チワワの可愛らしい体がくるりと回転し、旋せん風ぷう脚きやくで俺の横っ面つらを叩たたいた。

　くそっ！　どうすれば攻撃が成功するんだ？

　速度が足りないのか？

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえしっ！」

　セラの攻撃は、『居合』と呼ばれる剣術だった。

　鞘さやから抜ばつ刀とうし、相手を切りつけて、鞘に収める。

　鞘に収めるまでが居合。

　遠足と同じだ。

　その剣速は、誰だれの目にも留まらない。そう、チワワにさえも。

　べちん。

　小気味の良い音と一いつ緒しよに、チワワが倒れる。

「先ほど私が背後に回ったとき、あなたは言っていました。『見えていた』と……ならば、見えていない攻撃をすれば、通じると思ったのです」

　なるほど。でも──

「初めてだ。見えているのに、分からないなんて──デンジャラスピンチ」

　見えているのに、分からない。

　なるほど。恐おそらくチワワの能力は、認にん識しきすることで透とう過かさせることが出来るんだ。

　鞘の中を透とう視しして見ても、それが何か分からなくて、セラの攻撃も見切れなくて、ダメージを受けてしまっている。

　確かに、さっきからどんな攻撃をしているのかが分からない。

　今思えば、ハルナが作った魔装錬れん器きが、ただの剣な訳がない。

　しかも、あの打撃音。

「セラ──奴に刀身を見せるな！　その正体が分かるまで、奴は攻撃を透過出来ない！」

「分かりました。行きます──」

　魔装少女として先せん輩ぱいの俺が、全く戦力にならない。

　機を見て背後から攻撃しても、そこに何もないかのようにすり抜ぬける。俺という存在を認識されているから、背後からでも攻撃が通用しないのだろう。

　べちん。べちん。べちん。

　ポニーテールの髪かみが描えがく軌き跡せきしか見えない。

　魔装少女と化したセラは、誰よりも速かった。

　チワワもダメージが蓄ちく積せきされてか、膝ひざをついて攻撃に耐たえている。

　あと一息って感じだな。

　すげーよセラ。大先生が勝てなかったメガロに圧勝じゃないか。

　よし。チワワの気を逸そらすために、セラの攻撃に合わせて突とつ撃げきしてやろう。

　………………今だっ！

　俺は八〇〇％の力で突つっ込む。

　今のセラには及およばないが、速度も相当なもんだ。

　っけえ！　ぶへえ！

　突っ込んだ俺は、チワワを通り過ぎて、セラにしばかれた。

　そりゃあもう思いっきり。

　頰を叩かれただけなのに、俺は屋根の上に倒れてしまった。

　た、立てない。ダメージが、足あし腰こしに来ている。

　チワワはこんな攻撃を何度も食らっていたのか。

　そうだ。一いつ切さい姿が確認出来ないような速度で殴なぐっているんだから、それがたとえただの棒でも恐ろしい威い力りよくになる。

　スピードとは、力なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ。平気だよ」

　セラに手を引かれて、立ち上がる。が、膝ががくがくしていた。もしこの魔装錬器を敵が持っていたらと思うとぞっとするね。俺はそこそこ強くなったと思っていたが、恐らくもう一発食らえば、失神してしまうだろう。

　なんて考察していると、セラの後ろに、チワワがひょいっと現れる。

　セラがぞわぞわぞわぞわ……と体を震ふるわせた。ポニーテールの先まで逆立つような不快感を露あらわにしている。

　チワワは両手でセラのお尻を撫なで回していたのだ。

　衣服や下着を透過して、すべすべのお尻を、直接……

「こんのっ！」

　振り返り様、剣を抜く。セラの真紅に染まった目は、鬼き神しんの如ごとく怒いかっていた。

　次の瞬間、俺とセラは目を丸くした。

　ほんのついさっきまで、順調にダメージを蓄積させていたセラの一撃が、チワワの体をすり抜けたのだ。

　返す刀でチワワに斬きりかかる。だが、やはりすり抜けたのだ。

「見切った。剣だ剣だと思い込んでいたけども──ハリセンだったなんて……デンジャラス」

　ハリセン。そうか。あの打撃音は、ハリセンだったんだ。

　ハルナの作った魔ま装そう錬器『エクスカリバーマサムネ』。それは、刀身がハリセンになっている剣。

　しょぼいっ！　名前負けもいいところだ。

　なんて感想は言ってられない。

　俺はセラと二人で連続攻撃を仕し掛かけた。

　だがしかし、ただ反撃を受けて倒され、尻を撫で撫でされるだけ──

　イライラばかりが募つのっていく。

「五〇〇％っ！」

　俺はチェーンソウを屋根に突き立て、ゴルフの要領で屋根の一部を吹っ飛ばす。

　しかし、それもチワワを通り抜けていった。

　セラのハリセンからの龍りゆう牙が雷らい神じん衝しようも、全く効果がなさそうだ。

　電撃すらも、すり抜けてしまうんだろう。

　余よ裕ゆうぶってニヤニヤしているチワワに、俺とセラは頭を悩なやませていた。

　なるほど、大先生でも倒せない訳わけだ。

「埒らちがあきませんね。歩、一つ試してみたい攻撃があるのですが」

「通じるのか？」

「分かりません。ですが、やってみないよりはマシだと思うのです」

「そうだな。分かったよ」

「良いのですか？　そんなに簡単に──」

「お前は俺を信じてここまでやってくれた。──今度は、俺がお前を信じる番になっただけさ」

　セラはふふっと笑えみを浮うかべると、俺の腰に正面から手を回す。

　そんな大だい胆たんな……

　まるで米こめ俵だわらでも担ぐように、俺の腹に肩かたをぶつけ、セラは速度を上げる。

　体がくの字に折れるほどに。

　そうか。俺はセラがしたいことを理解した。

「いきますよ。歩」

「ああ」

　三〇〇％……五〇〇％……八〇〇％！

　景色がぐるぐると回る。インパクトの瞬しゆん間かんをチワワに見られないよう、翻ほん弄ろうしているのだろう。

「どんなにデンジャラスな攻撃も、もはや通じない！」

　かっと、目を見開くチワワ。

　両手を突き出し、避よける気配は見せない。

　セラは不規則に動き続け、正面から突撃する。

「いっけえええええええええええっ！」

　ぼす。

　俺の渾こん身しんの一撃が、チワワの顔面を包み込む。

　魔装少女の強さ。さらに八〇〇％の、一撃。

　チワワの顔面に……直撃した。

　屋根から足が浮いて、吹ふっ飛んだ後にバウンドし、ついには屋根から落ちて地に伏ふせたチワワは、白い粒りゆう子しに変わっていく。

「ぐふ……」

　俺とセラの一撃がインパクトする瞬間、両手を出して迎むかえ撃うつチワワは万全の状態だった。

　だが、チワワは能力を使わなかった。

　どんな攻撃も衝しよう撃げきも透とう明めい化させる恐ろしい防ぼう御ぎよ能力。

　それを破るのは不可能だ。

　ならば、発動させないようにしなければならない。

　そこでセラは、俺の尻しりを攻撃方法に選んだ。

　チワワはセラだけではなく、俺の尻にも興味を抱いだいていた。

　例えば俺の目の前にユーのお尻がやってきたとしたら、俺はそれを受け止めるだろう。




　欲望は、時に、死を超ちよう越えつするのだ。




「チワワ……お前の気持ち、分からないわけではない」

　消えゆくチワワに、声をかける。

「……デンジャラスで……柔やわらかい……一撃だった」

　最後に見せたその幸せそうな笑顔を、俺は忘れないだろう。

　さようなら──強敵よ。

「なんとかなりましたね。変態は変態らしく死んでいくということでしょう」

「ああ。ブレない姿勢だけは評価してやってもいいと思うが」

　ぱちぱちぱちぱち。

　拍はく手しゆと共に少女がこちらへやってきた。

　とってもにこやかな表情の、リリアだ。

「いつからそこに？」

「ずっといました。ごめんなさい。どうしても気になって」

　ぺこり。ぺこり。何度も何度も頭を下げる。

「心配してくれたのか？」

「はい……その……ごめんなさい」

「謝る必要なんかないさ」

「だって……ＡＡＡ級のメガロを三体も任せるのは……さすがに申し訳なくて」

　…………え？

「歩！」

　セラの声に、俺はお化け屋や敷しきの屋根を見る。そこには──二匹ひきのチワワ。

「まさか、たった二人の魔装少女にやられるとは──しかも、男とババァなんぞに」

　口が悪いっ！　あのチワワちょっと可愛かわいらしさに欠けてない？

「ババァとは……よもや私のことを言っているのですかね？」

　セラさんのポニーテールがちょっと逆立ってるーっ！　静かで激しい怒いかりだ。

「女王は相変わらず可愛らしいお尻をしてるがな。デトックス触さわりたい」

　チワワはリリアを見て、ペロリと下を出す。

　ロリコン……あのチワワはロリコンか。

　あのロリコンチワワと、ただの変態は違ちがうチワワだったのか。

　さらにもう一匹ぴきのチワワが、何も言わずじっとこちらを見下ろしている。

「……男の……魔装少女……デラックス気持ち悪い」

　あいつはっ！　風ふ呂ろ場ばで覗のぞいていたチワワはあいつで、さっき倒したチワワじゃなかったんだ。

　覗き魔。末期のロリコン。両刀使い。

　チワワには変態しかいないのか！

　そんな事実よりも、俺が恐おそれていたのは、チワワの能力だった。

　もし、全すべてのチワワが同じ力を持っているならば──勝てるのか？

　男なん色しよく家ならさっきと同じ手が使えるが、ロリコンのチワワは──リリアの尻で攻撃しないと。

　いや、あの攻撃が全部のチワワに有効なのかどうかも分からない。

　そんなことより、一つ疑問がある。

　リリアは何な故ぜ、逃にげないんだろう。

　女王リリア・リリスという人物は、危険は冒おかさない人物であると認にん識しきしている。

　ただのＡＡＡ級ではなく、大先生すら倒せなかったというチワワが三匹びきいることに気付いておきながら、逃げなかったのには何か訳があるのだろうか？

　ちらりとリリアの様子を窺うかがうと──

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ラカダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　聞いたことがあるけど、少し違い和わ感のある呪じゆ文もん……

　それは、魔装少女に変身するための呪文だった。

　あの可愛らしいドレスは、まだ変身していなかったのか。

　リリアの可愛い衣い装しようの上に、物々しい白金のプレートアーマーとガントレット。

　そう、まるでユーと同じような重装備に変化する。何より大きく変わったのは、背中から広がる白く大きな羽。

　ヴァルハラの使いがいるとすれば、こんな感じだろうか。

　ばさっと羽ばたくリリア。

　動く姿がブレて、何人にも見える。

　セラほど速くはないが。

　そして、白金のグリーブに覆おおわれた細くて可愛らしい足で薙なぎ払はらわれた。

「ワルサーっ！」

　リリアの声が響ひびく。チワワは回し蹴げりを食らってよろめいた。

　チワワにダメージがあったことより、驚おどろいた。

　バンっ！　という破は裂れつ音と共に、チワワの後ろにあったジェットコースターのレールがへしゃげたのだ。

　衝しよう撃げき波はだけで背後にあった鉄がへしゃげる。どれだけの威い力りよくが込められていたのか。

「エンフィールド、スコフィールド、バレッタ──」

　下から突つき上げるような蹴り。膝ひざを崩くずしながらアゴへの回し蹴り。高速で腹を打ち抜ぬく蹴り。

　その一撃一撃に、まるで銃じゆう声せいのような破裂音がして、地面にクレーターが出来たり、お化け屋敷の壁かべが抉えぐり取られたり、ジェットコースターのレールが折れたりする。

　なんとかチワワも蹴りで対たい抗こうするが、何故かリリアの攻撃を透とう過か出来ず、蹴りの応おう酬しゆうが始まっていた。

　リリアの蹴りがどうなってるのか、それが分からないから、透過出来ないんだ。

　もう一匹のチワワがリリアに襲おそいかかろうとしたのを──

「秘ひ剣けん、燕つばめ返がえしっ！」

　セラのハリセンが阻そ止しする。

　だが、セラの一撃は空を切る。

　さっきの戦いを、このチワワに見られていたのが原因だろう。

　セラの攻撃をモノともせず、ふたたびリリアに襲いかかる。しかし、今度はチワワの攻撃が空を切る番だった。

　羽を広げ、天高く舞まい上がるリリア。そして──

「ごめんなさい……光になってください……レミントンっ！」

　ものすごい速度で急降下する。それはまるで、彗すい星せいのようだった。

　超ちよう高高度からの踵かかと落とし。破裂音、そして、衝撃音。

　地面は蜘く蛛もの巣のようにひびが入って割れ、丸いクレーターが出来る。チワワは避ける事も出来ないまま、クレーターの真ん中にめり込んだ。

　そして、白い粒子が破裂したように四散していく。

　つえー。なんだこれってぐらいつえー。

　あんなに強かったチワワが──もう倒たおされたのか。

「さすが女王だな。もう一匹は……」

　リリアに圧あつ倒とうされてか、チワワは逃げ出していた。

　その後をセラが追い続けるが、やはり倒せるまでには至らない様子だ。

「そんなに強いなら、やっぱり任せれば良かったな」

「ごめんなさい。さすがに、『ふうりんかにゃん』無しで三匹が相手だと……『万が一』があると思ったんです。二匹なら『確実』に倒せると思って、ずっと待ってました。──あなたを、信じて」

「あんなに強いなら、三匹でもいけそうな気がするけどな」

「そうですね！　まだ、もう一段階変身も……」

　とそこまで笑顔で話したあと、手をぱたぱたと振ふる。

「な、なななな何でもないです！　今の話は忘れて下さい！　ごめんなさい！　私ったら良いことばかりで浮うかれちゃって……ごめんなさい」

　なんでこんなに慌あわてて訂てい正せいするのか分からないが、恐らくリリアはこう言いたかったのだろう。

　まだ、もう一段階変身も残っている。

　……あれから、さらに強くなるというのか。

　参ったな。リリアの強さはクリスや大先生と同レベルかもう少し下だと聞いたことがある。

　むしろ、大先生の本気ってのは、どこまで強いのやら。

　一度の戦せん闘とうで三〇〇〇〇匹のメガロを一人で倒したというのだから、それはそれは凄すごいのだろうと思うが。

「さあて、残り一匹もさくっと倒してしまいましょう！　ホント、こんなところで斉藤を三匹全部倒せるなんて、来て良かったです！」

　チワワは三匹で全部なんだ。

　だからリリアは、このチャンスを逃のがしたくなかったんだ。だからずっと待っていた。

　もし、俺とセラがチワワに倒されていたら、さっさとヴィリエへ逃げていたんだろうね。

　セラとチワワを追いかけて空を飛ぶ。

「それにしても凄いもんだな。どうやってダメージを与あたえてるんだ？」

「ダブルっていう戦闘技術です」

　どこかで聞いたことがある。確か──

「クリスが使っていたヤツでしたっけ」

「勉強熱心で凄いです！　分身を纏まとうことで真の一撃を隠かくすんです」

　なるほど。チワワの能力は認識してるモノを透過させる。

　透過させようさせようとしていた部分は偽にせ物もの。ダブルで作り出した分身を透とう明めい化させることで一いつ瞬しゆんの誤差が生まれ、ダメージが通るんだ。

　リリアの白い翼つばさはとても綺き麗れいで、触りたい気持ちで一いつ杯ぱいだったが、後が怖こわそうなのでやめておこう。

「歩！」

　セラが指をさした先は──水？

　俺たちはいつの間にか、海にまで出ていたようだ。辺り一面に青い海が広がっている。

　見ているだけでぞっとするね。海面ってのは。

　ざっぱーん。

　チワワが水中から飛び上がる。

「これでお前たちも終わりだ！　デラックス」

　声高に叫さけぶチワワ。それを発見した瞬間──

「ウィンチェスターっ！」

　リリアの白金のグリーブが、チワワの顔面を抉っていた。

　その蹴けりは、例えるならば北ほく斗と飛ひ衛えい拳けんとか南斗獄ごく屠と拳とか……いや、飛ひ鳥ちよう空くう斬ざん波ぱに近いかな。

　そんな飛び蹴りだった。

　衝しよう撃げきで、モーセの十じつ戒かいのように水面が割れる。

　見ていて気持ちいいぐらいの一撃だった。

　その一撃で、チワワは白い粒りゆう子しをまき散らしながら水へと落ちる。

　全く、このチワワは何をしたかったのだろうかと疑問が残るな。

「素す晴ばらしい強さですね。是ぜ非ひ一度ご教授願いたいモノです」

「そんな……今の私より強い人だっていますからその……ごめんなさい」

　…………『今の』……という言葉が気になったのは、やっぱりさっきのリリアの言葉があったからだった。

　リリアはやっぱり、もう一段階変身出来るんだな。

　恐ろしい。

　セラとリリア。二人と一いつ緒しよにお化け屋や敷しきのところまで戻もどる。

　ハルナとユーはどこへ避ひ難なんしたのだろうか。なんて思っていたら、セラが何やら怖い顔をしていた。

「どうした？」

「いえ。私の任務をふと思い出したのですが」

「ああ、魔ま法ほう爆ばく弾だんの件だな」

「あれは水中にありました」

「……まさか……そうなのか？」

　俺は顔面蒼そう白はくしていただろう。

「あるいは……ですが」

　チワワの狙ねらいは、魔法爆弾。だから『お前たち』は終わりだと言ったのか？

　あいつもアクアジェットサイクロンに乗って、爆弾を確認していたんだ。

　でもセラの龍りゆう牙が雷らい神じん衝しようで爆弾は破は壊かい出来たはずだ。

「じゃあ、さっさと破壊にいくかね」

「ええ。急ぎましょう。嫌いやな予感がします」

　嫌な予感がしたとき、それはほぼほぼ的中する。

　俺たちは、そんな世界に生きているんだ。

　まあ、ゾンビだから死んでるんだけどさ。

「リリア。ちょっと魔法爆弾を回収してこようと思うんだけど」

「はい。頑がん張ばって下さいね！」

　……この他人行事な言い方。

　チワワがリリアの目的だった。だからこの件に自分は関かかわらないと言いたいんだろう。

　まあ、爆発する可能性を考えれば、リリアとして妥だ当とうな意見だ。

　セラは俺の体をぎゅっと抱だきしめる。

「ん？　別に俺も今は飛べるんだが──」

　ぎゅん。

　一気に飛び上がったと思ったら、すでに海上にいた。

　魔装少女となった吸血忍にん者じやセラフィムは、俺の知る限り、どこの誰だれよりも速いんだ。

「さっさと終わらせる──そうおっしゃったでしょう？」

　ふふっと小さく笑うセラ。

　大きく息を吸い込んで、水の中へとダイブした。

　結構深い。一〇メートルは潜もぐっただろうか。

　レールが見える。あれは、ジェットコースターのモノだろう。

　だから、あれを辿たどっていけば──

　どこだ……どこに……あった！

　あ……ダメだ。

　完全に引っかかっている。珊さん瑚ご礁しようやらなんやらを搔かき分けないと──

　セラが指を上に向けていた。

　俺は一つ頷うなずいて、とりあえず水面へと上がる。

「ぷはあ。あれはやっかいだな。いっそ珊瑚礁をぶっ壊して──」

「いえ。歩は気付きませんでしたか？　やはり、私の思った通り、すでに起動しているようです」

　俺は目を丸くした。噓うそだろ？　それだったら、珊瑚礁を破壊して取り出したら爆発する可能性もあるんじゃないか。

「残り時間はまだありそうですが、下手に動かせないでしょう」

「お前の龍牙雷神衝でなんとかならないのか？」

「歩。ここは水中です。やってみる価値はあるかもしれませんが──電気は拡散しますし、魚や自らも──」

「ＯＫ、やめておこう。拡散されたことで他に被害を出してまで機能を停止出来なかったらと思うと、そんなバクチは打てない」

「では、どうするのですか？」

「大急ぎで、リリアかハルナを捜さがすしかないな。あいつらだったら、解除出来るだろう」

「分かりました。では、参りましょう」

「ああ」頷くと、またセラに抱きかかえられて、チワワと戦っていたお化け屋敷の屋根へ向かう。

　だが、そこにリリアの姿はなかった。

「あれ？　どこかにいっちまったのか」

　これだと、当初の目的は果たせないじゃねえか。

　いや、リリアに関しては、俺の事を覚えているかどうかは問題じゃないな。

　ハルナがあとでリリアから聞き出せば良いことなんだ。接待の感想もハルナが聞けば良い。

「こうなれば、二手に分かれて捜しましょう」

「その方がよさそうだ。またお前たちには忘れ去られてしまうが──そんなことより人命が優先だ」

「そうですね。………………歩。……これだけは覚えておいて下さい」

「ん？」

　立ち止まって、セラが小さく声をかけてきた。

　その声は水のように澄すんでいて、決意と勇気が込められていた。

　まるで、最後の言葉を伝えたいような、厳げん粛しゆくな言の葉。




「もしもまた、あなたを忘れても……きっと私は、あなたに恋こいをするでしょう」




　そのとき、セラは満面の笑みだった。

　照れや恥はじはなく、心の底から湧わき出た、真の笑顔──

　心臓を鷲わし摑づかみされたような衝撃に、俺は頭で整理出来ないまま声を出そうとしていた。

　だが、セラは俺の唇くちびるに人差し指を載のせる。

　言わずとも分かってますよ。

　という意味の仕草。

　それは、俺の知っている、セラの癖くせだった。







　セラと別れ、俺は入り口付近、パイレーツまで戻ってきた。

「うっきゃああああ」

　満面の笑みで悲鳴を上げるハルナ。

　えー……あ、遊んでるんだー。

　俺が必死で強いメガロと戦ってる間、遊んでいたんだー。

　まあ、ハルナらしいっちゃあらしいな。

　今はそんなことに気を掛かけている暇ひまはない。

「ハルナ！」

「ほえ？」

「きゃあああ！　空から変態がーっ！」

　悲鳴を聞きながら、ぐわんぐわん揺ゆれる海かい賊ぞく船に降り立つ。

　お前は、いい加減お前のせいでこの格好を強しいられていることを理解しろ。

「こらバカアユム！　ルールは守れよな！」

「ハルナ！　遊んでる場合じゃないんだよ！」

　魔装少女の力を駆く使ししても、安全バーは外れなかった。

　ちゃんとしてるなーなんて感心しながら、ゾンビパワーを発揮する。

　店員さんが慌あわててパイレーツを止めるより速く、俺はハルナを抱だき上げて空へと飛んでいた。

「こら！　触さわんな！　こんの変態が！　ホーム・エローンが！」

「大先生の作った魔法爆弾、お前解除出来たよな」

「天才美少女の嗜たしなみだからな！」

「なら良かった」

　海へと舞まい戻ってきた俺は、ハルナと一緒に水中へ。

　ハルナは咄とつ嗟さに理解して、リスのように頰ほおを膨ふくらませて空気をため込んでいた。

　約一〇メートルほど潜ったところに、目覚まし時計のようなモノが見える。

　深いところに入り込んでいて、手を伸のばしても届きそうにない。

　ハルナもそれを発見し、両手を向ける。

　赤い光が両手から溢あふれだし、魔ま方ほう陣じんがいくつも現れた。

　ハルナの魔法による爆弾解除が始まったのだろう。

　なんとかなればいいのだが──

　五分ぐらい経たっただろうか。

　はは──リリアどころか、もうセラもユーも、俺の事を忘れてしまっただろうな。

　また、一からやり直し。

　仕方がないさ。

　今度はどうやってリリアを接待したモノかね。

　心配げに眺ながめていたら、ハルナがジト目でこちらに顔を向けた。

　何かあったのか？　問とい詰つめたいところだが、水中では何も聞けない。

　すると、ハルナはぐいっと顔を近づけてきた。

　びっくりして少し下がってしまったが、ハルナの顔は尚なお近づく。

　そして──




　唇くちびるを重ねた。




　びっくりした。

　それはそれはびっくりした。

　奪うばわれたのだ。

　唇だけではなく──口内に蓄たくわえた酸素を。

　口移しで酸素を分け与あたえるってのは映画とかでよくあるが、自分から奪いに来る奴やつは初めて見た。

　全く、こいつは如い何かなる状じよう況きようでもハルナなんだな。

　くいっとアゴを上げるハルナ。

　どうやら、水面へ行って酸素を取ってこいと言いたいのだろう。

　わざわざそんなことをしなくても、自分で上がればいいのに──

　そう思っていたが……

　お前まさか、伸ばした手が挟はさまって抜ぬけないのか？

　ハルナの腕を摑つかんで、引っ張ってみる。

　ダメだ。完全に挟まっている。

　このどでかい珊瑚礁をぶっ壊こわすしかないが──爆ばく弾だんを解除しないと、爆発すれば意味がない。

　とりあえず酸素を求めて水面を目指す。

　俺はゾンビだから死なないけど、息が出来ないのはやっぱり苦しいもんだ。

　ぷはあ。

　酸素ゼロの状態から、大きく息を吸い込んで、もう一度潜り込む。

　ハルナはゾンビでもないのに、少ない酸素で何分も潜っていられるようだ。

　いくつもの魔方陣が入り乱れる水深一〇メートルまで戻もどると、息が苦しかったのか、ハルナはすぐに唇を重ねてきた。

　目を閉じて、薄うすく開いた唇から酸素が泡あわとなって上っていく。

　また口の中の酸素がなくなってしまったので、往復する。

　ハルナは真しん剣けんな表情のまま、じっと手を伸ばしていた。まるでそこにキーボードがあるかのように指が踊おどる。

　そのまま──さらに五分。

　少しぼーっと見ていたせいか、口内の酸素を消費してしまった。

　ハルナに分け与える酸素を調達するために、再度水面へ。

　今度はちゃんとハルナに酸素を運ばないとな。

　少し多めに含ふくんだ酸素を──

　俺は愕がく然ぜんとした。

　ハルナ！

　水深一〇メートルで待っていたのは、力なく漂ただよう少女だったのだ。

　さっきまでの魔方陣は消えている。

　手を挟まれたまま、力なく体がゆらゆらと揺れていた。

　言葉が交わせないからといって、迂う闊かつ過ぎた。

　俺のせいだ。

　どうする？

　どうすればいい？

　ハルナ……

　ハルナっ！

　爆弾は解除されているのか分からない。

　もし強ごう引いんにゾンビパワーで珊さん瑚ご礁しようをこじ開け、ハルナの腕を引き抜いたら──

　もしそのせいで爆弾が起爆、辺り一面が吹ふき飛んでしまったとしたら──

　それでも俺は……




　ヒーローになるよりも、ハルナを選ぶ！




　珊瑚礁を握にぎりつぶし、ハルナの手を引っぱり出す。

　よし。爆発はしないな。

　秒針は──動いていない。

　そうか。ハルナは爆弾の解除に成功していたんだ。

　急いで水面へと上がる。

　ハルナの小さい体を抱いて。

　こんなに小さい体に、俺はなんで無理をさせてしまったんだ。

「ハルナ！　おいハルナ！」

　体を何度も揺さぶる。

「う……うーん」

　良かった。急いで救出したおかげか、ハルナはすぐに意識を取り戻す。

　ビビらせてくれるなよ。

　お前が天才美少女悪あく魔ま男だん爵しやく魔装少女で良かったよ。

　だが、酸欠状態が続いているのか、目はトロンとしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ほえ？　当たり前だろ」

　にっと白い歯を見せて笑うハルナ。だが、いつもの元気はない。

「爆弾の解除、ちゃんと出来てたようだな。助かった。まあ、その代わり、またみんなが俺の事を忘れちまっただろうが」

「……なあ、アユム」

　そんな弱々しい声を出すなよ。ハルナはいつだって、生意気でうるさいのが性分だろうよ。

「どうした？」

「ユキノリとは……何回キスしたんだ？」

「今そんなことを聞くのかよ」

「いいから答えろよな……何回？」

「まあ、二回ぐらいかな」

　なんて曖あい昧まいな答えを、明後日あさつての方角を見ながら呟つぶやいた。

「だったら──」

　ん？

　ハルナにしては珍めずらしい、神しん妙みような声だった。

　だから、何が言いたいのか気になって、顔を戻す。

　また、ハルナの唇くちびるが触ふれた。




「これで、あたしの勝ちだ！」




　してやったりと微笑ほほえむハルナは、まるで俺を心配させまいと元気に振ふる舞っているようだった。

「お前には敵かなわないな」

「当然だ！　………………なあ、ちょっと疲つかれた」

「ああ、ゆっくり休んでいいぞ」

　遊び疲れたのもあるのだろう。命に別状がなければ、それでいい。

　また、みんなが俺の事を忘れていることだろう。

　もし世界中の誰だれもが俺を忘れても、こいつが覚えていればなんとかなる。

　そんな気持ちで、一いつ杯ぱいだった。

　ハルナを抱だきかかえたままレジャーランドに帰ってきて、変身を解く。

　ふう。なんとか一段落したな。やっぱり、スカートよりジーンズがいい。

　すると、そこへセラがユーを連れてやってきた。

　もう、俺のことなど忘れてしまった二人。

　また一からやり直すという現実に、ため息が出る。
















　なあに、すぐに慣れるさ。ポジティブに考えよう。

「ハルナ……爆弾の方は？」

　セラの問いかけに、ハルナは小さな声で答える。

「ちゃんとやった。あたしにかかれば、すぐだかんな」

　あ。起きてたのか。まだ、言葉は弱々しいモノだが。

「そうですか。ならば、もうこの格好をやめても構いませんね」

　そう言って、変身を解除するセラ。

　だけど、俺とは違ちがって裸はだかになる。

　はっはっは。俺も最初はそうだった。変身を解除するときは時空間なんとかをなんとかして衣服を復元しなきゃならないんだ。

　なんだろうな。自分が行った失敗を誰かがやると妙みようにニヤニヤする。

　それでなくても、素すっ裸ぱだかのナイスバディが目の前にあるんだ。

　このニヤニヤを誰が止められ──ぐぶっ！

「変な目で見ないで下さいこのゴミ虫が──崖がけの上からポニョっと落としますよ？」

　擬ぎ音おんは可愛かわいいのになんだか恐おそろしい────っ！

　思いっきり葉っぱが目に刺ささった！　奥の方まで刺さったよっ！

　──って、あれ？

「お前、今なんて言った？」

「見るな。などという言葉を、二回聞かないと理解出来ないのですか？　とんだクソ野や郎ろうですね。神経を疑います」

　下げ劣れつな輩やからを見下すような瞳ひとみ。不快感を見事に押し出した眉まゆ。むっと噤つぐまれた唇。

「そうじゃなくて、その態度は……お前、もしかして」

『全てを　思い出した』

　鎧よろい姿の少女は、静かに佇たたずんでいた。

　いつもと変わらない無表情。しかし、どこか申し訳なさそうな目で、じっと俺を見み据すえている。

「ユー。……なんだ、何にも心配する必要なんてなかったんだばらばー」

　微笑む俺の頰ほおが、思いっきり魔ま装そう錬れん器きのハリセンでしばかれる。

　くっ！　なんて重い一いち撃げきだ！　これが変身を解いた魔装少女の一撃か？　ゾンビじゃなかったら即そく死しだぞ！

　何をする。などとは言えなかった。

　まあ、あんだけまじまじと『おっぱい』を見ていたら、そりゃあしばかれもするだろう。

　それが、『いつもの』セラだったら。

「あなたの境きよう遇ぐうについては、同情の余地があるでしょう。だから、私が勘かん違ちがいした諸もろ々もろについては今ので不問にします」

　裸を見られたせいか、はたまた別の理由からか、顔をリンゴのように真っ赤にしたセラ。

「どこまで──覚えてるんだ？」

　裸に吸血忍にん者じやのマントだけなら風か邪ぜを引くだろうし、ハルナをおろして上着をセラに貸しながら疑問をぶつけた。

「全すべてですよ。同じ説明を四五一回聞かされた事も、その内一三五回恋こい人びとであることを否定された事も、あなたに目め隠かくしをして共に入浴したことも、先ほどあなたに……」

　言っていて恥はずかしくなったのか、セラは背中を向けた。

　良かったー。もし、記き憶おくに残らないからと悪戯いたずらしていれば、その全てを覚えられていたんだな。やらなくて正解。ホント危ないところだったよ。

　俺の良心、頑がん張ばってくれてありがとう！

『女湯は　もう覗のぞかないで』

「申し訳ございませんでしたーっ！」

　ユーのメモを見て、すぐさま九〇度以上頭を下げた。

「はあ……恥ずかしくて腹をかっさばいてしまいたいです。まさか──あなたを恋人と勘違いするなどと……やはり、腹を斬きります！　あなたの腹をっ！」

　俺のかよ！　そうじゃないかなーなんて思ってたけども！

　いかん。話の流れを変えるんだ。

「何をずっとニヤついているんです？　少しは反省して下さい」

　セラに言われて、俺は自分の口角が上がっていた事に気がついた。

　そうだ。そうだよな。

　俺が欲しかったのは、これなんだ。

　これが、俺の物語なんだよ。

　俺が何日も何ヶ月もかけて積み上げた、『日常』なんだ。

　顔がニヤけてしまう。どれだけ注意して直しても、どうしてもニヤけてしまう。

　取り戻もどせたんだ。全てを──

　この、汚お物ぶつを見るようなセラの瞳が、この、無表情ながらどこか微笑んでいるように見えるユーが。

　これが……見たかったんだ。

「反省、してるさ。色々とな……それより、呪のろいはどうなったんだ？」

「さあ、先ほどヘルサイズ殿どのを発見した際に、急に全てを思い出し、そのときから私は猛もう省せいしていました」

「リリアは？」

「見当たりませんね。やはり、もう帰ってしまったのでしょうか」

　謎なぞばかりが膨ふくらんでいく。

　その答えをくれるのは、やはりあの人物だろう。

　魔装少女に変身していたから気付けなかったが、ジーンズのポケットにいる携けい帯たい電話がまだかまだかと震ふるえていた。

「ちょっといいか？」

　俺は疲れて寝ねてしまっているハルナをセラに渡わたす。

「ええ。とりあえず、帰宅して落ち着きたいです」

『ハルナも　疲れている』

　ハルナはセラにおんぶされ、レジャーランドの入り口へと向かった。

　俺は何度も見たこの居い候そうろう三人の後ろ姿を優やさしく眺ながめながら、電話に出る。

「もしもし」

「あ～、やっと繫つながりましたねぇ～。アユムさん」

　のんびりおっとりとした、どこか悩なやましげな可愛らしい少女の声だった。

「大先生……良かった。大先生も俺の事を思い出してくれたんですね」

「ふふ。まさか記憶に作用するとは思いませんでしたぁ」

「何が原因で、呪いが無効化されたんですかね？」

「あらあらぁ？　分からないんですかぁ？　アユムさんがぁ、ちゃ～んとすることをしたからですよぉー」

　くすくすとからかうように笑う大先生。

「これといって特には」

「まあ、呪いを解いた以上、いずれ分かると思いますのでぇ、言っちゃいますねぇ」

「勿もつ体たいぶらないで教えて下さい」

「ハルナと一線を越こえましたねぇ？」

「のほふっ！」思わず妙な声が出てしまい、前を歩いていたユーがちらりとこちらに振り返る。

　俺は手で大だい丈じよう夫ぶだと伝えつつ、小声で話を進めた。

「と言っても、ただキスしたぐらいっすよ」

「まあ～、さすがは天才ですねぇ。キスだけで呪いを解けるとは思いませんでしたぁ。てっきりぃ、少子化対策でもしたのかなーって」

「いやいやいやいやいやいや……そうか。ハルナとキスをしたから──」

　って、納なつ得とく出来るかっ！　そんなカエルの王子様を助けるようなメルヘンな行動で呪いが解けるんだったら、クリスとか悪あく魔ま男だん爵しやくもすぐに呪いから解放されてるだろうよ。

「ハルナの母親はぁ、唯ゆい一いつ、女王の呪いに対して抗こう体たいを持っていたんですぅ。それはきっとぉ、生まれつきのものでしたぁ。だからきっとハルナにもぉ、生まれもっての呪いに対する抗体があると信じていたんですよぉ」

「なるほど、だから女王への切り札か。──でも、確かハルナは以前呪いにかかってましたよ？　ほら、えー、動物になっていくって奴やつ。あなたが作った──」

「だってぇ、あれは女王にかけるためのものですからねぇ」

　そういえばあの呪いが俺の学校を襲おそったとき、ハルナは言っていた。

『これは大先生が使う呪いの中でも最も質たちが悪い』

　大先生は女王の呪いを研究し、より強力なモノを作り出した。

　この人は──

　そうか。あの時、夜の王に言われて魔装兵器を作らされたのを、実験の一つに利用したんだ。

　京きよう子こは言っていた。大先生は、女王を打だ倒とうすることしか考えていない、と。

　動物になる呪い、女王に仕し掛かけるための兵器実験。それが成功したから、残りはちゃんと夜の王の望む『爆ばく弾だん』にした。

　あの状じよう況きよう下かでさえ、女王対策をしていたんだ。

　……ぬかりねえ。背筋が寒くなってくるな。

「最初から、ハルナにキスをさせれば治るって言ってくれればいいのに」

「それを言ってぇ、ハルナがするとお思いですかぁ？　それにぃ、私はその程度で呪いが解けるとは思っていませんでしたぁ」

　まあ、絶対しないだろうけども。

　そうか。女王リリア・リリスへの接待は失敗に終わったが、代わりに、俺はハルナへの接待を成功させていた。

　ばかばかしいが、きっとそういうことなのだろうな。

　話は分かった。

　ハルナのことをリリアに隠かくしておきたいことも。

　きっと、大先生は悪魔男爵やクリスの呪いを解いてやりたかった。

　しかし、そんなことをしてしまっては、女王に何をされるか分からない。

　特に、それが一人の魔装少女が原因だとすれば、リリアは呪いを確実なモノとするために、ハルナを殺してしまう可能性もある。

　クリスや悪魔男爵の呪いは、解こうと思えばいつでも解ける。

　しかし、それは一度だけ。

　ハルナの存在意義をリリアが分かってしまえば、対策を取られてしまう。

　大先生は、機を窺うかがってるんだ。

　来きたるべき日を、ずっと。

「なるほど。大体理解出来ました」

「ハルナは呪いを解く事が出来る唯一の人物ですぅ。でもぉ、それを女王に知られては困るんですよぉ。だからぁ、今回は呪いの方に不備があったと報告しておきますぅ。あ、そうそう……おめでとうございます」

「ん？　何がですか？」

「先ほどぉ、ミストルティンが斉藤を倒たおしたってデータが来たんですよぉ」

　チワワの事、もうヴィリエに伝わってるのか。

　魔装錬器がどんなメガロを倒したのかが、随ずい時じヴィリエに送られてるんだな。

「大先生は倒せなかったと聞きましたが」

「それはひどい噂うわさですぅ。私はぁ、ただ倒すのが面めん倒どうだから倒さなかっただけですぅ」

　ぷんぷん。怒おこり方が可愛い。思わず笑いながら──

「でしょうね。リリアも二回目の変身をすれば三匹びき同時でも倒せるって言ってたから、大先生もそうなんだろうなって思ってましたよ」

「……二回目……って、どういうことですかぁ？　女王が変身するところを見れるなんてぇ、アユムさんは運が良いですよぉ。彼女はぁ、手の内を出来る限り見せないのを信条にしてるのでぇ」

　だとすれば、もしかしたら俺たちの接待は成功していたのかな。

　リリアは楽しくて嬉うれしくて、ついつい変身という手の内まで見せてしまった。

「圧巻でしたよ。白金の鎧よろいとか羽とか……」

「それは、私も見たことがありますぅ。変身したクリスと互ご角かくの強さを誇ほこってましたねぇ」

　そういえば、クリスの変身姿は見たことがないな。

　最強の魔装少女はどこまで強いのやら──

「……女王は、さらに変身するんですかぁ？」

「まあ、リリアが自分から言げん及きゆうした訳じゃないんですが、あの口ぶりからすると、さらにもう一段階変身を残しているって感じだったんだけどな」

「それは、想定外ですぅ」

　冗じよう談だんではなく、本当に困ったと言いたげな声だった。

　想定外。大先生すら、知らないリリアがいるのか？　それどころか、リリアは本当に、もう一段階変身を残しているのか？

　一つ、気になることがある。

　これだけは、はっきりさせておかないといけないことだ。

「なあ。どうして大先生は、女王を倒たおしたいんだ？　──聞きましたよ。大先生は三〇〇〇〇匹のメガロを倒したって。リリアはあなたを尊敬している様子でしたし、別に──」

　そう、大先生の動機だ。

　そこまでして、一度失敗しても、どうしてもやり遂とげたい事。

　その動機を、聞きたかった。

「それがぁ、原因です」

「え？」意外な言葉で遮さえぎられ、俺は完全に意表を突つかれてしまった。

　誇るべき武勇伝が──原因？

「アユムさんはぁ、メガロを三〇〇〇〇匹倒したことありますかぁ？」

「いや、ありませんよそんなの」

「そう、普ふ通つうはないんですぅ。……むかーし昔、あるところでぇ、私は二〇人ほどの部隊を率いて、冥めい界かいに侵しん攻こうしていましたぁ。ですがぁ、転送の間ま違ちがいでぇ、私の部隊は本隊と合流出来ない場所にいたんです」

「そこで、メガロに囲まれた？」

「そうですぅ。部下たちはみんな、『助けが来る』『もう少しの辛しん抱ぼうだ』と援えん軍ぐんが来るのを待ってましたぁ。そう……ずっと待っていたんです」

「まさか……そのまま援軍は来なかった？」

「はい。食しよく糧りようがなくなるまで、ずっと待っても来なかった。ですからぁ、敵の戦線を突とつ破ぱして、本隊と合流することにしたんです」

「大勢のメガロの中を──」

　それは、壮そう絶ぜつな場面だったのだろうな。

　ヴィリエやこの世界ではなく、メガロの本ほん拠きよ地ち冥界。そこで孤こ立りつすれば──どういう結果になるのかは想像に易い。

「一人、また一人と部下は息絶えて行きましたぁ。そして、最後に二人だけ残ったんです。彼女は私よりも強い魔装少女でした」

「大先生より強いなんて、信じられないな」

「ふふ、師し匠しようが同じですからねぇ。私より強くなることなんてあり得ますよぉ」

「師匠って──確かクリス」

　くすくすと、大先生は嬉しそうに笑った。

「そうですぅ。そして、私は最後の一人になりました。──彼女は言っていました。これはヴィリエのためだから、本望だと」

「大先生は、本隊と合流出来たんですか？」

「全ては彼女のおかげですねぇ。私を庇かばって──ふふ、懐なつかしい話です」

「そのとき、女王を憎にくんだと」

「私は報告しました。彼女がいかに勇ゆう敢かんで、名めい誉よある死を遂げたか──女王はそのときなんと言ったと思いますぅ？」

　リリアだったらなんと言うだろうな。うーん。

「なんて言ったんです？　ごめんなさい？」

「──何も」

「何も言わなかった？」

「ええ。よく頑がん張ばったとも、彼女に感謝するとも……何も、何も言わなかったんです」

　そのときの大先生の声は、いつもののんびりしたものではなかった。

「あの戦いで、何万人もの魔装少女が死んでいきました。その一兵士に、女王が何か感情を表すことなんか、なかったのです」

　ここだ。

　ここが、大先生の動機なのだ。それがはっきりと分かるほど、大先生の言葉には、重圧があった。

「普通、二階級特進みたいなのがあるもんだが──」

「死んでしまった魔装少女に、何をあげても意味がない。それは私も分かっていたんですがぁ、気付いてしまったんですよぉ。この戦争も同じく、意味がないことだと」

　それが、女王を倒す理由。意味がないと無視された友のように、大先生も意味がないと戦争を終わらせたい。

「生きて帰った私に、女王は一つ、願いを聞いてくれると言ってくれましたぁ」

「だったら、当然戦争の無意味さを説といて、リリアにやめさせようとしたんですか？」

「ええ。でも、その答えは『ごめんなさい』という一言だったんですぅ。──だからぁ、私は褒ほう美びとしてぇ、『彼女の持っていた魔装錬れん器きを持たせて下さい』と願い出たんですぅ」

　魔装少女の中で唯一、魔装錬器を二本持つことを許された天才。

　その背景には、色々なことがあったんだな。

　夜の王に大先生が捕つかまったとき、大先生はハルナに魔装錬器を託たくし、こう言ったことがある。

『だって、ハルナは私の大事な友達ですから～』

　あれは、その死んでいった魔装少女の遺志を受け継ついだこと。そしてそれをハルナに受け継がせようという意思があったのだろうか。

「ちょうどそんな頃ころにぃ、アユムさんの世界から戻もどってきた彼に出会ったんですよぉ」

「彼──悪あく魔ま男だん爵しやくか」

「そうですぅ。彼は神秘的な少女に出会い、力を得たと言ってましたぁ。そしてぇ、共にクーデターを起こしたんですがぁ、この辺りはきっとハルナから聞いてますよねぇ？」

「まあ、うっすらと。確か、悪魔男爵は吸血忍にん者じやを率いて、女王に挑いどんだんだよな。クリスと一いつ緒しよに」

「クリスは、王位を獲とるつもりで参加したと言ってましたぁ。ふふ、そう言いながら、きっと教え子を見殺しにしたことを怒っていたんでしょうけどねぇ」

「クリスは大先生が呪のろいを受けていないことに、怒いかりを表してました」

「そうでしょうねぇ。首しゆ謀ぼう者の彼とクリスは呪いをかけられてヴィリエを追われぇ、私は戦線から外されて～、一教師に左さ遷せんされた。二七五六八匹のメガロを倒した英えい雄ゆうとして祭り上げた魔装少女をー、すぐに犯罪者にはしたくなかったんでしょう～。私は今でも──絶対に戦争を、いいえ、その思想を打ち砕くだくつもりですぅ。国を思っていた、彼女のためにも──」

「大先生の気持ちは分かった。でも──」

「復ふく讐しゆうなんて許せないですかぁ？　死んだ彼女は復讐なんて望んでなかったでしょうしねぇ」

「いや、俺だって京子に復讐した身だからそんな偽ぎ善ぜんは言えない。ただ、少し俺に時間をくれないか？　俺が、リリアを説得して、戦争なんてバカげたモノをやめさせる」

「ふふ、期待しておきますねぇ。他にも、理由がありますよぉ？　女王は、お豆とう腐ふを美お味いしくないって言ったんですぅ」

「そう言えば、鍋なべでも豆腐は食べなかったな。まあ、冗談だと受け取っておきますよ」

「ところで、どうやってハルナにキスさせたんですぅ？」

　完全に回かい避ひしたと思っていた攻こう撃げきが、またやってきた。

　答えたくもないし、答えがあるわけでもない。

　ちょうどそんな時、都合良く俺を呼ぶ声が聞こえてくる。

「相あい川かわーっ！」

　手を振ふってこちらへとやってきたのは短たん髪ぱつの少女、友紀。

「えーっと、そろそろ切りますね」

「あー、卑ひ怯きようですよー」

　大先生は、そうは言いながらも俺の照れくささを理解してか、くすくすと笑っていた。

　電話を切り、やってきた友紀に軽く手を上げる。

「ようトモノリ」

「すまねえ相川！　オレ、相川の嫁よめなのに、誰だれよりも相川に尽つくさなきゃなんねえのに、相川のこと、忘れちまうなんて──」

　手を合わせ、目を閉じて必死に謝る友紀。

　その後ろに、コスプレアイドルの姿も見える。

　きりっとした顔で。

「クソダーリンよ。これだけは言っておく。私は貴様のことなどすっぱり忘れてしまっていた。それに関しては弁明の余地もないだろう。だが、貴様への思いは忘れていなかった。そう、私は真に心の底からダーリンに惚ほれているのだ！」

「十分言い訳してるように聞こえるがな」

「相川、もしかして怒おこってる？」

　少し緊きん張ちようしているような様子。

「怒る訳ないだろ」

「そっか！　よーし相川！　一緒にジェットサイクロン乗ろうぜ！」

「おいおい、勘かん弁べんしてくれよ」

「怖こわいのですか？」

「このバユムが……ユキノリ、あたしも乗るぞ」

　ふらふらと横に揺ゆれながら、ハルナは気き丈じような態度で笑顔を見せる。

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

「全部もう一回乗る！　そう言っただろっ！」

　ピースまでして、腰こしに手を当てるハルナ。服がびっしょびしょなのも、気にしていないようだった。

「行こうぜ師匠っ！」

　ハルナの手を引く友紀は、まるでアホのような笑顔。

「ならば、私も同行しよう。セラフィム、服ならば私が貸してやる。付き合え」

　サラスは、小さく微笑ほほえんでセラを手招きする。

「上官から任務を与あたえられれば、致いたし方ありませんね」

　セラはやれやれと首を振りながらも、どこか優しく微笑を浮うかべていた。

『望むところ』

　そして──ユーすらも。

　ああ、これだ。

　これなんだ。

　俺が守りたかったモノ。

　この心地よさを取り戻したくて、ずっともやもやしていたんだ。

　俺はまるで友紀のような、ハルナのようでもあり、セラのようでもある、そんな笑顔で一言返した。

「分かったよ。気が済むまで付き合ってやるさ」


































　こうして、俺の命をかけた接待遊園地は終わりを迎むかえた。

　一時はどうなることかと心配したが、終わりよければ全てよし。

　これでまた、のんびりとした日常が戻もどってくる。

　もう一度呪のろいをかけに京きよう子こが現れたら、即そつ刻こくお帰り頂こう。

　しかし、女王リリアにも記き憶おくが戻ったとしたら、俺が以前に無礼を働いたことも覚えているはず。

　この件でまた一波乱ありそうな予感がしながらも、俺は居間でこたつという名の悪あく魔まに取り憑つかれ、ぼーっとテレビを眺ながめていた。

　ハルナは昨日のレジャーランドの件で疲つかれているのか、ずっと部屋で寝ね転ころんでいた。

　ユーはいつものようにお茶を飲み、セラは正座してじっとテレビを眺めている。

　トントン。机が二回叩たたかれて、

『みかん　食べる？』

「ああ、頂くよ」

　呪いによって、一つ発見があった。

　ユーの素っ気ないメモの内容が、出会った頃ころより少し丸くなっていたんだ。

　何ヶ月という日時が、一いつ緒しよにいた時間が、ユーの心を解かしていたんだな。

　本当に良かった。

　このまま、何年も何年も平へい穏おん無事に過ごしていきたい。

　その夢を実現するためにも、リリアを止めなければならない。

　それは大先生の方法ではなく、俺の方法で──

　ぴーんぽーん。

　ふと、チャイムが鳴る。

「セラ、出てくれないか？」

「しょうがないクソミノ虫ですね。布団にくるまって出たくないなどと、小学生ですか、あなたは」

　などと毒を吐はきながら、ちゃんと立ち上がってくれるところが素敵です。

　あと揺れるおっぱいも素敵だと思います。

　ぺたぺたと冷えた廊ろう下かを歩く音が聞こえ、ほんの一、二分でセラが帰ってきた。

　その表情はどこか、困こん惑わくの色が見えていた。

「誰だったんだ？」

「さあ。とにかく、先に居間へ行けと言われました」

「どういう──」ことなんだ？　と問いかけるより早く──

「「ど～も～っ！」」

　ぱちぱちぱちぱち。拍はく手しゆを促うながすように手を叩きながら、二人の男がいきなり入ってきた。

「冥めい界かいの王で～す！」

　一人は、着流しに紫むらさき色いろの羽織姿をした、爽さわやかな青年だった。

「ケルベロス・ハーフです。──二人合わせて」

　もう一人は、トレンチコートにテンガロンハットの犬型メガロ。

「「う～、キングダぁム！」」

　右手を垂直に挙げ、左手は斜ななめ、左足も斜めに突つき出しながらジャンプして、『Ｋ』の文字を二人して作り出した。

　啞あ然ぜんとしている俺たちを無視して、怒ど濤とうの勢いで話を始める。──いや、『噺はなし』か。

「キングダムのショートコント。コンビニパート１」

　声が大きいな。まるで若手芸人みたいだよ。

「ぴ、ぴ、ぴ」バーコードを打っているような動作を見せる男。犬は二歩ほど下がる。

「すいません。そこの肉まんと、あと破は邪じやの剣けん下さい」

　たったった。少しの距きよ離りを跳はねるように詰つめることで、走ってきたことをアピールする犬。

「武器屋じゃねぇよ！」

「「う～、キングダぁム！」」

　右手を垂直に挙げ、左手は斜め、左足も斜めに突き出しながらジャンプして、『Ｋ』の文字を二人して作り出した。

「続きまして～。コンビニパート２」

「ぴ、ぴ、ぴ」バーコードを打っているような動作を見せる男。またも犬は二歩ほど下がる。

「すいません。あとこの破邪の剣を買い取って欲し「だから武器屋じゃねえよ！」」

「「う～、キングダぁム！　ありがとうございました」」

　右手を垂直に挙げ、左手は斜め、左足も斜めに突き出しながらジャンプして、『Ｋ』の文字を二人して作り出したあと、一礼する。

「どうだった？　ユークリウッド」

『割と　面白くない』

「はっはっは。手厳しい手厳しい」

　よっこらせ。落語家のような格好をした青年がどっかりと腰こしを下ろす。犬のメガロは手を後ろに組んで、きりっとした表情のまま廊下に立っていた。

「で、あんたら誰だれなんだ？　ユーの知り合いなのか？」

「さっき紹しよう介かいしただろ？　元セブンスアビス──今は冥界で小国の王をやらせて貰もらってるデューヴァイスってもんでさぁ。名前がカッコイイってよく言われる」

　鬱うつ陶とうしいタイプの人間だってことは分かった。

「ヴィリエの女王と言い冥界の王と言い、どうしてこう、本人がひょっこり現れるんだよ。もう少し自覚持てよ」

　こたつ布団に顔を埋うずめる。やれやれ、だ。

「おや、疑ったりはしないんだね」

「まあ、色んな奴やつらを見てきたからな。そっちの犬は──以前ここに来たよな？」

「その節はどうも。ワタクシ、ケルベロス・ハーフと申します。以前はワンサードだったんですけど、ね。残念ながら、あなたとワタクシは初対面でございます」

　小さくウインクする。

　ワンサード。ハーフ。なるほど……犬は元々三分の一──三匹びきいたんだな。

　それが、俺のせいで、二分の一に……

『何をしに　来たの？』

「ユークリウッド・ヘルサイズに、説得をお願いしたい」

『誰を？』

「実は、つい先日、ガルムをなんと三匹も同時に失ってしまった」

「それってもしかして、チワワ？」

「ビンゴ」ぱちりとウインクして、俺に人差し指を向ける。

　あいつ、本当はガルムって言うんだ。

「あの二人がご立腹でさー。オレっちの言うことなんて、てんで聞かねーでやんの。参った参った。そんで最強のメガロを作るとか言い出してさー。参った参った」

　あの二人──ユーに説得させると言うことは、そいつらもセブンスアビスって奴か。

「最強のメガロ？」

「そ。今までは魂たましいを合成させて作ってたんだが、どうも死んでいったガルムの一匹が、これまでにないぐらいの純じゆん粋すいな魂を見つけたらしくてねー。今度は肉体も取り込んで作りたいそうな」

「肉体も取り込むって──」

「生きたままの人間を使うということですか？」

　セラの瞳ひとみが赤く染まる。

『非人道的』

「そ。オレっちとしても、さすがにそれは──ってね。だけども、二人はもうこの世界に来てるみたいで」

「王から命令とか出来ないのかよ」

「セブンスアビスはみんな自由気ままに生きることを許されてるからねー。オレっちも王なんてやってるけど、結構のんびり生きてるさー」

「なんで、ユーに？」

「ネグレリアを先に訪たずねたんだが、彼女がユークリウッドを推すい薦せんしたんだよ。なんか、こっちでもセブンスアビスを作ってるって聞いてね」

　じっと俺の目を見つめる王。

『私は　構わない』

「そう言って貰えると助かる。よかったよかった」

「ああ、死んだ魂ならまだ分かるが、生きてる人間をそのまま使うなんて、絶対に許されるもんじゃない」

「君は、なんだか暑苦しいねぇ。まあ、期待しておくよ」

「同感です」

　セラさん同感が速いです。

　やれやれ、だな。

　てっきり、リリアのことで新たな波乱が起こるかと思ったが、チワワが起因になろうとは。

　それにしても、チワワが見つけた純粋な魂ってのが気になる。

　待てよ。

　純粋な魂……そう言えば、チワワは銭湯を覗のぞいている時にこう言っていた。

『あの子いいわー。ピュアやわー。デラピュアだわー』

　まさか、狙ねらわれているのは──








あとがき






　皆みなさんこんばんは。最近の口くち癖ぐせは『完全に』の木き村むら心しん一いちです。

　今回の一〇巻、いかがだったでしょうか。

　いやあ、苦労した。締しめ切りはいつもより二ヶ月ほど早いわ、遊園地を題材にしたら案外面おも白しろくないわ、銭湯で混浴しても別に面白くないわ、添そい寝ねしても何にも出来ないわ──

　色んな挑ちよう戦せんをした巻でした。

　女おんな風ぶ呂ろを覗のぞくタイプの話って、こういうラブコメには付きものですが、みんなどうやって面白くしているんだろう。

　二巻を初めて書いたとき、それは温泉旅行へ行く話でした。

　ですが、ドＳ編集に「面白くないです」とばっさり切られて、ボツになってしまいました。

　今の私ならば、この難題に挑戦出来るかも──と思い筆を執とったのですが、どうですかね？　面白く出来たのか、甚はなはだ疑問です。

　女風呂を覗くというシチュエーションでは『フルメタル・パニック！』の短編、「女め神がみの来日・後編」が私の中ではベストな回答だと思ってます。

　ほらー、私ってー、ＳＦファンタジーアクションサスペンスホラーが専門分野じゃないですかー。

　ラブコメって難しいなー。

　自分の才能の無さに、たまに愕がく然ぜんとすることがあります。

　でも、皆様に満足、納なつ得とくを提供出来るよう、勉強して参りたいと思ってます！







　さて、才能と言えば、私は先日、ある偉い大だいな才能に、完かん膚ぷ無きまでに叩たたきのめされました。

　それは、ウォルフガング・アマデウス・モーツァルト。

　モーツァルトという名前が有名ですが、ウォルフガングもアマデウスも格好良すぎるぜよ！　みんなフルネームで覚えてあげましょう。

　私はふいに、このモーツァルトの『魔ま笛てき』を調べていたんですが──

　まさか、二〇〇年以上前のモノが、現代にも当てはめられるなんて！

　楽曲のタイトルを順に追っていきましょう。

　すると、とある昨今の合コン風景が浮かび上がってくるのです！

　それでは私の独断と偏見とぱっと見で出来た勝手な解釈を、ちょっと見て下さい。

　第一幕。

　一番最初のタイトルは──

ＮＯ１．導入「助けてくれ！　助けてくれ！」

　いきなりどうしたのっ！　びっくりするわ！　こんなタイトルを一発目に放ほうり込んでくるなんて、モーツァルトは天才か？

　これは、合コンに行ったイケメンが、びっくりするほどのモンスターハウスに愕然とする様を描えがいているんだと思います。

　うーわ。可愛かわいい子誰だれもいないじゃん。帰りたいわー。

　そんな思いが滲にじみ出ていますね。

ＮＯ２．アリア「私は鳥刺さし」

　あかんで！　もう注文頼たのまれてるで！　逃げられない空気を見事に作り出した、このアリアという女性。

　完全に男に飢うえてるよね。

ＮＯ３．アリア「なんと美しい絵姿」

　あー、もう狙ねらわれた。横に座られた！　全然その気ないのに、テンションだだ下がりなのに──

ＮＯ４．レシタティーヴォとアリア「ああ、恐れおののかなくてもよいのです、我が子よ」

　もう、苦笑いしか出来ないよね。

ＮＯ５．五重唱「ウ！　ウ！　ウ！　ウ！」

　男子メンバー全員引いてるやん。この合コンは失敗だったと後こう悔かいしてるよね。

ＮＯ６．三重唱「可愛い子よ、お入りなさい」

　もうお持ち帰りする気だわ。ちょっとこの後ラブホ行こうよ。とそこら中で言ってるんだろうね。

ＮＯ７．二重唱「愛を感じる男の人たちには」

　うっそーん。ラブホに行きたいのを男のせいにしたで！　まあまあ、男ってすぐにやりたがるから、仕方がないよねー。みたいなことを女同士で話し始めてるやん！

ＮＯ８．フィナーレ「この道はあなたを目的へと導いていく」

　あーっ！　ダメだった！　居酒屋からラブホまで移動してしまってる！　もう腕うで摑つかまれてるわ。

　そう、この第一幕は、居酒屋の話。

　そして──後半の第二幕は──

　第二幕。

ＮＯ９．「僧そう侶りよの行進」

　やる前から賢けん者じやモード入ってしまってるじゃん。でももうラブホの部屋にまで入らないといけない雰ふん囲い気き。

　その雰囲気のまま、イケメンはアリアと中に入ってしまうんでしょう。

ＮＯ10．合唱付きアリア「おお、イシスとオシリスの神よ」

　祈いのり出した！　恐おそらくアリアは初夜だったんでしょうね。三み十そ路じ半ばで、やっと捨てることが出来る。

　しかも、イケメンと。そんな思いが込こめられてます。

ＮＯ11．二重唱「女の奸かん計けいから身を守れ」

　無理無理無理無理……やっぱり無理だわ。俺、アリアとは出来ないわ。

　言葉にはしてないけども、多分そんな素振りを見せたんじゃないかなー。

ＮＯ12．五重唱「どうしたの？　どうしたの？　どうしたの？」

ＮＯ13．アリア「誰でも恋こいの喜びを知っている」

　アリアの説得が続きます。もう、必死なんでしょうね。絶対この男は放したくないんでしょうね。

　そして──

ＮＯ14．アリア「復ふく讐しゆうの炎ほのおは地じ獄ごくのように我が心に燃え」

　ええええええええええええええええええええええええっ！

　何があってん！　噓うそーん。ごっつ怒おこってるやん！　ごっつ怒ってるやーん！　そないに怒らんでもええんちゃうん！

　ＮＯ13の優やさしい言葉から、テンション下がりすぎやろ！

ＮＯ15．アリア「この聖なる殿でん堂どうでは」

　めちゃめちゃ苛いらついている上に、ラブホの存在意義まで語り出した。ここまで来たら、男はもう二に択たくしかないですね。

　やってしまうか。こっちもキレて帰るか──

　そこで男が採とった選択肢しが──

ＮＯ16．三重唱「再びようこそ」

　頑がん張ばるんかーっ！　そこは折れて頑張っちゃうんだーっ！

ＮＯ17．アリア「ああ、私にはわかる。消え失うせてしまったことが」

　お？　アリアもバカじゃなかった。男がそんなに嫌いや々いややるんだったら、もうそれはいいわと。愛がないんなら、それはなんか違うと。

ＮＯ18．僧侶たちの合唱「おお、イシスとオシリスの神よ、なんという喜び！」

　よっしゃああああああっ！　イケメンの心のガッツポーズが見えますね。

　もうこの流れを逃のがしてはいけない。そそくさと帰り支じ度たくをする男。

ＮＯ19．三重唱「愛いとしい人よ、もうあなたにお会いできないのですか？」

　ちょっと、メアドぐらい交こう換かんしてよ。とアリアから提案があったんでしょうね。

　絶対に友達になりたくない。

　何か言い訳を考えないと──

ＮＯ20．アリア「娘むすめか可愛い女房が一人」

　娘『か』女房。この『か』が気になったんでしょうね。アリアも思わず反復してしまったんでしょう。恐らく、この男には娘も奥さんもいないんでしょう。ただ、そういう言い訳をして、逃げようとした。

ＮＯ21．フィナーレ「やがて朝を告げるために輝かがやき渡わたるのは」

　何ちょっと綺き麗れいに纏まとめようとしてんねん。

　まあ、アリアは純血を大切に、男も合コンを自重しようと、朝日を眺ながめながら思っていたんでしょうね。

　いやあ、面白い。

　私なんかではこんな名作は作れない。特にＮＯ13から14の転換は見事としか言いようがないです。

　今回、アリアと名前があったので、男と女の位置関係をこうしましたが、これは逆でも当てはめることが出来ます。

　そうすることで、女性読者にも、きっと分かって頂けるかなと。

　まさか、二〇〇年以上前に、今のこの若者の苦く悩のうを描いていたなんて──

　その才能に、ぞっとします。

　ちなみに、本当の内容は知りません。曲は聴きいたことあるんだけどね。

　特にＮＯ14のあーはははははははははーの辺り最高。

　こんなタイトルを並べられる作家が、今世界にどれだけいるのだろう。

　センスが、ずば抜ぬけてる。そう言わざるを得ませんね。

　本当の内容は、もっと濃こいんだろうなー。

　私はいつも、こういうひねくれた遊びをしています。







　それでは謝辞を──

　この本を手に取って下さった皆様。大変感謝しております。

　皆様のご愛顧が無ければ、この作品は三巻で終わっていました。

　そのときのラストシーンは、ユーが大声で「歩あゆむと一緒にいたい！」と言ってしまい、メガロや魔ま装そう少女や吸血忍にん者じやや冥めい界かい人が何百人と歩のクラスに転校してくる。というモノでした。今となっては、別のラストシーンが実はもう考えてあります。

　そうなったのも、皆様のおかげ。本当に感謝しております。

　さっちさん。手が寒いって某ぼうサイトで呟いたら、すぐに良い手て袋ぶくろを紹しよう介かいして下さいましたね。助かりました。

　こぶいちさん、むりりんさん。

　カラーページ、いつも変な指定してごめんなさい。もっと簡単で楽なイラストにしたいとは思ってるんですが、やっぱりイラストが良いので欲張ってしまいます。

　アニメスタッフの方々。一期に勝る出来、お見事です。

　色々ご迷めい惑わくをおかけしているとは思いますが、これからもよろしくお願いします。

　アシスタントプロデューサーのＫさん。

　いつもセクハラしてごめんなさい。でもセクハラはやめません。

　それでは、皆様、一一巻でお会いしましょう。

　はたしてこの作品は、どこまで続けられるのか──
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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